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浄土 教関係疑経典の 研究　（二 ）

柴 田 泰
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　 〈資料篇〉 に お い ては 、今日予想 さ れ うる浄 ll教 に 関係する広 義の 疑経典 に つ い て、大正蔵経 、

続蔵 経 、敦煌 文献 な どの 中か ら検 索 し、その
一々 に つ い て従来の 諸研究 に導びかれ なが ら可能

なか ぎり考証 した 。

　 〈研究篇〉に お い ては、〈資料篇〉に お い て取扱 っ た疑経典 を基礎資料と して 、それ らの 成立、思

想、変遷 などを考察する こ と に より、浄土教関係疑経 典 に 関す る諸様相、ひ い て は浄土教 に 関す る

新た な隠された実態を明 らか に し考究す る こ とを意図 した い
。

〈研 究 篇〉

第一章 資 料 の 整 理

第一節　資料 〈一覧表〉

　 〈資料篇〉 にお い て取扱 っ た浄 i：教関係疑経 典を前 に して 、まずわれ われが最初 に な さね ばな ら

な い 作業 と し て は、後の 諸研究の 遂行 を容易に す るた め に 、 〈資料篇〉に お い て 可能 なか ぎ り考証

した疑経典 を逆 に総合 し整理 する こ とで あり、併せ て 〈資料篇〉に お い て は紙 数の 制限に よ り論及

で きなか っ た一、二 の 問題 に つ い て 補足 する こ とで あ ろ う 。

　本節 に お い て は 、 〈資料篇〉で あ ま りに も細 か くな りす ぎた浄 土教関係疑経典の 総合的 全体的性

格 を11月らか に す る ため に 、そ の 要点 を 〈一覧表〉と して再構 成 しよ うfi 〈資料篇〉で取 扱 っ た経典 、

仏 名 ・国土 名 ・関係 用語、典拠 を従来 の 形式
［11

に倣 っ て挙 げる と以下の 通 りで ある。
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浄土教関係疑経典 〈一覧表〉

経 典　　　 名 仏 名 ・仏匡1土 名な ど 出 典 個 所

　 浄土 思想と見做 された真経

　　 原語の 異なる経典

大乗無量寿宗 要経

大乗無量寿経　　法成 （？）

成就妙法蓮華経王愉伽観 智儀軌　唐不空

大乗聖無 鼠寿決定光明王如来5
’
Eme尼絳　宋法天

無量寿大智陀羅尼　宋法賢

　　　 原語の 疑わ しい 経典

菩薩道樹絳　 （私呵昧経 ｝　 呉 芝謙

陀隣尼鉢経　東晋 曇無蘭

菩薩蔵経　梁僧伽 婆羅

最勝仏頂陀羅尼浄除業F章呪経 　唐地婆 訶羅

無量寿仏化身大忿迅倶摩羅金剛念誦諭伽儀軌法

　唐金剛智

観 臼在如意輪菩薩諭伽法要　唐金剛智

百千頚大集経地蔵菩薩請問法身讃　唐 不空

蓮華部 心 念誦儀軌

　　　浄土思想と解釈された経典

木櫞子経　失訳 入今附東晋録

文殊師利所説摩訶般若波羅蜜経　梁曼陀羅仙

大集経 凵蔵 分　隋那連 提耶舎

　　　　 中国撰述浄土教関係 疑経典

　　　現存疑経典

　 　 1．浄土思想 を主要 と した経典

山海慧菩薩経 （阿弥陀仏党諸大衆観 身経 ）

1・彳主生奉釜　〔十往生 F可弓尓陀 fム国糸釜｝

阿弥陀仏説呪

無 量寿イム訪訴主貿ぜ争ヒ1呪

念仏超脱輪迥捷径経

極楽願 文　達喇嚇 咥 ト楚薩木丹達 爾吉訳

　　2 ，一部に浄土思想 の 認 め ら れる疑経典

潅 r貞百結神 王護身呪経　 確 頂経巻四）　 東晋

帛尸梨蜜 多羅

無 景寿

無量寿

無量 寿

無量寿

阿波哩弥多喩

安隠国　寿無極法王

阿弥陀法 縣濫

西方跋陀羅 世界劇於彼

有仏名無辺光 1「月

P可il蜜i嘱多

西方 念 誦 法 　帰命無 吊

寿

無量光

無 景寿

無量寿

称仏陀達摩僧伽 名

繋’巳・一・仏、　L亨示尓名等：
、

至 心念仏

阿弥陀

阿弥陀、極楽

阿弭 多婆

弥陀

無 量 寿

匡可弓尓多婆

阿弥陀

阿弥 陀

無量寿、B尓陀、阿弥陀．

極楽

往 生西方

S ．2078etc．230S・IS、　P．29音i∫、散18

部

大 1臼 9・82上以下

大 己a9 ・596中

大 【E19・85 ヒ以 下

大 IE21 ・907中

大 ill14・813ヒ

大 IE21 　’865中

大 iE24・1087一ヒ

1大正19・359中
」
大 百モ21　・1301 ；L）．下

人こil120 ・214 ド

ノくIR13
・792

．
ド

大汗118・322中

大 ［El7・726E

大 ill8 ・731上 中

大 1E13
・285ド

大正85 ・1405上

凵「続 1　・87 ・　4

大 正12・352上 中

大正 12 ・348中

＄続 1 ・87・4

大 正19 ・80中以 下

大正 21 ・507下
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浄 i：教関係疑経典 の 研究

潅項随願往生 卜方浄土経　 （潅頂経巻十
．・、普

広経 ）

潅頂抜除過罪 生死得度経 　 （潅頂経巻十．．二、潅

頂章句抜除過罪得度経 ）

観世 音 三 昧経

護身命経 　 （救護身命経済人疾病苦厄）

救疾経

観　経

普賢菩薩説証明経

太
．．r讃

大通 方広懺悔滅罪荘厳 成仏経

現在十方千 五 百仏 名並雑仏同号

仏 名蒲〜　（三　卜巻本）

究竟大悲経

高王観世音経

続命経

無量大慈教経

大仏頂如来密因修 証 了義諸菩薩万行首樗厳経

　唐般刺蜜帝

三厨経　西国婆羅 門 達 多羅 及 闇 那 崛 多 等奉詔 訳

勧善経

新菩薩経

地蔵菩薩経

救苦観世音経

　　 　　　 　（二 ）

阿弥陀

無量寿

阿弥陀

無量 寿

無量寿

無量寿

無量寿

阿弥陀

阿弥陀

無量寿

弥陀

阿弥陀

無量寿

無量光
＊ 「

無量寿経』 過去仏、

十二 光仏 、十三 仏

無吊寿

阿弥陀

＊

六 方三 卜八仏 、出阿

弥陀讃
一

切 諸仏所持之

法経

＊ 「
無量寿経 』 尊者、過

去仏、十 二光仏、 ｛
一
二

仏

安楽

（P可）弥5它

阿弥陀

極楽

陣∫弓尓陀

楽生西方国

無量光、超 冂 月光

弥陀

阿弥陀婆

無量寿

阿弥陀

無量寿

阿弥陀

阿弥陀

極楽

無量寿

願往生

大⊥E21・529下

大 ［E21・533上 、中下

京都博物館蔵守屋本

大正85・1326一ヒ

大正 85・1362下

大正85 ・1461上〜下

人正85 ・1363下、1365上 、

13681：

S．2204

大正85 ・1341中、下、
「
1342上、

1343上、 ド、1350中、1354下

大 rF85・1447中〜1448中

大 iEl4 ・239中、243下、244中、

258 「1中、271中

大正 85 ・1372上

大 IE85 ・1425中

大正 85・1405上

S．6961

大正 19・128−L4コ、　133中、

134上、139中

大 rE85・1413下、1414L

大正 85 ・1462上

大 rE85・1462上中

大 ∫E85・1455下

S．4456
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大方広仏華厳経普賢菩薩行願王 品

普賢菩薩行願
’岫
E経

柴

青頸観 臼在菩薩 心 陀羅尼経　唐 不空注

金剛頂経愉伽観 目 在王 如来fl參行法　唐金剛 智

大乗愉伽金剛性海曼殊室利千臂千鉢 大教王経

唐不空

観 tLl：音不空羂索王 心神 咒 功徳法門名不空 成就法

北 方大聖眦沙門天 王経

大仏頂 如来頂髻 臼著陀羅尼神 咒経

消 宍除横潅頂延命真言経

相好経

　　　古佚経

善王皇帝尊経

惟務三昧経

目連所間経

善信磨祝経

須弥四域経

須弥像図山怒

一
卜二遊経

空行 モ昧経

f憂上眞
一E｛乍fム形f象絹…

弓尓筆力戸斤問辛条

1｛卜

阿弥陀

弥陀

極楽

阿弥陀

弥陀

極楽

無量寿

観臼在王

阿密喋 覩

無量光

観 目在王

無量寿

極楽

弥陀

阿弥陀

極楽

陣∫弓尓1〜它

阿弥陀

阿弥陀婆

阿弥陀

極楽

極楽

阿弥陀

泰

阿弥陀

念仏修 戒

無量寿

西方安隠清 浄法国

阿弥陀

阿弥陀

阿弥陀

阿弥陀

弥陀

無 量 寿

阿弥陀

安楽

十念

大正85・1455上中

大 1F．　85 ・1453下一1454．．卜

大正20・490中

大．【E19・75 ヒ、76下 、77 ヒ

大」．E2〔〕・726上 、735中、741下、

742上 中下

S．232

S ．5560

S．4637

S ．2037、2095

S ．22．4678

「
安楽集』巻下 （大 「E47・20中）

『
安楽集 』巻下 （大 正47・16上）

「

安楽集』巻上 （大正 47・14上）

「

経律異相』巻 三十八 （大正 53・

205．．卜：〜
．．
ド）

「
安楽集 ［巻下 （大正 47・18中）

「
弁 【E論』ts，　ti（大正52・521中）

「
弁 1巨論』巻五 （大IE52・521中）

1
法 苑珠林．ilU＃1 十

一一（大正53・369

下）

駈

諸経要集 』巻 八 （大正 54・76中）

「
法苑珠林』巻三十三 （大 iF．　53・

540 「）

「
遊 心 安楽道 』元 暁撰 （大正47 ・

114ド〉
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　　　　　　　　　　　　　　　　 浄 十教 開 係疑経 典の 研 究　（二 ）

　　　経録に依 る経典

轄鸞
方経

　　　　　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　浄土経典 と見做 された疑経典

浄度三昧経　　　　　　　　　　　　　　　　
＊

受持斎戒、善神護念

占察善悪業報経　菩提登訳　　　　　　　　　 仏之名字、専 意誦念

預修十王 生七経 　 （閻羅王授記合四衆遡 r參生七　
＊

念阿弥陀仏

斎功徳往生浄十経、十王生七経）

守護国界経　　　　　　　　　　　　　　　　　　念仏持戒

　　　　　　日本撰述浄土教関係疑経典

観世 音菩薩往生 本縁 経

土本縁経 ）　 失訳 入今F付西晋録

九品往生阿弥陀三 摩地集陀羅尼経

（往生浄土 本縁経 、 浄

無量寿如来至真等正覚経　東晋法力

唐不空

無量寿仏名号利益大事因縁経　曹魏康僧鎧

阿弥陀仏根本秘密神呪経　曹魏菩提流支

阿弥陀三昧海経　宋元嘉中薑良耶舎

地蔵菩薩発心因縁 i・王経 （発心 因縁 十王経、地

蔵十王経）

妙法蓮華三昧秘密三摩耶経　不空訳

馬鳴菩薩成就悉地念誦　不空訳 離業

大梵天 王 問仏 決 疑 経 　一一
巻

因果得道経

浄⊥ 阿弥陀経

極楽

阿弥陀

阿弥陀

無量寿

九 品浄土

十二 光仏

無量寿

阿弥陀

安楽

極楽
＊

高声念仏

無量寿

不 匚亅r思議光

清浄安楽

＊ 『P可弓尓β它糸釜』

＊ 『抜一
切業障根本往生

　 極楽浄 土神呪』

阿弥陀

弥陀

無量寿

阿弥陀

弥陀

極楽

阿弓尓陀

本願 力

無量寿

極楽

善導

弥陀

出三蔵記集巻四

　 　 　 ク

卍続 1 ・87 ・4

S．4546、 5960、2301

大正 17・908下〜909上

卍続 2 乙 ・23・4

『
楽 邦文類』巻一（大正47・161上 ）

卍 続 1 ・87 ・4

竜谷大学図書館蔵

竜谷大学図書館蔵

卍 続 1 ・1 ・4

卍続 1 ・3 ・5

竜谷大学図書館蔵

卍続 2乙 ・お ・4

卍続 1 ・3 ・5

卍 続 1 ・3 ・5

卍続 ユ ・87・4
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『

浄 ±宗要集』第一
見聞第

一　良

栄述 （
『
浄全 』巻十

一、p．222）
『
長西鋤
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一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

80 柴 iーー 泰

四十八願阿弥陀経 　阿地盟多　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
『
長西録 』

無量寿 〔
又
経〕浄一i二阿弓尓陀経　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

『
長西録 』

　すで に しば しば指摘 し た よ う に 、今日浄
一
ト：思 想 に言及する絳 論を網羅 した もの が藤 田宏1封尊士 〈

一・覧 表〉で あ る と した ら 、 そこ に 本表を加 え る こ と に よ っ て 、とくに 中国浄 十教 を研究す る場合の

一
明 の漢訳浄

．L教関係経論 が こ とご と く収め られ た こ と に なる で あ ろ う。

　問題の 所在に お い て述べ た最初の 意図、すなわ ち浄土 教 に 関係す る疑経典の すべ て を取 上げると

い う第
・
の 主題は こ れで な し終 っ た とい え るで あろ う。

51  　イ殺口欠慶青IF圭専
一
｛：　

一
　4T．言尺i：争．

ヒ糸義置侖夛芝…〔
『li口！lj尓障ピfム〔り掃「究．Fl　I；「・ir垂隶五、　pP ．449

− 474 〕　て
tt
：よ、

　　綿
・麟賑 賭 噛 ・

難 掛 紺
．・・
噸 囓 驪：，課

寿

　 ・一臨 騰 戴 黜 脇 ・≡
類と

　 藤 1
．
i1宏 〕

」｝1博 十
「
涛卜
．
ヒ思 想 に 言 及 す る経 1｝1倫 丸

一・覧 表、　〔：
『
暦1：始浄

．1：思想 の 研究 rpp ．　136− ／64｝ で は．

　　 紅 経名
・「

瓣巳 飜 樗 1う乏・藁脇 敷 緇 パ 仏 名
・仏 ．i：名 ・［

ギ甑

　 の ll：彡式 で 表わ き れ て い る、，〈資料篇＞ pp ．110
−111参 照、、

　　本 表が そ れ ら と 異なる，L．
1

、〔は、疑 経 典 とい う性 格 E、　
『
説 林』　

・異 本 ・サ ン ス ク リ ッ ト本
・
ラ
．
ベ ッ ト訳 との 1凋f系は

勲 齢 劾 、轟峨 酬 1｛序が一応 の 服
・
で 占い 方 か ら挙 げた が査 騨 瞳 随 こ と：　Eiる・二 tr で は 一 鮮   で 取

　扱った 経 典 の 索 引の 意 昧 も 含め て 記述 の 順序 に 従 ．
っ τ列挙 した。また従来の 形式 で は、仏 名・仏「1：名・関係用語は

　独立の 項目で 表 わ され て い た が 、本表で は
一

項 に 含め て
〉
ドげ た ．そ の 理 ihにつ い て は 第四 章 第 四節第二 項 lpp ．116−

　 120）で；涼解 さ れ る で あ ろ ）．．．

第二 節　 出典別特徴並びに補遺

　本節で は 、：：資料篇〉 か ら前節 〈一
一
覧表〉 まで の 資料の 検索 ・分類 ・考証 ・整理 の 過程で 見出 し、

ぐ資料篇：〉 に お い て 指摘で き な か っ た 二 、三の 問題 に つ い て 考えて み る。

　その 第一
は 、　ぐ資料篇〉 の 最初 に 取 上げた 関係資料の 中で も丁第

一
に 問題 と し、その すべ て を負

うて い る大正蔵経、続蔵経、敦膜文献 など の 出典別 整理 とその 特徴で ある。そこ で それ を容 易に知

る ため に 出典別総数 を図式化す る と次の よ うに なるで あろ う。

　　　　　　　　　　　　　　　浄土教関係疑経典出典別一覧
21

※真 経

　　原語 の 異 な る経典

　　原語の 疑 わ しい 経典

　　浄十思想 と解釈 され た 経典

疑経典

　中国撰述

　　現存疑経 典

　　　浄 上 思想 を主要 とした 疑経 典

一
部 に浄⊥思想の 認め られ る疑経 興

古佚経

糸釜金隶に よ る経典

浄 十経 典と見做 さ れ た 疑経典

日本撰述

　現存疑経典

　古佚経

　経畫隶に よ る疑経．典

rD83

632

由

1025m

1013

大正蔵経 1続 蔵 経 1敦煌文献 1そ の 他

　 　 2　　　　 2 　　　　 2

　　 71 　21 　221 　2

1

　

2

ワ

‘

1 1

3

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

浄上 教 関係疑 経 典 の 研 究　（二 ） 81

　 本 表の 大 まか な特徴 を各疑経典の 具体的 内容を勘案 して 指摘す ると、 まず、大 止蔵経 に 収め ら

れた疑経典 に っ い で は、第一
に 日 本撰述 に属 する経典 が無 い とい う点 が 挙 げ られ る曹第二 に

「
潅頂

百結神王 護身呪経 」　
『仏 名経 』 三十巻 などの よ うに 浄 ヒ思想 に 関 して は 附加 ・

改 変的な傾向が認 め

られ る 。 第三 に 、その 中の 密教経典 をみ る と、浄 ヒ思想 と！L
［做 された経典の 性格が 強 く、 こ の こ と

は 浄一Ll思想 と見做 さ れ た真経の 中で は 比較的多 い 密教経典 と共通の 性格を有する こ とが 知 られる。

こ れ らの 特徴 か ら帰着す る こ とは 、 全 くの 偽経 、 或 い は疑経 的要素が少 ない と い う点で あ り、今 日

われ わ れ が用 い る最 も権威 あ る大正蔵経で あ っ て み れば 当然の こ と と い えよ う。　 続蔵 経所

収の 疑経典 に つ い て は、まず筑一
に 日本撰述 の もの が 非常 に 多い こ と が注 意 きれ る 。　 大 Il藏 経

所収の 日木撰述疑経 典が皆無で あ る こ とか らの 当然の 特徴で あ るが、こ の こ とは図表 を縦 に 比 較 し

た続蔵 経所収 の 割 り合 い で そ うで ある と同時 に、横 に比較 した 日本撰述現存疑経典の 場合で は 、

当然の こ となが らそ の 他に 含めた 竜谷人学図書館蔵 の 三経
剛

を除 い て 、す べ て続蔵 経 に 依 存 して

い る 。 しか もそれ ら日本撰述浄土教関係疑経典の 特徴 と して は 、 浄土思想 を i腰 と して構成 された

疑経典 が 多 い こ とで あ り、他の 疑経典 も含め て思想的 に は
一読 して 〈浄一LFI部経〉の 影響 が顕著 で

ある 。 こ れ らの 思想的特徴に っ い ては別 に 指摘 される で あろ う曹第二 に数少な い 巾国撰述 と思わ れ

る疑経典 に つ い て は 、　
『
念仏超脱輪迥捷径経 』 を 「

竜舒浄土 文 』 の 讃文 ・念誦法の 別行経 と して除

外す れば 、 他 は い ずれ も敦煌写経 と密接 な係わ りを有 して い る 。 その中の
『
卜往生経 』　『

浄度三昧

経』 などに っ い て はすで に研 空 がな され て い るが1トそ れらは敦煌 文献と の 比較研究 に より、疑経典

の 流布
・変遷 を考える上で 重要 な資料 となるで あ ろ う。　 敦煌文献 に っ い て 言え ば、現 存疑 経 典

の うちで その 部 に浄 ＋思想 の 認 め られ る経 典 が圧 倒的 に 多 い
。 更 に 続蔵 経所収 の 関係写経 を

含 め ると、浄 L教関係疑経典の 資料 として は不可欠の 存在で ある こ とが知 られ る 。 と くに それ らの

多くは従来の 中国浄土 教 の 研 究に お い て は それ程 論及 さ れ て い な か
っ た の で あ り、こ れらの鰥明は

中国浄」．二教 につ い て 新 た な諸様相 を提 示 して くれ る で あ ろ う。 敦煌 文献 に は未 だ多 くの査 定 出

来 ない 不明断片 が あ り、本稿で も浄 十思想 に言及す る大 疋蔵 未収経 の 数点を指摘 したが、浄土教 に

関係する讃文 ・祈禧文の 研究
：7〕
を含 めて なお残 さ れ た課題は 多い 。

　以一ヒが資料の 出典別整理 とその大 まか な特徴で ある 。

　第二 に指摘す る問題 は、　〈資料篇〉で取 ヒげた 以外の 、本稿で は意図的 に削除 した経典 に つ い て

である 。 それ らは浄 ヒ思想 とま ぎ らわ しい 訳語 、浄土教徒 に依 ）Hされたが明確 な出典個所 が示 され

ない 経典 な ど 、 すで に註 などで指摘 した経典 も含 まれる 。 もとよ りこ うした経典 をわ ざわ ざ取上 げ

る必 要 もな い で あろうが、本稿で 取上 げた経典の 中に も訂正 、補訂 を要す る経 典 が あ る と した ら、

同様 に なお新 た に加 える べ き経典 も r・想 されるわ けで あ り、その ため に も今後 の 参考と して記 して

お こ う。

　
『仏性海蔵 智慧解脱破心 相経 』

　　
「

安楽国 1 （大 IE85 ・1400 ［1．）

　
匠
仏 為心 」三菩薩説投陀経 』

　　
「
世有極楽 1　〔大 ［E85 ・

ユ403中）

　 畦 喩経 」

　　
「
専意念仏持戒焼香」　（

『
安楽集 』 巻

一
ド、大 rE47・16　h）

　
『菴羅女経 』　

『
弘猛海慧経 』　『

地蔵十輪経 』　『
華 手経 』
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82 柴　 　 日
．
1 泰

な ど が 考え られ よ う
’・1， また 、木稿 に お い て は、浄土教 に 関係す る 所依 の 経典 と い う こ と を自明 の 前

提 と して 考えて きたが 、逆 に浄土教を破 する た め に経典が 依用 された事例 も留意す べ きで ある。内

藤竜雄 氏の 論 考を通 して知 られる
「
敦煌 ペ リオ本三 八四八 号残缺経典 目録」

llgF
には、

　仏蔵経 四巻　明破 西方浄土 Jlf六 本大願処 の絳 目 ・総義が
一
解題」 を附 して認 め られ る と い う。

『仏

蔵経』 三巻 （羅什訳） に はfil∫らの 問題 も無 く蝉浄 ヒ思想 に 言及 されて い ない 。 しか し、 こ うした経

典 が浄土教批判の 依 りど こ ろと して扱われ て い ると い う事例 は、浄 t’教の側 に 立 っ て 肯定的資料の

み を扱 い 、また、その よ うに 解釈 しが ちなわ れわ れに対 して、中国仏教全体 とい う大局的視野 で浄

上教関係経典 を と らえ て い かねば な らな い こ とを警告 して い る。

　第三は、敦煤文 献検索 にお い て 見出 した何点 か の写 本の 問題 が ある 。 その 第
一

は浄土教関係経典

摘出の 手が か り と して、ス タ イ ン 本に限 り、L．　Giles： Descriptive　Cata工ogue 　of 　the　Chinese

Manuscripts　from　Tl川 huang　in　the　British　Museum ，　London　1957、王 重民
『敦煌遺書総 日 索

引』 の 題 名不明 の経典 に つ い て すべ て に 当 っ た の で あるが、そ の 際浄 ヒ思想 に言及する題 名不明 の

写 本を逆 に 〈・覧表 i’と照合す る こ と に よ っ て何点か の 経典 が査定 で きる n こ 1：1に本稿 で も取扱 っ

た疑経典 を含め て 判日H した敦煌写経 と浄土思想に 言及す る出典個 所を挙げて お こ う。

　 SIO18、4308、4559 亅

無量大慈教糸 

　　 Giles．　N （，．5479、 5482、5484、　 Unidentified　 apc ）crypha ］ satras ．

　　　「
敦煤遺害総 R索引』　

一
仏経．、

：11：

　 S1・i87 『普賢菩薩 行願土経 l

　　 Giles．　No．4382 、　 Unidentified　 W て｝【
・ks，　Sfitras。

　 S　1726　『季丑曝量大慈 孝震単霊』

　　 Giies．No ．4385 、　 Unidentified　Works ．　S ［i　tras ．

　 S226 〔〕
「大†賢斐言侖」 巻…一〇、羅罫十詫艮 （ノ〈d25 ・134中）

　　 Giles．　No．4395、　 Unidentified　 W （）rks
，
　 SOtras．

　 S2758　
f
金光明 最勝王糾 」 義浄訳 （大 「E16 ・416上 ）

　　 Giles．　No．5229 、　 Apocryphal　 Sntl・as ．※
「
写経 名　金光明微妙経 」

　 S3432 『−1−一一面神咒・巳・経．li 玄奘訳 （大 ll20 ・152中〕

　　 G｛1es．　No．4504、　 Uniderltified　 Works ，　Dharal，τ SUtras．

　 S4156 「無垢浄 光大陀羅尼糾 』 弥陀［」情111（大 正 19 ・718下〕

　　 Giles．　No．4508、　 Uniderltified　Works ，　Dh5ranr 　 Stittras．

　 S4278 「
観無量 寿経 』

1−’“／F．耶 舎訳 〔大 IEI2 ・345中以
．
下、首欠 中品．ヒ生 者以降 　尾クG

　　 Giles．　No ．5159、　 Other　Uncanonical　 Sittras．※
「
写経 名観極 楽国」．二無量寿仏観 」

　 S4519 『維摩詰所 説経」 羅f一卜訳 （大 rE14 ・548中）

　　 Giles．　No ．4452 、　 Unidentified　 Works ，　 SOtras．

　 S4539 ピ
金光明最勝王経 』 義1争訳 （大 1

．
「16 ・416上）

　　 Giles．　No ．4454 、　Unidentified　WW
，「
orl 《 s，　SQtras．

　 S5768 『
干 r千眼観 1日：音菩薩広大円満無礙大悲心陀羅尼経』 伽梵達摩訳 〔大 正20 ・107．．ヒ＞

　　 Giles．　NQ ．4599 、　 Unidentified　 W ，）rks ，　Other 　 Buddhist　 Texts ．
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『
敦煌遺書総 目索引』　

「
大悲神 咒」

　などが そ うで あ る 。
こ れ らは その 令体か らみ れば極め て 数 が少な い が、そ の 中に は僅か一葉数行 の

断片 （た とえば
『
普賢菩薩行願王経s）、大部 な経典 （た と え ば 『

大智度論』 な ど） の た っ た一
個所

の浄
一fl思想を手が か りとして そ の写 本が判 明す る の で あ り、余程著名な経 論を除い て 査定で きない

不明断片 に 対 して 確実 な手が か り を与え て くれ る 。 浄土思想 に 言及す る関係経論の 多い こ とは 、そ

れだけ に そ の 完全 な 〈一覧表〉の 作成 が こ うした点で も一
助 の 役割を有 して い る とい えよ う。

　 次 に 、王重民
『
敦煤遺 書総 目索引s で は経 題の 欠けて い る写 本に は

「
仏経 」 、 経 題 が記 され て い

る場合に は そ の 「E否に か かわ らずその まま挙げ られて い る 。 従 っ て わ れ われ は その 一
々 を確認 して

用 い なければ 非常 な誤 りを犯す こ とに なる が、と くに 〈浄 「三 部経〉に 関 して 気づ い た何点か を指

摘 してお こ う
1

響

　　
『
仏 説無量寿経 』 S290、324、1660

、 2372、3913、4937 ⇒
『
大乗無量寿宗要経 』

　　
『
仏経 』 S927 、4518⇒ 「無量寿経 』

　　
『
仏経』 S3478 ⇒ 『

無量寿如 来会　本願文」

　　
『
阿弥陀経」 巻 ド　S5 〔〕58⇒ 「

大阿弥陀経』

　　
『
仏経 』 S1703 、1783、1950、1956、 2971、4193、4404 匚〉 『

観無量寿経』

　　
『
薬師雑抄 』 S2544 〔Giles．　No．2421、　 Verso （1） Amitayus 　dhyEna　sat ．ra 　浄 L西辺 ）⇒

『観

　 無量寿経』 断片

　　
『大無 量寿経』 S3695　［〉 『観無 量寿経 』

　　
『
仏経 』 S4278 （前出）

　　
『
イム糸築』　S2171、　3027、　5337［） 『P可弓尓K

’
EIIIf，』

　 ※
『
金光明経 』 S2164 ⇒

「
仏 名経』

　以上が敦煤 ス タ イ ン 本 に お ける内容の 判明 した写本、訂 正を要す る目録 の 経 名で ある 。 そ して こ

の こ とは、未整理 の 部分を多く有す る厖大 な敦煉 文献 に 関 して 、 なお査定 叮能 な多くの 写本の 存在

を予想させ る し、また 凵録 に よ っ て査定 された写本の 中に も多くの 訂 正を必 要とす る部分 が残 きれ

て い る こ とを物語 っ て い る 。 敦煌文献 に 関 して は、その 歴史 も浅 く、未だ基礎 的資料研究の 余地 が

残 されて お り 、
か つ て の 諸先覚 が そ うで あ っ た ように その

一
つ
一

つ に根気 よ く忍耐強 く当 っ て 考証
して い く以 外に 方法が ない の で あ ろ う。

　以 上 が 浄 ヒ教関係疑経 典の 検索、分類、考証、そ して整理 の 過程 に お い て 認 めた浄土 思想 に関係

する諸点で あ る 。

CI〕　　ぐ資 粒卜篇＞　pp ．／00− 102．
12〕 本 表で の 〔　）内の 数 字 は、　

『
大通方広経 』 巻 上  敢煌 本、巻 下   知恩 院 蔵 写 本、　『

浄度 r昧経』 巻第一続蔵経 、
　巻 中 ・巻 ド敦焼 本に よ る c

　　また、前出 〈
一

覧表 〉 の 出典 個 所 で 大 正蔵 経 、続蔵 経 と挙 げ て もその 原本が 敦蝗 文献 1と くに 大正蔵 経 第八 卜五

　巻 所収 の 敦 煌 本）、そ の 他 の 場 合に は 原本に 従 っ た e

〔3巨 大 臓 経 〉擲 ま で に 珂帳 れ た糸椣 で 冂本鮒 驪 典 と して 取 上 lt
’
t： もの に

・
酬 1彳主妊 聯 集陀羅麗 』

　不空 訳 （大 正19 ・79中一80上、〈資料篇＞ pp ．　141− 142　） が あ る／、しか しそ の 原 イL は
「

長谷寺蔵本、で あ り、本稿 で

は 竜 谷大 学図 書館蔵 本・ と した の で 羈 侖は ない 筋 ろ う．な お 当言躰 に つ ・、て （鮮 瞞 で は 牧 L啼 亮博士 の 論
稿 （「謄 薊 勺の 鰡 観 ・ 「轍 ・『

簾 避 撤 の 思 想 と）tfヒD　 1・依 。た が ．そ の 後 当該 本 庵 谷大 学図誰 、。．241．
5 ・248・ 1・　N ・・21・5・　 1・37・1 ） を披 見 した・高醗 い た だ い 樋 欲 嘗鋤 搬 岡亮 「 先 生 に 謝 意 鹸 す る。

〔4！ 就中、　
『
九品往 生 陀羅尼経』 は 卍 続 ユ

・3 ・3 に ≠，収 め られ て い る
。 前 註〔3）参照 n
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〔5｝　第［とq≒彳第匹lfl行艶丿

一・
∫虹参ilC｛う

〔6 」 た と え ば、難
ll

嬲　十 往 牛経 の 研究」 （1三 康 艾化研究所年報』 第
．．
こ号 ）、牧田 諦 亮

「
．
浄度 三昧経 とその燉 煙 木」

　 〔ロ仏 教 大学研 究 紀要」 第37−S
’
；
一） な ど。

ll7］／ ＜資 料 篇 ＞ pp ，1〔｝1．−102．イ＜y｝第 四 F；
’
1
』
第四 節 第三 項 pp ．123− 124、126参 IKI　．．

181 就中、古佚経 、浄 ヒ思 想 と解 釈 され た経 典 の 削除 の 理 1‡1に っ い て ：よ （資料 篇＞pp ．102、104参照，

（9〕 内 藤 瓰姙
「

敦 ：L
’，Z
／！ベ リ オ 本三 八 1兀i八 号 残缺粁 典 目録 に つ い て

．一一
北宋 に お け る浄．L、禅批判を含 む一必献

一
一1 〔

『
印 fム

　研 1 第17巻 第 1 珪』）c た だ し、当該写 本に つ い て は 確認 して い ない 。

　　 ［
凵
享攵実皐遺1穿享惹目索り1堕　1：P．296：：　て；’！・S、

　 　 　 3848　此 ，1螽是劉宋時衆経 別 録

　　　　 毎経 U
−
F、有総義

一・
句、謂 明某某、次 解 題、較詳盡．

　　　　 帛急義 厂冂朱筆、　角輩題用畏筆。　唐
．
写：本、　「ヨ忘去イ圭，　存

一
〇 ノしf厂，t

　 と角峯1説ゴ
ー
るり

〔1窃　M−ii　2 、濯ミ5 、歴匿8 、1
星

浄1、内 3 、　6 、　9 、正辷6 、13、1洞4 、12、／9．

仙 　以降 の 敦煌 写経 に 対 して
「
敦煌遣 書 総 目索引』 で は い ずれ も

「
仏経 」 と して あ る の で

一・々記 さ ない c と くに 別 な

　 記述 に限 ・
っ て は 挙げ る こ と 1：．す る 、t

働 　ジ ャ イル ズの 目録 で は お おむ ね 1下 しい 沓 定 を して お り、こ こ で は 挙 げ な い
．

第二 章　資料の 取扱 い （研 究方 法）

　前章に お い て 、浄 L教関係疑経典 の 資料に 関す る整理 、補足す べ き諸事項はな しお えた と思わ れ

る。そこ で われ わ れは 以降 に続 く第．二の 課題 と して 、と くに中国浄土 教の 分野 で はお そらく 一
つ の

特異 な様相 をホ す で あ ろ う思想研究 に 立 ち入 らねば な らな い
。

　そ こ で 本章で は、ほぼ 予想さ れ うる一切の 資料を前 にして 、そこ に 認め られ る思想形態 などを問

題 とす る場 合、どの 資料 に一番の ウ エ イ トを置 き、その 中で もどの 疑経典を主要 とす る か と い う諸

資料の 取扱 い 、方法 の 規走 につ い て考 えてお こ う。

　本稿に お い て取扱 っ た諸経典は 、 前号 〈資料篇〉
「
第二 章　浄 L教関係疑経典の 分類一

〔P
に お い て

大別 した よ うに 、

　第
一　浄 土思想 と見做 され た真経

　第 ： 中国撰述浄 1：：教関係疑経典

　第三　冂本撰述浄土教関係疑経典

に分 け られ る 。

　就中、第
一

の 浄 「二思想 と 見做 された経典の 要点 と して は 、従来 く漢訳浄土経論〉或 し斗は 〈浄土 思

想 に言 及す る関係経論〉 の概念 が
“
阿弥陀仏、極楽 などの 用語 に言 及する経 論

”
と考え られて い る

こ と に なお配慮 しなけ れ ば な らな い 余地 を有 す る点 で あ る 。そ の 第 1は訳 語 の 問題が あ る 。 われ わ

れ は阿 弥陀 、 極楽 の 原語 と して AmitEyus ，　 AmitEbha，　 Sukh 訌vatr を考 えれ ばよ い が12i
，
しか しそ の

訳語が すべ て IEし くなさ れ た とは限 らず、と くに 仏 名に関 して は
「 甘露」 と訳 さ れ る事例 もあ る と

い う点で あ るllこ の こ と は イ ン ド浄 土教 の 関係資 料 と して 原木の 無 い 漢訳経典 を取扱 う場 合 に も、

厳密 に は 考慮 しな け れ ばな ら な い こ とを意昧 して い る。更 に中国以 降 に限 っ て い えば 、 逆 に 無量寿、

無 量光な どの 訳 語 は そ の 原語 が何で あれ、阿弥陀仏 と解 さ れ る 可能性 の 強 い こ と も前 岩で具体的に

取 り 上げた と お り で あ る 。 第 2 は 、ただ単 に 阿弥 陀仏．極 楽の 語 が認 め られ るだけで浄 ニヒ思想 と見

做す こ との 問題 で あ る．と くに 中国浄 土教徒に 重 く用 い られ た経典 と して は、浄 十教 の 主要 な要因
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たる 〈往生〉、 〈念仏〉と関係す る他仏浄 土へ の往生、他の 諸仏 に対す る念仏 の 思想 t，非常 に 重要 な

依 りど こ ろ と して 係 わ っ て い る 。 浄 1：教関係経 典 に は、往 牛思 想、念仏 思 想 に 言及す る経 典 も必 要

となるで あろ う。 第
一

の 浄
一
［／思想 と 見做 された経．典は、 い ずれ もそうした意 昧で は （止 しくは浄土

思想の 疑 わ しい 経典 とい う意味で ）、浄 L教 に 関係す る経典 で あ り、資料 と しては それなりの 摘 出理

由が認め られ よ う。 しか しなが ら、それ で は こ うした経典が思想研究 にお い て
ff
（く こ との で き ない

資料で あるか とい えば、必ず し≠、 その 要は ない
。 irll故 なら こ れ らはすで に藤 出宏達博 士 に よ っ て 指

摘 さ れ た 〈浄土思想 に 言及 す る経 論〉の 分野 に収ま る性格の もの で あ り、真経 に認 め られ る 思想研

究 と して 別 に 考究せ ね ば ならない もの で あ ろ う。

　 そ こ で 必然的に われ われ が思想研究 を遂行す る場合の 基礎的資料 となる σ）は、第二 の 中国撰述浄

ヒ教関係疑経典 、第三の 冂本撰述浄 土教 関係疑経典で ある こ とに帰着す る 。 しか しなが ら 、
こ の場

合に t， 巾国撰述 と 凵本撰述 とで は その 性格が著 しく異 な り、同等に 扱えない こ と に容易に 気づ くで

あろう。 思想研 究 と い う課題 を前 に して、われわれが常識的 に r・想す る内容 と して は 、夫 々 の 疑経

典 が何時頃 成立 し、ど の よ うな思想 を説 き、それ らが ど う伝 え られ たか、と い う成 立年代、思想形

態、流布変遷 の 開題で あるが、それを中国撰述 、日 本撰述 に適応 させ て 考 え て み て も、明 らか に 両

者は異質の 要素 を有 して い る こ とを認め ぎるを得な い
。 まず最 も重要な思想形態は 、 疑経典特有の

社会背景を考慮 しない で 、それ ぞれ の 諸相を指摘す る こ と に よ り譲 歩で きて も、 その 成立 、 変遷 に

少なくと も目本撰述疑経典は 大 きな難点 を有 して い る 。 それ を考え る場 合の 決 め手として 、われ わ

れ は経録 、 諸典籍の 引用宍苧に よ らねば な らない が、それには あま り に も資料の 乏 しい こ と に 気づ く

で あろう。 加之、最 も決定的 な違 い は、浄 ヒ教史上で の 疑経 典 が 占め る比重の 問題で あ る 。 日本浄

土教 を考え る場合 、 上代の 浄土教 を措 くと して （，、鎌倉以降 の 浄土教は浄 r二宗、浄
．
ヒ真宗 が圧倒的

比重 を占めて今 ロ に至 っ て い る、、そ う した中で創作 され今日 に残 された疑経典の 価値 は、それ なり

に注 口に値す る に しで も、社会全体 の 中で の 占める位i と しては それ程大 き く認 め る こ とは で きな

い で あ ろ う。 思想形態 に っ い て い えば、そ の 内容 に して も仮託 され た訳 者をみ て も、〈浄 L三部経〉

の 影響 を受 けて い る こ とが一目瞭然で あ るが 、浄．ヒ宗、浄土 真宗の 大 き な流れの 中で は や は り正 依

とな り難 い 点 で は副 次 的資料 と見做 さねばならない 響

　そこ で最後に残 され た中国撰述浄一ヒ教関係疑経典 が本稿に お け る 主要な第一資料と して 浮び ヒっ

て くる。 これ らの 思想研究は少 な くと も囗本撰述 の 有 し た難点を認め させ ない
。 第 1 の 経録、諸典

籍を通 して 知．［られ る成立 、変遷 に つ い て で あ る が
、 その すべ て に 信 を置 き難 い に して も、日本浄十

教に比 して 豊富で あ る こ とを、〈資料篇〉
「
第二 章　関係 資料 と諸研究 」 で 認め たで あ ろ う。 更に加

えて 敦煤 文献の 写経年代 の 記録はそ σ）数が 少 ない に して もわ れ われ に 確か な手がか りを与 えて くれ

る し、 日本浄土教典籍の 引文 も必 要に応 じて 参考に なる 。 第 2 の、そ して 最も重要な中国浄 ヒ教史

上の 位 置づ け に 関 して も 、 後に 知 られ るよ うに ぐ
5 ［

FI本浄上教 に継承 され た 〈称 名念仏〉以 外 の 様 々

な行業が な され た の で あ り、そ う した 中国浄 十教の 多様性 と い う特徴 の 流 れ の 中で の 、 しか も数 多

く創作さ れ た 疑経典 の 中で も大 きな比重 を占め る浄土 教関係疑経 典 こ そ、ま さ しく研究 に値する資

料 と 思 わ れ る り

　以下 の 研究 に お い て は 、従来の 諸研究を背景 と しなが ら、と くに中国撰述浄土 教関係疑経典 に 資

料を限定 して 考究 して い くこ と に し、そ の 他 の 資料に つ い て ぱ 、紙 数 の 許す限 り、関 説す る こ と に

した い
。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ト
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（1）　（資 場E斗篇 ＞　PP ．114− 1・｛6．

1：21b藤 田宏達
『
原始 浄 土，1昌想 の 研究』 pp ．287以 下、432 ∫：）．ド。

〔3 − ：：鮮
．
備 （PP ．116− 117）〉 で は 、

　 「
陀隣 尼 鉢経』 東晋曇無 蘭　「阿 弥 陀、（大 ［E21・865r卜）

　
『

東方 最勝燈王 如来絳』 隋闇君1；崛 多等　
「 II

』
露 光」 （大iR21 ・868中）

『Hphags−pa　 rig −sfi・ 9 ・−kyi ・gy ・1−me ・g ・・ n −m ・ m ・h・9−gi　9・・ hs』

「

り・d−dpag−m ・d〆The　Tib・… T ・i−

　 pitaka ，　Peking　Ed．　Vo1．7，　p．162
− 2− 5）

　 を指摘 した、、

　 　 その 他の 事例 と し （、

　AmitEyus （Sadd｝1armapundarika ，
　 ed ．　H ．Kern 　and 　B．Nan 亅io，　 p．1＆1　e．13） の 訳 例

厂法 華糸恥 姚 秦鳴摩 羅1十

　「
β可弓尓阡三3 〔：大 11：9 ・25 ド） と

「
仏 名S．f．』 ラ亡委鬼菩手是1充芝

「
甘露 儲

ズfl
（大 il：14・179ド）

　『

称揚 諸 仏 功 徳経 」 元 魏 吉 迦 夜 〔？〕　
「
無 量 光一（大正14 ・95下〕 と

「
仏 名絳 』　

「
甘露光。

　（．大 「E14・141中）

　な どを 最近 （
「
菩提流支訳

「
仏名経 Ja ）構 成 に っ い て 　／ 1「印仏研』第24巻第 1 号 ）発 表 した。

　　藤田宏違博 1二は、
“
阿弓尓陀仏 を

「

甘露大明王 1 とか
「
金剛 1［髴 身」 と か 名づ け る例 も認 め られ るが、 ……。 後世

　の 陀羅尼経典特有の 解釈 〔藤 田博 十、前掲 淋 p．301）
”
と され るが 、上述の 事例 は そ の 傾向 の 年代 を6世紀まで遡 る

　 こ と を示 して い る、、

ゆ 　しか し なが ら、こ れ らの 難 点 を有 す る と して も、こ う した 疑 経典 が存在 した こ とは 興味 あ る 問題 で あ る ， 中国撰

　述 疑 経 典 とは また趣 を異 に した こ れ らの 資櫓 に っ い て は別 に 考察 し た 、、「日 本 撰述 浄 土教 関 係 疑絳 典 の 諸思 想」〔宵

　 門 紹欽編 「日本仏 教の 社会的機能 に 関 す る基礎的 研 究 』所収）。

〔5：1 第四章第二 節参照 。

第三 章　成立 ・写経年代

第一節　疑経典の 成立 ・写経年代概観

　前章まで に お い て、資料の 整理 と その性格が明 らか に され た と思わ れ る が、それ で は こ うした浄

土教関係疑経典 は何時頃成立 し、信仰の 対象とな っ た の で あ ろ うか
。 わ れ わ れ は こ れ らの 成立 ・流

行 の 時代 を探 る 前 に 、まず疑経典全体 に つ い て概略知 っ て お かねばならない
．a］

　そ こ で第
一

の 資料と して 挙げ られ る の は、諸経録の 疑経 典に 関す る記 載で あ る 。 従来の 経録研究

に倣 っ て 、まず諸経録 に お け る疑経典の 部数 を調 べ る と以 下の 通 りで あ る
［
ζ

　「新集安全丶疑糸垂衾乗」（F，L呂三 』巻 ∫亡）26音匹30巻

　『出三蔵記集』巻五 「新集疑経偽撰雑録」20部 26巻

　『法経 録 』巻二 、四、五 「大剰 彦多羅蔵録 ：衆経 疑 惑　21部 30巻、衆経偽妄 　80部 217巻 」「小 乗！l參多

羅蔵録 ：衆経疑惑　2賠［；31巻 、 衆経 偽妄　53部 93巻」「大乗毘尼 蔵録 ：衆律疑惑 1部 2巻、衆律偽妄

2部 11巻 」レ」・乗毘尼蔵録 ：衆律疑惑　2部 3 巻、衆律偽妄　3 部 3巻 」「大乗阿毘曇蔵録 ：衆論疑惑

1部 1巻、衆論偽妄　1部 1 巻」F・亅・ 乗 阿毘曇蔵録 ：衆論疑惑 　1 部 1巻、衆論 偽妄　2部 10巻 」

合言1’196霞「S383巻

　 『仁寿録 』巻四 「疑偽 」209部 491巻

　r静泰鋪 巻四 「衆経疑惑」 29部 31巻、「衆経 疑妄 」53部 93巻 舗 1．82部 124巻

　 『μヨ典録』　巻…一〇　　「歴f℃li斤呂jl疑f為経言侖釜景」　183音凶334 巻

　 『武周録 』　巻一五 　@「偽糸呈巨ヨ衾求」　228“i［1419

　 1 開 元録』巻 一八閏ll 録中疑惑再詳録」14 部19 巻、「男II 録 中偽妄乱真録」392ttB　1055＃ ．k 合計40
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1074巻

　「貞元録』巻二 八 「別録中疑惑再詳録 」14部 19巻 、　 「別録 中偽妄乱真録 」393部 1491巻　合計 407

部 1491巻

　 こ れ に よ ると、最初期の 「安公疑経録」か ら　『開元録』『貞元録 』まで の 300有余年の 間 に 400 部

に近 い疑経典 が成 立 した こ と に なる 。 更に経 名の 知 られ ない 、或 い は録 に洩れた疑経 典 を予想すれ

ば膨大 な数量で あ ろ う。 しか し、当然の こ となが ら、われ われ は経録 に残 され た部数 を鵜呑み に は

で きない
。 経録に よ っ て は それ以前の記録 をその まま踏襲 した場 合が ある し、失訳経 ・抄経 ・闕本

経或 い は真経 と の 変更増部 を考慮 しなければ な らな い の で あり｛
3）

これ らは あくまで も一応 の 目安 と

して 考 えねばならない 。 そ こ で こ うした難点 を認め っ っ も更 に 各経録 に お ける初出の 疑経典の 部数

を調べ て み よ う。 それ に よ っ て わ れわ れは疑経 典が何時頃盛 んに創作されたか を或 る程度知 る こ と

がで き よ う。

「道安録」

『出三蔵記集』

『法経録』

『仁寿録 』

『静泰録 』

「内典録』

『武周録 』

『開元鑼

『貞元録』

26部

20部

144部

27部

　 046

部

107部

91部

　3部

　 こ の 推移をみ る と 、 先の 表 が ほ ぼ順次 に増大 し て い る傾向 に対 して 、また異 なっ た傾向 に 気づ く。

まず疑経 典の 部数 が最 も多 く記録 された時期 として は 『法経録 』と　『武周録 」を頂点 とす る 2 っ の

時期、すなわ ち594年 と695年の IOO年 を隔 て た 2 つ の時期 が判明 す る
｛
き
〕

そこ には 撰集者の 査 定の

精粗、数部の錯誤があっ た と して も、 600年まで に 成立 した疑経典の グ ル ープ と700年を中心 と した

グ ル ー
プの 二 っ を考える こ とがで きるで あ ろ う。

　疑経典の 成立年代 にっ い て 、諸経録 か らの 傾向 を窺 っ た われ わ れは、第二 に 〈古佚経〉からの 成

立 の 上限 並びに流布定着の状況 を考 えて お こ う。こ れ らの諸経 は厳密には疑経典 と言え ない に して

も、現存経典 とはい ちじる し く異 な っ た異訳経 、改変 され取意略出の経典、諸経録未載の 経典 が多

い わけで あり、更 に そ うした 中に浄土 教関係古佚経の fl」∫点 か が認め られ る以上 、その 概 要を知 っ て

お かねば ならな い で あ ろう、

　〈古佚経 〉に関す る総 合的成果 は、昭和十二 、十三 年とほ ぼ時期 を同 じくして 望月信 亨 ・常盤大定

博士 に よっ て発表 された
（9） 望 月信 亨博士 は 、と く に 古佚経 の 遺文 その もの に重点 をお か れ、経 名

・典拠 ・摘要 ・『出三蔵記集 』・「法 経 録』・『開元録 』の 次第で 238経 を 、 後 に 〈異経及疑偽経 表〉と

して 、経 名 ・『出三蔵記集』・『法経録 』・『開 元録 』・『奈 良録 』・所収 （現 存典拠）
・引文　（引 文 の典

拠）の 次 第で 敦煌本を含め て 385経 を表 示 し総 説 さ れ て い る 。 就 中、引証す る諸典籍 をみ る と 『経

律異相 』『弘明集 」 「出三蔵記集』『安楽集 」『法 苑珠林』『諸経 要集 』『梵網 菩薩戒本疏』（法 蔵 ）な ど

で あ り、ほ ぼ初唐 まで の もの が圧倒的 に 多 い 。 ま た
、 大正 蔵経第八

一
卜五巻所収 を主要 とす る敦煌本

に つ い て は、経録記載34部 ・未載20部 と経録 に 記載 された経典 が約 7 ： 4 の 比率で 多 く 、 経録別 で

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

88 柴 　 　 田 泰

は 『法 経録1 までの もの 13部 、 『開元録』21部 で あ る 。 こ れ に よ る と古佚経 とは逆 に （、・しろ唐 中期

か ら以降 に創作 さ れて い た こ とが知 られ る 。 更 に 「奈良朝写経』 に 見出せ る経典は 119部数 え られ

るが、こ の こ とは その 当時 （奈良朝写経 の 大半は天平年間729〜749年 ）に如何 に 日本 に豊富 な資料

が もた らされたか を示す も の で あ 魂 　常盤 大定博士 の 研究は、同 じ古佚経
7
篭 扱われ て も、最 毛丿

その 資料 を豊富 に提 供す る 『経1聿異相」1法苑珠林』 「諸経 要集』 そ して 五代義楚撰 『釈氏六帖』に

限 っ て、実 に多大の労力と時闇 を費や して調 査さ遅§
i

経録 （『出三蔵 記集』『歴代 三宝紀』『開 元録』）

との 査定 を試み られた ，、 それ を要略する と．

　『経律異相』　　　　　　　 ll4経　　　（経録 不載 11部
〔9）

）

　『享去多邑珠ホ木』　「菁者糸斈要集』　　　52糸峯7 集 　（　 〃 　　16音5）

　『釆尺氏：ノ  rli占』　　　　　　　　　　　　　　32糸呈3 集　　（　　　〃 　　　15｝祁〉

の 古佚経 が認め られ る 。 そ こ で こ れ らの 成立 の 時期 を知 る た め に 、 各典籍の 初 出の 部 数 を調 べ る

と，　
［10：1

　『経 律異相」　　　　　　　 114部

　「法 苑珠林」　『言著糸釜要集』　　　　39音B

　『刑豊弋プ9巾占工　　　　　　　　　　　　　22音頃

となる 。 こ こ で も、古佚経 の 年代 に関 して 、南北朝か ら隋代 に 多 く、唐代後半か ら宋代 に なる と少

なくなっ て い る傾向 を、望月博 士 の 研究 と同様 に 知 る こ とが で きよ う。 更に常盤博士は 、古佚経 に

お ける疑経典の 役割に つ い て 、
こ

猶、是等 の 中に 、明臼に疑経 又は疑偽 とせ らる るもの 一四経 あ り。

……
。 猶 、経録 トに その 日を見 ざるもの

、
r 九経 あ り 。 是等 も恐 らくは疑偽に属す べ きもの に して 、

是等諸経 は、　一
面疑偽経の 研究 ［1大 に 役立つ べ きな り 。 こ

｛ll］
と古佚経 の 整理 に際 して結 ばれ るが、こ

の こ とは疑経典研 究の 分野 にお け る古佚経 σ）重要性 を示 す とともに 、経録 記載の 有無 に関 して 、 そ

の 多くの もの は或 る程度査定可能 で あ る こ とを教 えて い る 。

　以 ．上の 望 月 ・常盤両 博士の 古佚経 に関す る総合的研 究 か ら 、 われ われが教示 される要点 として は、

まず第 1 に古佚経 に関 して は初唐代 まで に 多 く、唐 中期以降 に は それ程 認め られ な い こ と、第 2 に

敦煌本に関 して は経録 に よ る査定 可 能 、不 ・r能 を含め て、逆 に 唐中期以 降に盛ん に写経 された こ と、

第 3 に 敦煌本を除い た諸典籍 に 引用 され た古佚経 に っ い て は、全体的 には経録 に 記載 さ れ た もの 、

査定 され うる もの が 多い こ となどが指摘で きよう。 更 に成立 ・写経年代 とぱ係 わ りな い 点 と して は、

その 多 くが 日本に もた らされて い るこ と、疑経研究 には古佚経の 比重 が極 め て大 き い こ となども銘

記す べ きで あ ろ う。

　疑経 典全体 の 成 ・ヒ ・写経 年代の 概要 を知 る こ とに つ とめ て い るわ れ われに とっ て 、（資料篇〉の 経

過 に従 え ば、次 に疑経典 に 関 説す る浄 土教典籍の 成立 に つ い て 考 え て お か ねばならない
。 しか し、

こ の 点 に 関 して は 、それが その ま ま浄 十教関係疑経 典の 成 べ五・流行の 年代 に係 わ る の で あ り、次節

に ゆず っ て 良 い で あ ろ う 。 そ こ で 、第 三に 考 えね ば な らな い こ とは、敦煌文 献の 奥書 な ど に 認め ら

れ る写経 年代に 関す る概 要で あ る。こ の 点 に 関す る手が か りと して は 、各所蔵毎 に 諸目録 が あ り、

それ を参考に しなが ら
一

々 の 敦煌文献 に 当 っ て確認 し整理 しな けれ ばならない が、 こ こ で も浄土 教

関係疑経典 の 写経年代 の 考 察 を誤 ま らしめ ない ため に 疑経 典全体の概要 を窺 うに とどめ て お こ う。

そ こ で 写経年代 を一括 して 取 扱 っ た資料 とし て 、こ こ で は芳村修基 ・土 橋秀高・井ノ ロ泰 淳氏「敦煌

仏教 史年表」（『西域文化研 究』第一
） に よ り、そ の 傾向を知 る こ と に しよ う。 跋文、奥 書などか ら
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知 られ る写経年代は 、 早 くは三世紀か らは じまり、十一世紀 前半 （1034年 ？）に まで 至 っ て い る。

　こ れ らの 年代を記す写経 の 流れ を敦煌仏教史の区分 に応 じて 辿 っ て み る ど姻　まず 五 世紀 まで の 写

経年代 には多 く疑問 を有す るの で 喉 六 世紀 以 降吐藩支配期 まで には 『法華経』『華厳経 』『涅槃経 』

　〈般若経 典〉『大智度論』な ど中国仏 教 に大 きな影響 を与 えた代表的 大乗経論 が多 く、こ れ は南北

朝〜隋〜初唐の 中国仏教 の 所謂最盛期の 状況 とよ く相応 し て い る 。 吐藩支配期 に は、干支の み の も

の を含め る と 『勧善経』『浄 名経集解関中疏』
卿

の外に経律論疏 （釈 ・鈔 ・義記）讃文など、帰義軍

時代 に なると 『瑜伽 師地論』〈仏名経類〉の 外に は讃 文 ・変 文 など の 多種 多様な写経 が認 め られ る 。

疑経典 に関 して み れば、全体的 に は比較的早 くか ら写経 され た 『大通方広経』、 吐藩支配期 の 『勧

善経』、帰義軍時代の （仏名経類
15
＞『閻羅授記経』

〔16
壕 ど 、

い ずれ も浄一ヒ教 に 深 い 係わ りを有す る

もの の 外は僅 か に散 見される程度で あ る 。

　 紀 年を有す る敦煌文献に っ い ては 、 以 上の よ うに初 めは代表的大乗経論疏の 写経 が目立つ が
、 後

に な っ て は大蔵経未収の 経 論疏 か ら仏教 に関す る諸文書 （変文 ・讃文 ・戒牒）など、その 時々 の 社

会の 様相を示す資料が増大 して い る こ とが知 られ よ う。 敦煌文献の 総数は今日目録 で知 られ るだ け

で も二万余に及ぶ が、 その 中の年代 を記すもの は極 めて少 ない
。 更 に その 中で も疑経典 に 至 っ て は微

々 た る もので あるが 、 そ こ に は実際 に 心血 を注 い で 仏教 に帰依 し写経 した人 々 の 姿 が予想 さ れ る の

で あ り 、 と くに疑経研 究 にと っ て は全 く新た な資料 を提供す る極めて重要 な分野 と言 えよ う。 浄土

思想に言 及し関係する疑経 典 に っ い て は次節で 考察す る こ と に しよ う。

　以上、疑経 典全体 に っ い て の 諸経録に よ る成立 年代 、 古佚経の 状況 、敦煌文献の 写経年代 な どに

つ い で 、その概要 を辿 っ て み た 。 そ の 結 果 、 次 の 諸点 が知 られたで あろ う。 第
一

に 、諸経録 に っ い

ては 『法経録』 まで と 『武周録』『開元鋤 を中心 とす る二 つ の 区別 が成 り立 っ こ と、第二 に 古佚

経 は疑経研究に と っ て 貴重 な資料 を提供 して い るが 、引証 する諸典籍は初唐代まで に著 わ された も

の が圧倒 的に 多く、 敦煌出土疑経典 につ い ては逆 に唐 中期以降に成立が予想 され るこ と、、第三 に

敦煌文献の写経年代か らみ た疑経典 の成立 ・流行 は 、 数量 か らみれば極 め て僅かで あ るけれ ど も、

全体に渉 っ て何経 かが認め られる こ と な どが判明 した 。

田 　本節 は あ くまで も全体的特徴 を理解 ず る為 の 概 観 で あ り、その
一・々

の 論 拠、研究書等 にっ い て の 指 摘 は原則 と し

　て 省略 した。なお （資料篇＞pp 。108− 113参 照。
〔2｝ 諸経録の 名称は 従 来 の 略称 （〈資 料篇 ＞p．ll9）に 従 っ た 。 また 部巻数 は原則 と して 経録 に 記 さ れた の を挙 げ た が 、

　実数 は必 ず しも一致 して い な い （た と え ば小 野玄妙 「録 外経 典考」 『仏書解説 大 辞 典』第12巻 、pp ，446−468）。
〔3） 経録研 究 に お い て極め て 貴重 な資料で あ る 「歴 代 三 宝 紀 』十五 巻 　隋 費 長 房撰 に は 疑経典 に関 す る項 目は無い が、

本稿 で 取．ヒげ 轍 部は 「失 訳 鋤 巻 ．’t” 四 」・ 棚 られ て い る c 従糊 疑経 研究 〔た とえ 麗 月信亨 「μ激

　経 典 成立 史論 』p．　30：3、牧 EH諦 亮 「中国仏教 に お け る疑 経 研究序説」r東方学 報』京都　第35冊 　p．355）で は 「宋 世

衆経別録」17部2蜷 ・「李廓録」 舗
』77音1；、「法 ⊥ 録 」51部106巻、「宝唱 録」62部67巻など を挙 げて い る 。

（4） 先の 繼 経 典を醐 成 して ま とめ たifkで ある が 、こ こ に も種 々 の 問 題 が あ る 。 従来の 経録 研 究 で 知 られ る ご と く、
真 徴 訳経 な どに 購 さ れ た 経典 ・一

経 鋤 み 臟 ・ た経 典 、途 中 1・欠 けて r翫 録 』 に再 銚 れ た経 典＿ ．滋
密 に 査 定 す れ ば ま た 別 な翻 1が腰 で あ ろ ）・こ こ で は 蹴 に 関 す る 全 体的 傾 向 饑 うた め の

一
跏 、 した に過 ぎ

　 ない 。

　　
諸 経 録 の 中 で も集 大 成 と 目 さ れ て い る 「開元録』 の 前記 「偽妄乱真録 」392部の 内訳をみ て も 『法経 録』『武 周 録 』

祝 礙 織 儼 も蜘 と ／’ う嬬 と雕 の 鮪 は指勵 れ て ・ る 〔櫨 大 定 「轢 呈。 訳経 総 録』，，．397− 399）。

〔5哩 騰 亨 「古佚経の 敵 」 〔r撒 史傭 研 究 』昭12年、軸 r鰍 経 典 成煙 論』，，．314− 339参貝賀）。

　　常盤大 定 「桑繋呈る 訳経 総録 』昭13年、pp ．258− 355。

　　そ の 他淋 屋 歙 郎 『経 録研 究 』PP ・・192− 19＆ 同 r異訳顯 の 研 究』PP ．233− 266な ど に 関 説 され て い る．
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〔6｝ 望 月信亨 「古佚経の 遺文」 p．128。

｛7〕 常盤 博 」：は （逸存経典〉と い う名称を1
』
ilい る （（資 料 篇＞p．10（）参照）。

（81　常 盤  専士、　F童「掲書 、　pp．258
− 259。

19） た だ し、『経 律異 相』の 経録 不載部数 は別な個所で は、13部 と な．
っ て い る．こ れ は 折f犬羅漢経 、譬喩 経 の 査 定 の

　相違 に よ る 〔pp ，288、353− 354 ｝o

qO 　「逸 存経 典 目録 」（pp ．325− 335）で は 、こ れ ら を175経 に 整理 し表示 して い るが 〔実際 に は174経 、『経 律異 相』

　Cfi　91諸雑髫喩第 六 巻 脱 落 ？）、それ に よ る再調 査で あ る 。

阻 〕 pp ．336− 337、その 外　pp ．354− 355、357 など。

岨2｝ た と え ば、塚 本善 隆 『敦煌 仏 教史 』（晒 士或文化研究 』第
一
、「塚 本善 隆著作集』第 1，．巻）。

〔13） たと えば、『無量寿経』敦煌木神瑞 写経 （415年）が よ く知 られ て い る し、五世紀以 前の 題 跋に は 信 を置 きが た

　 い こ と が 指摘 さ れ て い る 。 藤 田宏達 『原始浄土 思想 の 研究』pp ．77− 96。

〔14｝ 矢吹 慶輝 『鳴沙余韻解 説 』 1，pp ．32− 37参照 。

〔蟷　（仏 名経類〉につ い て は十六 巻、卜八巻 、二十巻 の 査定 が 必 要で あ る 。 升 ノ ロ 泰淳 「敦煌本 「仏 名経」 の 諸 系統」

　 （『東方学報』京都第35冊）参照 。

〔16｝ 塚本善 隆 「引路 菩薩信 仰 と地 蔵 十 王信 仰」 （1塚本善隆著作集 』第七 巻、と くにpp．360以下参照）。

第二 節　浄土教関係疑経典の 成立 ・写経年代

　前節に お い て 、疑経典全体 の 成立 ・写経年代の概 要 を理解 した が、それで は浄土教関係疑経典の

成立 ・写経 年代 、 流行定着の 状況 は ど うで あろ うか 。 本節にお い て は、浄土 教関係疑経典の 成立 ・

写経 に関す る査定 を試み 、 それ らが疑経典全体の 成立年代 と果 して相 応 して い る か 、中国浄土教史

の 流れ と どの よ うに係 わ っ て い るか 、 浄土教 関係疑経典独 自の 特徴 が認 め られ るか などにつ い て考

察 しよ う。

　前節の 順序に従 っ て 、成 立 ・写経 年代を考える場 合、まず第
一

に なさ ね ば ならない こ とは、諸経

録 で査定 きれた浄土教関係疑経典の 成立年代を調 べ る こ とで あ ろう。 そ こ で諸経録 に 記載され た本

稿で の 疑経典 を挙 げる と以
．
ドの 通 りで ある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　浄土教関係疑経典経録別一覧
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道安録
出三蔵

記集
法経録

歴 代 三

宝紀
仁寿録 内典録 武 周録 開元録 貞元 録

（364年 ）（518年 ）（594年 ）（597年）（602年）（664年）（695年 ）（730年 ）（800年）
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宝雲・

真 離 登

　以 上の 経録別
一

覧を前 に して 、それで は こ の 表か らわれ われ は どの よ うなこ とを知 る こ とがで き

る の で あ ろうか 。

　第一
に指摘され る点は 、浄土 教関係疑経典の 成立年代に 関する傾向で ある 。 そ こ で 各疑経 典が初

め て 現 われ る経録毎の 部数 をみ る と 、

『出三蔵記集』（含 「道安録」）

『法経録』

『内典録』

『武周録』

『開元録』

12部

8部

2部

5部

3部

となる 。 もとより、疑経 典の成立は 、 その 性格 上 、 或 る時代 を明確に査定で きるもの で は な い か ら、

お そらくこ れら経録の編纂年代よ り、真経 に比 べ て もは るか に さか の ぼ るわけで ある がt2＞ 一 応 明

記 された経録 とい う資料 に限 っ て み れ ば、『出三蔵記集』『法経録』とい う六 世紀 まで に最 も多く、

第二 に 『武周録』 を中心 と した 700年前 後 に 分 け られ る 。 そ して、 こ の 点に 関 して は 、前 に 知 っ た

経録 に認め られ る疑経典全体の 成立年代 と よ く相応 して い る こ と に なろ う。 第二 に古佚経 に関 して

は、経録に査定 され うるもの は い ずれ も 『法経録 』まで に認 め られ ると い う点で あ魂　こ の 点 も

古佚経全体の傾向 と軌 を一
に して い る 。 第三 に敦煌文献に関 して は 、 その す べ て が認め られ るが 、

と くに敦煌文献 に よ っ て の み今 日は じめて 知 りえた疑経 典 に 関 して は 『開元 録』初出の もの まで、

後代 に まで 及 んで い る こ と も、敦煌文献全 体の 傾向 と一致 して い る 。 そ して こ れ らの 特徴 は 、次の

写経年代、引用典籍 の 考察に お い て、より明 らか に納得す るで あ ろ う。

　経録別一
覧か ら知 られ た浄土教 関係疑経典 の 成立年代 に つ い て は 、以 上の よ うに疑経典全 体の 傾

向と よ く相応 して い るが 、第四 に 指摘 され る点 と し て は
、

こ れ ら浄土 教関係疑経 典 を少 しく諸経録
で の 査定の 分類 に まで立入 っ て 調 べ て み ると、従来の イ ン ド浄土 教で は考 え られ な い 特徴 に気づ く
こ とで ある 。 経録 に よ っ て は、膨大 な諸経律論 を査定 す る際 、 大乗、小 乗に区別 して集録 して い る
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が
、 本稿で 取挙 げた 疑経典で も主 に 古佚経 の 何部か は小 乗経典 に 査定 して い る事例が 認め られ る点

で あ る ， イ ン ド浄土教 を考 え る場合、現存す る漢訳経論 に っ い て は、小 乗阿含 に属す る もの は認め

られない こ とを、わ れわれ はすで に教 え られて い る
〔
害　 と こ ろが 『法経録』巻三、四 、 小乗修 多羅

蔵録第
一
1、「衆経 失訳」に は優填丁．作仏形像経 、．目連問経 、「衆経別生」に ト

』
遊 経 、「衆経疑惑」に

善信神呪経 、 定 行三昧経 、 救護身命済人病苦厄経 、「衆経 疑妄」に太子 讃経 、 救疾経 、潅頂経が査定

され 、同時代の 『歴代三 宝紀」巻十四、小 乗修多羅失訳録第二 に 善信神呪経、優填工作仏形像経、

目連 問経、救護身命済 人病苦厄経 が収 め られて い る髦
〕

こ の よ うな諸経 をわれわれは どの よ うに解

釈すれ ばよ い で あろ うか 。 第 1 に 考 え られ る点は 、経録編纂者が前録 をその ま ま踏襲す る こ と に よ

っ て誤 っ て記録 したケ
ース が あろ う。その 諸例 をわれわれ は従来の 経録研究 か ら教 えられ て い る 典

また現存す る同名の 、或 い は類似の経典が い ずれ も く大正蔵経 〉で は阿含部 に収め られ て い ない こ

と か らも指摘で きよう。 第 2 に は、査定は止 し くて も浄土 思想に 限 っ て は附加 ・挿入 され た こ とが

考え られ る 。 経録編纂 者は その 経名、或 い は全体 の 内容 か ら判断 したの で あり、浄 H：思想の 有無 に

よ っ て査定 した こ とは まず あ りえな い か らで あ る 。 し か し こ の 場合は疑経典独 自の 特徴 と指摘 して

よ い で あ ろ う。 第 3 に は 、 筆者の 誤 りもあろ う。
こ こ で は 、 従来の 諸研究 を参考 と し、同名の 、或

い は類似の経名を諸経録 の 中か ら取上げた が、経録 か らは各経典の 思 想内容 を知 りえな い 以 上 、 経

録編纂者が指摘した経典 とは全 く異 な っ た同名経典で ある こ とも考 えられ よ う曽 小 乗経 典 と査定

された 中に浄土思想が認め られ る諸例 に つ い て は、以 ．ヒの よ うな理 由が考 えられるが、 しか しなが

ら、こ うした疑わ しい 諸経 を除外 して も、なお か っ 小乗経典的内容の 中 に浄土思想が認 め られ る と

した らど うで あ ろうか 。 その場 合に は、われ われ は それ を疑経典独 自の 特徴 と指摘 して よい で あ ろ

う。 たとえば古佚経 として の優 填王作仏形像経 、 トー一二遊経、太 子 讃経 な どは、古佚と して内容が分

ら なければ、われ われ で も経題 か ら考えて 小乗経典 に査定す る と思 うが、しか も浄土思想が 説示 さ

れ て い る 。 お そ らく疑経典創 作者 は大乗 ・小 乗の 意識 な し に 仏教 の 開祖釈尊 を語 りなが ら、また真

経 の小乗経典で はあ りえない 阿弥陀仏信仰 も採用 した と考 え て よ い で あろ う。
こ こ で は、真経 で は

あ りえない
一
形態 と して小乗経典で の 浄土 思想を指摘 して お こ う。 なお 、 同様 な事例 と して 釈尊成

道 に 関 して浄土 思 想が説か れ る疑経 典 が認 め られる 。 こ の 点 に つ い て は 、 後の 思想形態で考察す る

こ と に しよ う層
】

　以 ヒが諸経録 か ら知 られた諸点であ るが、第二 に古佚経 を中心 とした 引証典籍 、 並 びに敦煌写経

年代 に っ い て考 えて み よ う。 前節 に お い て は古佚経の 状況 と敦煌写経年代の 疑経典全体 に っ い て 概

観 した が、その 意図 は単に成立年代だけ を問題 とす るの で は な く、こ うした疑経典が実際 に 依 用 さ

れ た時代、或 い は こ れ ら の疑経典 が信奉 さ れ写経 された時代、即 ち、中国社 会に お い て 真実 こ れ ら

の 疑経典が その 時代 の 人 々 に 尊 い 仏の 教 え として 信仰 され 、深 い 影響 を与 えた流布 ・定着 の 様相 を

知 らん がた めで あ っ た 。
こ の 意図か らすれ ば、諸典籍に 引証された古佚経、実 際に 心 血を注 い で写

された敦煌文献、そ して 前節 に お い て論 及 しなか っ た 中国浄上 教 典籍 に認め られ る疑経典 も、同 じ

立場 で取扱 っ て よ い で あ ろ う。そ して こ の 点 は浄 ヒ教関係疑経典の 流布 ・変遷 と も密接 に係 わ っ た

問題で もある
「9i

　そ こ で 、古佚経 を含め て 浄土教関係疑経典 を引用す る代 表的仏教典籍、浄上教典籍、そして紀年

を有する敦煌写経 を初出の 経録 を附 して挙 げ ると以 下の 通 りで あ る 。
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十往生経

山海慧菩薩経

阿弥陀仏説呪

念 仏超脱 輪廻 捷 径経

極楽願文

潅頂百結神王

護身呪 経

随願往生経
潅項抜除過罪生死

得度経

観世音三昧経

護身命経

救疾経

普賢菩薩説証明経

太 子讃 〔経 〕

大通方広経

究竟大悲経

高王観世音経

続命経

無量大慈教経

大仏頂首樗厳経

三 厨経

勧善経

新菩薩経

地蔵菩薩経

仏名経三十巻

善王皇帝尊経

惟務三昧経

目連所問経

善信磨祝経

須弥四域経

須弥像図山経

十：．me経
空行三昧経

優填王作仏形像経

弥勒所問経

浄度三昧経

占察経

十王生七経

「道安録」

　〃

一5DO

浄土教関係疑経典

　 　　 　 600

流布 ・写経
一
覧

〔1α

　 　 　 　 　　 　 7朕〕　　　　　　　　　　　8DO　　　　　　　　　　　900−一

　　　「観経St∬tg生礼讃』

「安楽集」『観念法門」

　　　 「釈浄土群疑論」

　　　　　　　 「武周録亅〔695年冫

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　　　S1910（720ij）　 「五 会念 仏観行儀lt

「出三蔵記集』〔518年）

国立敦煌

芸術研 （487年〕

「遵安録」？

『安楽集』r浄圭論』『天台十疑」『阿弥陀経 疏亅（基 ？〕

　　　　　r糶 爨驪乗〜685年 ，

「出三蔵記剿 　　I
　　　　　　 P4563〔595年 〉

　　　　　　 『法経録』〔594年｝

　　　　　　　　tt　陽21  52年）

　　　　　　　 t厂
　　　　　　　 〃　中・浜 田〔673年）
　　　　　　 許
　　　　　　 谷 5

※由来〔538年）

宝 〔513年 ？〕

1
守屋本〔732年〕

（590年）、S4553（603年）一託 生 西方無量寿国

　　　 『内典録」〔664年）

　　　　　〃
　　　　　　　　　谷37〔727年〕

　　　　　　1武周録」

r安楽集亅

　　　　　　　　　　〃

『出三蔵記集1　　　　〃

『経律異相』　「法経録』

『出三蔵 記集亅
「経律異相亅

訳 出〔705年｝F続古今訳経 図記』

　　『楽邦文類』〔1200if）lcf．「f・往
　　　　　　　　　　　　生 経の

　　　　　　　　　　　　研究」
P2066 ＞

　 「浄土 文」

　　　　　　 清道光二 年U822年）刊

「楽邦文類』〔奈良朝写経〕

Gf．牧田論文 5c 後半

潜100〔885年）

　1S912
、1349、2853、　P　3036（938年）

　　　　　　　　〔奈良朝 写経〕
　　　　　　　 cf ．牧田論文

　　　　　　 S2499（989年冫

　　　　　　　 cf ．牧田論文

S5531〔921年？｝

　　　　P2374〔959年）
融 924射

　　　　　　　　 〔奈良朝写経〕

　 『開元録」〔73 年）『集諸経 礼懺儀」

、、，＿
llll糶 … 3年・§擺、

・

欝
・… 年・

　　　　　　　　　　　　　　 S4479 （879年 ）
　P2668 〔743年）
谷37〔727年）

　『閲元録』

「観念法門j
「阿弥陀経疏亅〔基 ？丿

『安楽剿
　　　　　　　『武周録』

　『弁疋論』〔i去淋）
　　〃

　　　「法苑珠林亅

　　　儲 経要集1
「華厳孔 目章」

　 f浄土論jr釈浄土群疑論』な ど

　　　　　　　　ト
　　　　 『法苑珠林」
『安楽集∬観念法門」など

『法経録」『浄土 論』「釈浄土群疑論』など

　　　　　　　 ※干支の もの 4部

S55／31（921年？）

※920年写経IO余部 など

『楽邦文類』

　　〃

『釈氏六 帽

『釈氏六帖』

S5531（921年？）
S　V3e〔926年）※干 支の もの 3 部
　許、宝〔936年）
cE 塚本善隆著作集第 7巻pp、3臼0以 下

　以上の 諸典籍、有紀年の 敦煌写経 をみ る とき、われわ れは前の 経録別一覧か ら知 っ た特徴 をよ り

具体的 に 明確 に 認 め る こ と が で き る だ けで なく 、 そ こ に 疑経 典 を引証す る諸典籍を加 え る こ と に よ

っ て、その 流行 ・受 容の状況 が現実性 を帯 びて示 され 、 また経 録不載の 疑経典 が登場 す る こ と に よ

っ て、庶民仏教 と して の 様相 が よ り鮮明 に浮 び一ヒっ て くる こ とを知 るで あろ う。 こ うした諸点 を先

の 考察 に順 じて 取上 げ、更 に 新た な特徴 を指摘 して み よ う。

　　そ こ で 、前の 経 録 か ら知 られ た特徴 と関係す る諸点 として は、第一
に 成 立 年代 があ る 。 経 録 か ら

みた六世紀の 終 り 『法経録 』まで に認 め られ た疑 経 典 に つ い て は、『安楽 集』 を代 表 とする 仏教典

籍、浄土 教典籍 に引証 さ れ て い る こ とに よ っ て 、 七 世紀 に著 わ され た諸典籍の 中で生 きて い る こ と
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を知 るで あ ろう。 また 『武周録』『開 元録』初 出の 疑 経典 も、その
一・

部は 同様 に七 世紀 の 諸典籍 に

認め られ る とと もに 、写経 年代 か ら知 られ るよ うに
．．
巨壮紀 に まで 及んで い る。更 に 、経録未載の 疑

経典 は八世紀 か ら表面に 登場 し、降 っ て は 十世紀 に 至 っ て も多 くの信仰を集め た こ とを物語 っ て い

る 。
こ の よ うに み ると き、すで に 道安 （314− 385年）の 頃に現われて い た疑経典は ト・｝

一
世紀 に至

る まで の 数百 年の 歴史の 中で その 時々 の 人 々 の 願 い に応 じた姿 を示 し なが ら、長 くそ して 民衆 に 密

着 した形で続 々 と成立 し受容 された こ とが知 られ る の で あ る 。 第二 に 古佚経 に 関 し て は、その 成立

は六 i冒：紀 まで の もの が圧倒的 で あ るが、引 文は 七世 紀 に著 わ さ れ た 典籍 に 多 く残 さ れ て い る。

それ以 降で は 『釈氏六帖』『楽邦 文類 』の は る か後 に 再 出されて も全 く新 た な引証と い うの で は な

い 。 お そ らく中国仏教の 最盛期 が終 り、仏教の 定着 が続 くと ともに経典の整備 が進 んで散佚 が少 な

くな っ たためで あ ろ う謄第三 に敦煌文献に関 して は、現存す る浄 十教関係疑経典 の こ と ごと くが写

経 さ れ て い る
i
／1： こ の 点で は全1叔 こ渉 っ て い ると い えよ うが、写経年代で み る限 り、八 世紀以 降と く

に十 肚紀に 多く 、 し か も経録未載の 何経 かが知 られた こ とは、従 来の 中国仏教 文献で は 全く窺 え な

い 貴重 な資料で あり、本研究で は不可欠の 価値を有 し て い る 。
こ れ に 加 えて 、次 に指摘す る査定困

難 な疑経典 が い ずれ も敦煌文献の 中 か ら見出され た こ とは、その 価値を 層 雄弁 に 語 一
っ て い る 。 そ

して 、こ の 第二 、第三 の 状況 を総合すれば、占佚経 に 関 して は 七 01：紀 まで の 諸資料、敦煌写経 に 関

して は八世紀以 降の諸資料 と対蹠的 な年代 を提示 して歴 史を貫ぬ い て お り、浄土教関係疑経典 の総

合的研究 として は両資料を欠 い て は 全 く意味 をなさない こ とが改 めて知 られるで あろ う。

　前の 経録別一一一覧 と相 応す る諸典籍 、敦煌写経 年代 か ら知 られた状況 ISL
’
J．．上の 諸点で あるが、更 に

新た に指摘 される点 と して は第一
に浄土教関係疑経典 を引証す る諸典籍の 考察が挙 げられ る。その

第 1 と し て は 『安楽集』の 重要性を銘記 す べ きで あろう，、道紳の 残 した 引文は、こ れな しで は知 り

えない 最初期の 善土 皇帝尊経 、惟 務三昧経の 内容を伝 え ると ともに 、経録 に さかの ぼっ て ト往生経

の 全容を残 して い る 。 第 2 に は 疑 経典 を引1
一
冂す る典籍 は

．
ヒ［珪紀 に 著わ された もの が 多い と い う点で

あ る 。 と くに浄 ［1教典籍に 関 して は、まさ に道紳一善導 と相承 し た所謂 く善導流〉の 最盛期 で あ っ

たが 1衡 二、その 影響は 「1本浄⊥ 教 に も継承 さ オ／、諸先 師の 考証は 今日で もこ の 研究 に裨益 して い る

第 3 に諸典籍 に しば しば引証 され た疑経典はfr［∫か と い う問題 が あ る c 浄 L教 に関係 す る疑経 典 が幾

多認 め られ て も、そ こ に は重要性の 比 重 が異 なる わ けで 、おそ らくそれ らは単 に浄土 思想 に 言及す

る に 嬉 な い 経卿 ・較 べ て 、そ σ吸 ぼ した教化は は る か に 丿くき い と思 揃 鱒 それ らを挙 げる と

　『
．
卜往生経』隴 願往生経」『目連所問経 』、そして浄土思想 に 言及 して い ない に もか か わ らず、浄土

教 に し ば し ば依 用 さ れ た 『浄度三昧経』 1占察経］な どで あ る。わ れわ れ は 、そ こ に説 か れ る

思想が何で あ る か をと く に 考慮 すべ きで あ ろ う。

　第二 に 、前 に 言及 した 諸典籍 に引証 さ れ た疑経典 と敦埠写経 か ら知 られた疑経典 の
、 中国社 会で

の 受容の 轍 に つ い て も留意 しなけ れ ［．：
’
・t・ らな い ．

− U に 中国浄土教 と い っ て も ・ そ の 性格 は 鑼

多様 な様相 を示 して い た 。 阿弥陀仏落仰の み を專心 した人 々 か ら諸行兼修の
一
つ と した 人 々 、浄 土

教教理 に寄 与した ノ、 々 か ら浄土経典 の み を信奉 した 人々…… と中国浄土 教の 特徴 が そ の 多様性 に あ

る こ とは後 に論及す る と お り で ある掣 こ うした中国浄 十教の 特徴 を疑経典の 受 容の 態度 に あ て て 考

えて み る と、そ こ に は年代的 に対蹠的で ある ばか りで なく、その 受 け取 り方に も非 常 な相違 の あ る

こ とを指摘す る こ と が で き よ う。 まず こ うし た疑 経典 を引証 した 人 々 の場 合に は 、
い ずれ も今 目 に

まで 名磁 し た 中国仏 教の 諸 高僧 、当代
一

流の 知識人で あ っ た と い えよ う ・ 更 に ご 禍 言腆 籍で の
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疑経典の比重 を考 えた場合、あ くまで も自己の 教理 を確立す るための諸経論の
一部 で あ り、疑経 典

その も の を唯
一
の 止依の 経典 と考 え て い た わ け で は な か っ た 。 『十往生経 』を深 く自己 の 信仰の 依

りど こ ろ と し、その 他多 くの 疑経 典 を引証 した道綽 に お い てす ら、「安楽集』その もの は 『観無量

寿経』の 綱要書で あ っ た し、その 他の 真経の 影響 をは る か に受 けて い る
a
碧
〕
それに対 して敦煌写経 を

残 した 人 々 の 態度は ど うで あ っ た ろ うか 。 写経 された疑経典は何 もそれ を書 い た人 々 の 思想を語 っ

て は い ない が、こ うした無 名の 人々 の 態度 は経典 その もの を対象と した信仰で あ っ た に相違 な い 。

敦煌文献か ら見出 された諸資料 の 中に は、すで に 散佚 した貴重 な注釈書 （疏 ・義記 ・鈔 など）が残

され て い る 以 Eに 、われ われ は紙背文書 （Verso）な どか ら庶民仏教の 実態を知 る こ とがで き る こ

とを教 え ら れ て い る
〔
響諸典籍に 引証 さ れ た 疑経典 も敦煉写経 に残 され た疑経典も 、 わ れ われ に と っ

て は等 しく貴重な資料で あ るが 、 その 受 容の 態度 を考えれ ば、前者は知識人で あ り、仏教諸経論の

一
部で あり、後者は一般大衆で あり、疑経典 その もの に依拠 して い たと い う点を忘 れて は な らない

で あろ う。

　以上 、経録 、引証典籍、敦煌写経 か ら知 られる成立 ・
写経 年代、並 びに流布 、 定着の状況 に っ い

て考 えて みた 。 前節の 次第 に従 えば本節の 考察は以 一ヒで終 っ た こ とに なろ う。 しか しなが ら、実際

には こ れ らの 諸資料には全 く現 われ な い 何部か の 疑経典 が残 されて い る 。 そ こ で 、第三の 問題 と し

て 、こ うした査定の 具体的典拠 を持た ない 疑経典 につ い て 簡単に触れて お こ う。

　まず、こ れまで に 査定で きな か っ た疑経 典 を挙げる と、次 の 通 りで ある。

　無量 寿仏説往生浄土呪、念仏超脱輪廻捷径経 、

　観経 、 現 在十方千五 自
』
仏名並雑仏同 号、救苦観世 音経、大方広仏華厳経普 賢菩薩行願王品 、普賢

　菩薩行願工経 、青頸観 自在菩薩心陀羅尼経 、 金剛頂経瑜伽観自在王如来修行法、大乗瑜伽金剛性

　海曼殊室利大教王経 、観世音不 空羂索王 心 神呪功徳法門名不空成就法、北方大聖眦沙門天王経 、 大

　仏 項如来頂髻自蓋陀羅尼経 、消寅除横潅頂延命真言経、相好経 、

　守護国界経 、

　それで は 、こ れ らが全 くその 成立、或 い は流布 した 年代 が査定で きない か と い うと必ず しもそ う

で はな い
。 われ われ は、中国仏教史全体の 流 れか ら、訳経史の 傾向 か ら、思想形態 を知 る こ とに よ

る他の漢訳経典 ・浄土教典籍 との 類似性か ら、そ して 従来の 諸研究の 考証を参考 とす る こ と に よ り、

或 る程度査定す る こ とがで き るで あろ う。そ の 個 々 の 査定 に つ い て は、すで に 〈資料篇〉で考証 し

た が叩とくに年代 に限 っ て 取 上げ る と、

　無量寿仏説往生浄土 呪……阿弥陀仏説呪 との 関 係

　念仏超脱輪廻捷径経……竜舒浄土 文所収 の 讃文、発願頌 と後書

　観経……観仏経典 、 禅観経典 との 関係

　現在
一
卜方千五百仏 名並雑仏同号・…・・引用経 典 と の 関係

［IS

　救昔観世音経……唐末期 頃
〔191

　大方 広 仏華厳経普賢菩薩行願 品 、普賢菩薩行願王経 ……普賢菩薩行願讃　不空訳の 影響

　青頸観 自在菩薩心陀羅尼経 以 トの 密教経典……密教経 典の 訳 出状況、類似の 思想 な ど、

　守護国 界経……守護国界主 陀羅尼経　般若訳 との 関係

　こ の よ うに み ると き 、 経 録等 に 全 く記載 され な い 疑 経 典 に つ い て も、そ の 殆 ん どは年代 を推定で

き る で あ ろ う  そ して 、 全体 と して 気づ くこ とは そ の 存在年代 が い ずれ も唐代後半 と い う点で ある。
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こ の こ とは 『開元録 』に よっ て 大蔵経 の構成 が定め られた以降の状況 と
一

致す るだけで なく、逆 に

それ以前の 諸経論の 多くは経録 に査定 され えたと い う訳経研究 の全体的傾向 とも相応 して い る、，

ほ ） それ ぞれ の 経 典を経 録編纂者が どの よ うに取 扱・
， た か、各経 典 が 何時頃散逸 した り、真経 と査 定 され た か を知 る

　 ため に、疑経 ・失訳 経 ・欠 本経 ・抄訳 経 ・真経 の 査 定 の 区別 を示 した。しか し、経 録 に よ っ て は こ れ らの 諸経 典 を

　筋録をその ま ま承 け て い る の も あ り 〔た と え ば 『静泰録1、こ こ で は 省 い た ）注 意す べ き で あ る。就 中、異動 の は

　げ しい 経典の ほ とん どはすで に 従来の 研究で 考察さ れて い る ，、 出典の 巻数、参考論 文に っ い て は ぐ資料篇＞pp ．119

　 以 下 （但 し、真経 と査 定 した経 録 に つ い て、二 ・二 見落 した が こ こ で は補．止 した 〕参照。

121 た と え ば、1内典録』初出の 『高 王観 世 音経 』 は 元 象元 年 1：538年 ）に 由米 す る 〔牧田諦 亮 「中国fム教 に お け る 疑経

　研 究序説」『東方学剛 京都　第35冊 pp ．　383− 384）。

〔31 「武周録』初出の 『須弥像図山経」 は その 例外で ある が、『弁正論』〔法琳572− 640年）（大正52 ・521中） に 弸
．
llさ

　れ て い る し、『須 弥 四域経 』（『法経録』初出、『安楽集．1所引 〕 と 内容が
．・致 し て い る か ら、その 成 立 は は る か さ か

　 σ）ぽ るこ と に なろ う 〔牧 出博十 　前 掲論 文　p．374　），，

〔4） 藤田 宏達、『原始 浄 十思想の 研究』、pp ．138− 139、231 な ど。

（5！ 後 の 経録 で は E仁寿録』巻
一、小 乗経 単本 に 優填王作仏形像経、巻三、小 乗別生 抄 に 目連問経、　 「開元録』巻十

　 五、小乗経単訳欠本 と して舎利弗生西方経、日連所問経、生西方斎経 が認められ る。

（6） その 典型的な例 と して 、浄・⊥経 典 に 関 して い えば、（無量寿経〉五 存七欠の 問題 が あ る 〔藤 田 博上、前掲書、pp ．

　 35以 卜参照 ）。

〔7｝ 経録研究の 難点の
．一・

っ で あ る が、本稿 に 限 っ て み て も、S．2585 『観経 1 を経 題だけ み れ ば 「観無量寿経』量 良耶

　舎訳 と誤 るで あ ろ う、，ま た 、目録 と内容の 違い は 敦煤文 献 に 認め ら れた 〈浄⊥ 三部 経〉で 知っ たで あろ う。＜資料篇＞

　 P．123　（本篇＞rpコ　一一章 第二 節P．83。

〔81i　第】週章第四節第一三∫頁p．124　c

｛9） 結論 に お い て 述 べ る よ うに （p ．128）本稿で は 各疑 経 典 の 流 布
・変遷 の 諸問 題 に つ い て は 論 及 で きな か っ た。こ こ

　 で は、こ の 点 に 関す る諸点
．
も考察す る こ と に す る 。

（101／本来は 成立 ・写経、流布 ・定着の 状況を知 る た め に、前の 経録別
．・
覧 と併記す る 予定で あ・

⊃ た が、あ ま りに煩 雑

　 に なるの で 別 に した 。と くに 疑経 典の 成 立 に 論 及 した論 文 は 参 考 に 挙 げ た．、敦 煌文 献 に つ い て は 、Stein 本 と北京

　本の
一・部 に つ い て は確 認 した が、そ の 他 は 諸目録 に 従 っ た 。 な お 〈資料篇＞pp ，119以下参照．

〔11｝ こ れ は く占佚経 》 の 推移で ξ） っ て疑経典 は敦煌文献 に 認 め られ る とお り ト世紀 に まで 及 ん で い る。 なお疑 経 典の

　 散佚 に つ い て は牧田 博士、前掲論文、pp．389以 下参照．

〔1211た だ し，「極楽願 文』だ lt　lPJ
：i］で あ る。当願文 を他の 疑経 典 と同等 に 扱 え ない こ と は 前に 述 べ た （＜資 料 篇 ＞p．

　 L21）。

q3　浄 上 思想 に言 及す る漢訳経論を同等 に 扱 え ない こ とは 、と くに 本 稿で 浄 土 思 想 と見做 され た 経典を設定 した こ と

　 で 納 得 され る で あ ろ う　（（資料篇＞pp ．1（）2−−105、114など ）c

U4｝ 第四章第 二 節 参照。

（15］iLLI 本仏骨 『道綽教 学 の研究」pp ．77− 83、205− 212。

〔16｝ た と え ば、金 岡 照 光 1敦 燦の 文学！pp ．66− 67 。

脇 　（資 料篇 ＞PP ．上19以 下 G

｛18’ 拙 稿 「『阿弥陀経』六 方諸 仏の 異名」（『印 仏 研』 第23巻 第 2号 ）

〔19；　牛攵E日「専士、　甫貯手昌言侖文、　pp ．382− 3S3c

  　た だ し、相 好経 につ い て は不 明 で あ る／t 本経 で の 浄．ヒ思想 は 経典の 中に 認 め られ るの で は なく、夲経 読誦 の 際 に

　 唱 利 さ れ た形で あ る か ら、厳密 に ：よ浄 七 懇想 に 言 及 す る疑 経 典 で ぱ ない 。

要　　結

以 ヒ、浄土教関係疑経典の 成立 ・写経 、そ して 流布 ・定 着 な どの 年代 に つ い て 考 えて み た 。

は じめ に 、こ うし た 年代 を誤 ら し め な い ため に 、疑経典全 体の成立 ・写経 年代 な どの 概要 を諸経
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録、仏教典籍 ・
敦煌写経の 資料か ら、 諸先学の 研究 を通 して窺 っ た 。 その結果 、 諸経録か ら知 られ

た疑経典の 成立 に は六 世紀末の 『法経録』 まで の グ ル ープ と 『武 周録』『開元録』 を中心 とす る 大

きく二 つ の 区分が認め られ る こ と、古佚経 を引証す る諸典籍か らは七世紀 まで に 多 く現 わ れ る こ と、

それ に対 して敦 煌文献 か ら知 られ る疑経典に 関 して は、逆 に 八 世紀以降 に なっ て その流行 が顕著で

あっ た こ とが理解 された 。

　 こ うした疑経典全体の 傾向 を背景 と して浄 ナ：教関 係疑経典の 査定 を試み、成立 ・写経年代、そ し

て 流布 ・定着 などの状況 を考 えて み る と、今 R 〈大正蔵経〉〈続蔵経〉所収の 疑経典 、諸典籍に認

め られる古佚経、敦煌文献に よ っ て は じめて 知 りえた疑経典 など、その 所在の 立場 を異 に しなが ら

も、い ず れも疑経典全体の 傾向 と相応 して い る こ とが知 られたで あろ う。 諸経録 に記載の 年代 と し

て は、六 世紀末 の 『法経録』まで に 多い が、それだけで は な く 『武周録』 『開元録』などに も初出さ

れ 、また古佚経 を主 と した浄七教典籍に 引証 された年代 と しては善導流浄土教の最盛期 に 最 も多 い

こ とも、すで に 見た と うりで ある 。 敦煌文献 に認 め られ る浄土教関係疑経 典に っ い て も、諸経録不

載の写経年代 ・査定す る典拠 の ない 疑経典 が加味 され る こ とに よ っ て 、八世紀 か ら十世紀の 流行 を

知 る こ とがで きた 。 こ の よ うにみ る と き、 諸経録 、仏教典籍、敦煌文献とその 典拠は異 な っ て も、

浄土 教関係疑経典は そ の 最初期 か ら綿々 とその 時代 その 社会の 要請の もとで成立 し流布 した こ と が
、

具体的典拠 を通 して知 られた。 初 め に意図 した浄土教関係疑経 典が疑経典全体の 歴史の 流れ と相応

して い るか 、更 には中国浄土教 の流れ とど の よ うに係 わ っ て い る か と い う課題は こ れで理 解 された

こ と にな ろ う。

　 しか しなが ら、浄 ヒ教 関係疑経典は 、 疑経典 なるが ゆえ に、また新たな様相も示唆 して くれた 。

その 第一
は、小乗経典 と考え られた 中に も浄土思想 が説 かれ て い るとい う点で ある 。 小乗経典 の 中

に浄土思想が認め られ な い こ とはすで にイ ン ド浄
．
ヒ教の 分野で は知 られる こ とだ が、 しか しわれわ

れは経録で査定 された小乗経典の 中に その 何経 か を認 め る こ とがで きた 。 そ して若 し、こ れ らの 経

典が原始仏教的内容を説きなが らも、浄土思想に言及 して い たとするならばどうであろ うか
。

われわれは 、

真経 に は認 められ な い 特徴 として、浄 1激 関係疑経典独 自の 形態 と指摘して よ い で あろ う。 こ の 点

に関す る思想形態に っ い て は 、 次章で再 考する こ とに しよ う。

　第二 は、各典拠 の違 い か ら知 られ る浄土 教関係疑経典の 受容の 態度 が ある 。 諸経録 、 諸典籍、敦

煌文献 と い う典拠が浄土 教関係疑経典研究の 貴 重な資料 と して の 価値 を有す る こ とは 、それぞれ の

著述意図とその 年代 を異 にする こ とに より、一
層 再認識で き た が

、 その 中で も年代 を対蹠的に 隔て

た浄 土 教 典籍 と敦 煌 文献 に 認 められた疑経典 は、また それ を信 奉 した人 々 に つ い て も対 蹠的 な異

なりを示 して くれた。今 目 の われ われ に は同 じ浄士教関係疑経典 と して読む こ とがで き て も、前者

は社会の 知識人に よ っ て あ くまで も自己の 思 想形成 の 依 りど こ ろとしての 諸経 論の
一

経で あ り 、 後

者は社会 の 底辺 の 庶民 に よ っ て 唯
一

の経典 と して写経 され た こ とは先 に論及 した と お りで ある。

　そ の 他 、二 、三 の 細 か な点 を挙 げれば 、それ ぞ れ の 疑経 典は い ずれ も浄 土教 に関係 す ると い っ て

も、長 い 歴史 の 中で の 影響力、説得 力を考えれば各 自異 なる わけで 、思想形態 を考察す る場合に 留

意 しなけれ ばな らな い 点 、比較的 前半 に 成 立 した疑経典は殆 ん どが諸経録で 査定 しうる こ と、し か

も その 多 くは 口本の 古写経 に認 め られ る点 、また、典拠 を有 しない 疑経 典 に っ い て は総合的 分折 に

よ っ て査定 叮能で あ り、唐代後半 に 査 定 しうる点 な どが知 られた で あろ う。

　現 在の われわ れ に 対 し て 、浄土 教 関係疑経典 そ の も の は 自己の歴 史を何 も語 っ て は くれ ない
。 し
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か しなが ら、諸資料 ・諸研究 を通 して 、 中国仏教史の流 れの 中で辿 っ て い くと 、 疑経典 そ の もの が

長い 歴史の 上で或 る時代 に 生れ、そ して活躍 し信奉され 、 また眠 りに つ い て 、今 冂 に 至 っ た様相を

生 き生 きと語 っ て い る こ とが感 じられ るで あ ろ う。

第四章　思　想　形 　態

第一節　浄土教 関係経論の思想形態概観

　中国撰述浄 ヒ教関係疑経典 に っ い て の 諸問題 を解明 して い るわ れわれ に と っ て 、本章で は い よ い

よ本研究 に おける最大の課 題で あ る それ らの 思 想形態 に っ い て 立入 る こ と に しょ う 。

　そ こ で 、 そ うした浄 1二教関係疑経典の 諸思想を考究す る 前段階と して 、従来 の 各章 と同 じく、そ

れを誤 ま らしめ ない ため に、常識的理 解 と して 二
、 三の 問題 に つ い て 学 んで お く必要 があ るで あろ

う。 本節で は 、そ うした分野 の 中か ら、浄士教関係漢訳経 論の 主要な思想形態に つ い て 概観 しよ う

と思、う。

　浄土教関係漢訳経論の諸思想 に っ い て考察す る場合 、 その 資料 と して はすで に指摘 されて い る藤

田宏達博士 〈
一．覧 表〉

〔1｝
並 び に本稿で指摘 した （浄

一
｛二思想 と兇做 された真経 〉を含めて 300部 を超 える

漢訳経論が考 え られ る 。 しか しなが ら、その
一々 を列挙す る こ とは容易で は ない し 、 そ の 必要 もな

い で あろ う。
こ こ で は便宜的方法 と して 、中国仏教 に 大 きな影響 を与 えた大乗経典の中で もと くに

代表的経論 に認め られ る浄土 思想 、 更 に は
一

っ の経典の 中に多種 多様 な浄土思 想が認め られる経 典

など を取上 げる こ とに しよ う。 それ らσ）諸思 想を窺 うこ と に よ っ て 、浄土教関係経論の 全体をほぼ

理 解した こ とになる で あろ う12）

　そこ で 初め に中国仏教 史の 上 で も非常 に大 きな影響 を与えた と思 わ れ る代表的 大乗経論
〔31

の 中の

浄土思想 に っ い て 列挙して み よ う1Φ

『般舟三 昧経』支婁迦讖

　念阿弥陀仏、……
。 見阿弥陀仏。……

。 聞阿弥陀仏 、……
。 生阿 弥陀 仏国。

　用是念 仏故 、 当得生阿弥陀仏国。

『法華経』鳩摩羅什

　西方二 仏、
一一

名阿弥陀仏 、

　若有女人、聞是経典、……、即往安楽世界。

　阿弥陀仏 大菩薩衆囲繞住処 。

『維摩経』鳩摩羅什

　釆尺麺匹牟尼 tム、　F可5尓匡它fム、　匡可闕イム、　
・・・…

『大智度論』鳩摩羅什

　 阿弥陀仏時 、人 寿無．量阿僧祗劫 。

　阿弥陀仏 世界種 々 厳浄 、……、皆 見無量寿仏世 界厳浄 。

　誦 阿弥陀経及摩河般若波羅蜜 、……、阿弥陀仏与彼大衆倶 来 。

　如 阿弓尓陀仏安楽世界等 。

　如無 量寿仏国人 、生便 自然能念仏 。

　菩薩入 是 三昧、即見阿弥陀仏 。
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　 阿弥陀仏、寿命無量、光明千方億由旬。

　 阿弥陀仏、先 世時 、作法蔵比丘、仏将導遍至十方示 清浄国、令選択浄妙之 国、以 自荘嚴其国 。

　 如 世 自在王仏、将法積比丘、至十方、示清浄世界 。

　 餘fムド可閥F可ti尓置ピ等 。

　 如阿弥陀等諸経中説 。

　　 『十住毘婆沙論』鳩摩羅什

　 念…阿弥陀仏、

　 阿弥陀等仏及諸大菩薩、称名
一
心 念亦得不退転 。 更有 、阿弥陀等諸仏 、 亦応恭敬 礼拝 、 称其 名号 。

　　　
・皆称名憶念、阿弥陀仏本願如是 。

隍 槃経』曇無讖

　 猶如 西方無量寿仏極楽世 界 。

　『金光明経』曇無讖

　 亦応敬礼……西方無量寿仏…
。

　　（cf ．『金光明最勝王経』義浄 南謨 阿弥陀仏 。 ）

　『華厳 経』仏駄跋陀羅

　 如此娑婆世 界釈迦牟尼仏刹
一

劫 、於安楽世界阿弥陀仏刹為
一一

日
…
夜 。

　 我若欲見安楽世界無量寿仏随意即 見 。

　 ……無量光仏……
。

　 或見 阿弥陀観世音菩薩 。

　（『普賢行願讃』不 空　汝等聞此願王、……応 当諦受 、受 己能読 、 読 己能誦、誦 己能持、乃至書写

　 ……皆 涅往生阿弥陀仏極楽世界 。 ）

「楞伽経』菩提流支

　 是皆
…

切従阿弥陀国出 。

　 名竜樹菩薩……証得歓喜地 、 往生安楽国 。

『大乗起信論』真諦

　若人専念西方極楽世 界阿弥陀仏、所修善根廻 向 、 願求生彼世 界、即得往生 。

『大般若経』玄奘

　 猶如 西方極楽世界。

『大日経』豊無
篝

　西方無量寿如来 （四方仏）。

『金剛頂経』不空

　次結四如 来三昧耶印契、……無量寿於喉…
。

　五如 来印契、……無量寿頂後……
。

な ど の浄土思想 が説 かれ て い る 。 こ れら大 乗仏教 の 代表的経論の 諸思想 をま と め る と 、

　念 仏 、 見 仏、十方 ・四 方 ・諸仏中の 阿弥陀仏、聞経往生、浄 土荘厳 、譬喩 と して の 阿弥陀仏・極楽 、

　称名恭敬礼拝、憶念 、南謨 、書写往生 、 密教 五 仏中 の
一仏

と い うこ と に なる 。 と こ ろで われ われが、今 日 〈浄土 三 部経〉を中心 と して理 解 して い る浄土 教、

或 い は漠然 と考 えて い る浄土思想の 中心 的概 念 は 軻 弥陀仏 に対す る念仏 などの 行業に よる極楽往
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生
“

と い うこ と に なろ うが、こ こ に列挙 した大乗経 論の 中で 論書 を除い た他の 代表的経典で は 、こ

うした思想 に類 する内容 は 『般舟三昧経』を除い て極 め て少 ない とい う点が注意せ られ る。即 ち、

中国仏教 に入 っ て初め て発生 し成 立 した各宗の 所依 とされた 代表的経典の 中で は、浄土思想の 記述

に限 っ て は必 ず しも浄 il教の 中心概念 を主張 したもの で は な い と い うこ とで ある 。 次 に指摘す るよ

うに、 rl
．
1国浄 十教の 特徴 は H 本浄土 教 に お ける明確 な 〈浄土 二 部経 〉中心 の 歴 史とは異な り、様 々

な行業と種 々 な性格を有 した浄圭教 が存在 した 、即 ちその 多様性が知 られて い るが 、少な くと も

各宗派の所依 と した経 典の 浄土思想の記述 か らは直接の 影響を受 けて い なか っ た と言え るで あろ う。

こ れをまた逆 に 解せ ば、中国浄土教 に お い て もやは り 〈浄土 i部経 〉が そうした規定は無 か っ た に

して も、中心 的経典と して 考えね ばな らな い こ と を意味 して い る 。

　次 に 、
一
つ の 経典の 中で特 異な、或 い は多種 な浄土 思想の 形態 を示 す経 典 の 何点 か を列 挙 しよ

う。

『月燈三 昧経』那連提耶舎

　若欲得 見弥陀仏及 彼安楽 肚界等……応当聞持 是 適昧 。

　弥陀仏 為説無量勝利益 、 或 復往詣安楽国。

　善持彼仏真妙法、悉得往生安養国、…其仏号日阿弥陀 。

　護持諸仏法 、

……往生安楽国、弥陀為説法 。

　斯 由得 是二味故 。

……弥陀仏……為現住其前……決定生 彼安楽国。

　常行寂滅定 、……能往諸仏国、所謂安楽十 、 得見 弥陀仏 。

『陀羅尼集経」阿地瞿多

　准阿弥陀仏転法輪印 。

　若有人、能 目 日供養、作印誦呪 、……如阿弥陀仏 毫光相似。

　 「阿弥陀仏大思准経説序分第 ・
（阿弥陀仏の 諸印）」

　　一切衆生、修行善法 、 得生阿弥陀仏国並 見彼仏 。

　　欲生彼国者 、 応当受待 阿弥陀 仏印並陀羅尼 及作檀法供養礼拝 。

　　 以衆華散阿弥陀仏、発願誦 呪者 、得十種功徳……

　　布施阿弥陀仏者、……死生 阿弥陀仏 国。

　　若人五體投地、恭敬礼拝阿弥陀仏 者、往生彼国。

　　言甬才芋F可弓尓陀仏陀羅尼 。

　　 当作阿弥陀仏像 。

　　 四方著飲 食菓子、種種 音楽、供養阿弥陀仏 。

　　呪 師作阿弥陀仏 身印、誦陀羅尼 、……。次画 師画仏像、法 用 中央著阿弥陀仏、結跏趺坐 。 手作

　　 阿弥陀仏説法 印 。

　　 其阿弥陀仏坐 七宝高座。

　　 安置阿弥陀仏像 。

　　 請喚阿弥陀仏及観世 音大勢至像 。

　　 当発心誦 阿弥陀経 念阿弥 陀 仏・・…

　　　 …以 上阿弥陀仏法 竟 。

　 誦 阿弥陀経、一切処 用皆悉得験。
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『大宝積経」菩 提流志など
〔5）

無 量 寿威光 、阿闕大名称 、若欲見彼者、当学此法 門。

其土 清浄 、如 無量 寿国、

文殊 師利所得仏刹功徳荘厳、与阿弥陀仏刹 、 為等不耶 。

……此…
滴水喩 阿弥陀仏刹荘厳 。

見聞阿弓尓B它女冂米 。

決 定得生安楽国、面奉無量寿、往安楽 国巳、無畏成菩提 。

　　
・

、 則今無量寿 如来是也 。

汝等……於後得生阿弥陀仏極楽世界。

阿弥陀仏極楽 甲堺 功徳利益、若有楽生発 卜種心……
。

所得国土功徳荘厳、亦如西方極楽 世界、無有異也。

『不空羂索神変真言経』菩提流志

敬礼無量光如来。

冠有化阿弥陀仏 。

静心 端坐 、観置西方極楽 世界。

若欲常見阿弥陀 仏……者、毎 日当誦 請召真言加持…
。

阿弥陀仏夢為現 前、若 命終 巳 、 直生西方極楽刹⊥ 。

受侍読誦 者、……為阿弥陀仏之真子 。

　東面置釈迦牟尼 仏像 阿弥陀仏像、……、釈迦牟尼仏阿弥陀仏……一
時現身。

　時真言者、……、見釈迦 牟尼 仏阿 弥陀仏……
。

　誦持母陀羅尼真 言秘密心真言者……
。 若 命終 後当得往生安楽 国土 。

　 西面阿弥陀仏 。

　 恭敬供養阿弥陀仏一切菩薩。

　眦廬遮那如 来、……
。 左阿弥陀仏 。

　大悲心観阿弥陀仏観観世音菩薩、誦 持之者、……亦等阿弥陀仏 。

　先受 菩薩戒……者、当捨身巳、直往西方極楽国一［：、蓮華化生 、住不退地 。

以 ltの 思想形態 を整理 す る と、

　三昧見仏 、持法 往生、供養 ・作印 ・散華 ・布施 ・恭敬礼拝 ・誦陀羅尼 ・作像 ・画像 ・誦経 など に

　よ る 見 仏 ・往生 ・得益 、 譬 え として の 阿弥陀仏 国 、 木生 説話の 阿弥陀仏、阿弥陀仏極楽世界の 十

　種功徳、化仏 と して の 阿弥陀仏、諦 観極楽 、呪真言往 生、受戒往生

など に な る 。
こ れ らの 思想形態 をみ ると き、われわれは漢訳経 論に おける阿弥陀仏に 関 す る す べ て

の 表現 形式と極楽往生な どに 関す る 多様 な行業を或 る程度知 る こ とがで きるで あ ろ う16） そ して こ

の 場合の 特徴 と して は 、 多様 な浄土思 想を記述す る経 典 は 訳経 史的 に はほぼ 唐代以降 と い う比 較的

遅 い 年ftと い う点で あ り 、 そ の 中で もと くに注 目 され る こ とは密教経典の 中 に浄土 思想 に 関す る 多

種 多様な思想形態が網羅 されて い る とい う点で あ る 。 成立 史的 に は最 も後期 に 現 われ る密教経典 に

は それ まで の 浄土思想 に 関 す るす べ て の 表現形態が認め られ る が、逆 に密教特有の 作印 ・誦 持陀羅

尼 に よる往生 な どの 思 想は他の 経典に は殆ん ど説 か れて い な い 。 こ の こ とは浄土 思想 に言及 す る漢

訳経論 の 全体的特微 を考え る場合 に も留意 すべ き点で あ り、また漢訳経 論を依 り ど こ ろ と して 形成

され た中国浄土教 を考 える場合 に も考慮すべ き特徴 と言え るで あ ろ う 。 よ り具体 的 に 言えば、浄
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土 思想 に 言及す る漢訳経論 を考 え る場合、そ の 過 半数 を占め る密教経 典の 比 重は、数量的 には もと

よ り 、 様 々 な思想形態 を網羅 し た 点で は質的 に も極 め て重要で あるが、しが しそれ らが中国浄土教

に 与え た影響 となる と訳出の 年代 も後期で あ り 、 それ程の 比重 を占め て は い な か っ た と い うこ とで

ある♂更 に第
一

の 代 表的大乗経典 に 説か れた浄土思 想の 特徴 を加味 して 言えば、中国浄土教 に 関 し

て はやはり経典 と して は く浄土 三部経〉の 影響が大 きか っ たと言 えるで あろ う占
81

〔1） 藤 山 宏 達 『原始 浄⊥ 思想の 研究t，pp ．136− 164。

（2｝ この こ とは、その 他の 典拠 を無 視 し た わ け で は ない tt な お浄 ⊥ 教 関 係経論の 諸思想 を知 る に は、藤 田 宏達博士

　 （
・
覧表 〉 に よ っ て

一
々 を大止 蔵経 に当 る しか ない が、そ れ を

一
瞥す る に は 今日で もなお 『阿弥陀仏説林』（慎 宗

　全 害」7 ） が好便 で あ る。

C3｝ 代表的大乗経論 と して 、何 が考 え られ る か は諸 説 が あ ろ う。こ こ で は 今 1：1の一・
般的通例 に従 っ た。中村元 「イ ン

　 ド思想史』pp．　ll6以 ド、渡辺照 宏 rお経 の 話 』、金岡秀友 F仏 典の 読 み 方』な ど 参照。

14｝ こ こ で は、主 た る 浄土 思 想 を挙 げ、類似の 思想、　
・々

の 巻数、典拠、また 異 本 との 相違など に っ い て は 煩を避 け

　て記 さない 。 但 し、全 く異 っ た 記 述 をす る関 係経論 にっ い て は取 上 げる 。

燭 　本経 は49種 の 経 典 を合糅 した もの で あ り、藤 田 博士 1一覧表 〉で は訳 者 順 〔那 連乖是耶 舎 ・闘那 崛 多 ・実叉難陀
・

　菩提 流 志 〕 に 指 摘 して い る が 、こ こ
一
f・ek 『大宝積経』 の 配 列 で 挙 げた。

［6） その 他の 記述 と して は、『無垢 浄光大陀羅 尼経』弥陀［liの （造塔往 生〉があ る 。

｛7！ 拙稿 「中1封に お け る 密教 系 浄 圭思想」（「印仏 研』第19巻第 2 丹 ）

〔8｝ 浄 上教 関係 経 論 の 整 理 ・検 討 は、申．に 本研 究 に 関 与 ず る だ け に と ど ま らず 、広 く中国浄土教 の 基礎的 資料 と して

　極 め て重要で あ る 。 ま た梵蔵 諸 本 を中心 とす る こ と に よ り、イ ン ド浄 ：L教 の 解 明 に も必 要 な こ と と思 わ れ る。と こ

　ろが そ う L．た 研究 と な る と 矢 吹 慶輝、藤田宏達博 Lの 成果を除い て総合的に 取 扱 っ た もの は 多 くは な い 。具 体 的 に

　内容 を列挙 し た もの と し で は未だ 「阿 弥 陀 仏説 林 』 （継 成 ）に 依 っ て い る。こ こ で 比 較 的 紙 数 を割 い て 要 出 し

　た の も、後の 課題 と して研究す る こ と を意図 した た め で あ る。

　　また、浄 十 教 関係 漢訳 経 論の 思想形態を考 えた わ れ わ れ tt、次の 課題 と して 経論その もの の 思 想 か ら、そ れ を取

　扱．
っ た 矢吹慶輝、藤 田宏達 博士 の 業績 に 示 さ れ た思 想 内容 に も 立入 ら な け れ ば な らな い で あ ろ うが、こ こ で は煩を

　嫌 っ て 省略す る。その 理 由 と して は、第一に 両博士 の 研究 は あ くまで も イ ン ド浄 十教の 解 明 を意図 し た もの で あ り、

　漢訳 資判 その もの で は 無 い とい う点、第
．−
1に は 疑経 典 の 浄土 思 想 を

一
r題 とす る本稿で は、漢訳経 論 の 浄 十思 想 の 考

　 察 の みで その 意図 は達せ られ る と思 うか らで あ る。

第二 節　中国浄土教の思想形態概観

　浄土教関係経論の 思想形態を概観 したわれわれ が第二 に な さねばな らない こ とは 、そ れ らを慕礎

資料 と して成 立 し発展 した中国浄」：教の 屯要な思想形態 に つ い て概要を辿 らねばならな い で あろ う。

と こ ろが こ の 点 に つ い て もそ の
一一・々

を列挙す る こ とは容易で ない
。

こ こ で もや は り便宜 的方 法 と し

て 、今 凵 く浄土三流〉と して知 られ る諸思想並 びに その 他注意す べ き何点 か を記憶す る に とどめ よ

う91
　法然 に よ っ て 〈浄⊥三流 〉と理解 され た 中国浄十教の 分類 は、当面 の 中国人 に は そ の よ うに 解 さ

れ な か っ た に せ よ、われ われ が中国浄⊥教 の 地理 的思想的大要 を把握す る場 合、極 め て 好便 な視点

と して しば しば用 い られ て い る12）

　そ の 筆頭 に 挙げ られ る第・一
の 流 れ と して の 慮L［1慧遠 （334− 416年）は、単に

一
浄土孝文家 の 枠 に収

ま らな い 初期中国仏教の 代 表的 高僧で ある が、浄土思想 に関 し て 言え ば 『般舟三昧経』に よ る定中

見仏で あ っ た こ とはすで に触 れた 肇
1
．

　次 に、今凵 （善導流〉の 歴史 として 日本浄土教 が そ の すべ て を負 うて い る第二 の 流 れ、所謂 く中
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国浄土 三 祖〉に つ い て探 っ てみ よ う！
4i

まずその 鼻祖、曇鸞 （476− 542年）につ い て は、主著 『浄

土論註』に説 かれ た く五 念門〉の 解釈 が挙 げられ よう。 もとよ りその 素材が 『浄土論』で あ る点で

は曇鸞自身の 思想で はな い に して も、彼 に よっ て 解釈 され弘 め られた思想形態 として 五念 の 行 （礼

拝 ・讃歎 ・作願 ・観察 ・廻向）が挙げられ る こ と に異論 はな い で あ ろ う。 第二祖、道綽 （562− 645

年）は 、 通常そ の 弟子善導に よ っ て 大成 さ れ た 〈称名念仏〉の 前段階 と して 、 諸行往生 か ら観念 ・

称 名思想が未分の 形で 説 い た と指摘 されて い るIS）その 中で も諸行に関 する思想を前の 論究 〔61か ら並

列的 に摘出する と 、 「修諸行業」「念仏」「供養」 1咨嗟」 「作仏」「回願」「精進」 「卜行」「聞法」「発

心」、 そ して最後 に 『十往生経 』の 引文か らの 「十往生法」が認め られ る。 こ の こ とは道綽の 中心 思

想 が念仏に あっ た に せ よ、彼 に とっ て その 当時経 典 を通 して知 られたすべ て の 諸行で あ っ た こ とに

なろ う。 更 に、留意 しなければならない こ とは、すで に しば しば言及した如 く
（
で中国浄土教家 の 中

で も最 も多 く疑経典の 引文が 多い と い う点で ある。道綽の 疑経観に つ い て は既 に考察 もあるが t8）　？
の 基本的態度 には世俗社会の 教化 、 在俗者の 諸行を説示 した点が

｛9）
深 く係わ っ て い る こ と を銘記す

べ きで あろ う。 第三 の 、そ して 今日 〈善導流〉の 念仏 と して 日本浄土 教 に最大の 影響を与え、 「偏

依善導」（法然）「独明 仏正 意」（親鸞 ）と敬慕され た善導 （613− 681年）に つ い て は 、それ ゆ え に何

を中心思想 と して 取 上げ る か は苦慮す るとこ ろで ある。古来 〈五部九 巻〉の 著述 か ら、〈凡 入 報 土

論〉〈正雑二 行 ・正助二 業の 判釈〉〈称 名念仏〉な ど に っ い て 、幾 多の研究が なされて い る が、浄土

教関係疑 経典 の 思 想形 態 を探 る上で の 諸思想と して、強 い て 挙げる とすれ ば、〈五正行 （読誦 ・観

察 ・礼拝 ・称名 ・讃歎供養）＞
o°】

で あ ろ う。 就中、 「正 業」と して 〈称 名念仏 〉が 中心思 想で あ っ

た こ とは 彼 自 らが指摘 して い る が 、往生 の 行業 と して 〈五正行〉が重視 された こ とも銘記す べ き

で ある31害導に つ い て 、更 に本稿 と関係 して挙 げる べ き業績 と して は 、 浄土変相並 びに諸讃文の 著

述がある 。 中国仏教 に お け る大 きな研究分野 、それ も或る時代の 社会に根 ざした資料 と して の 諸変

相 、 諸讃文の研究 は ま さ しく中国 人の 信仰 の 発露 として描 か れ 、 作 られた と い う点で は疑経 典 と共

通 の地盤で問 われ る重要 な課題で あり、そ の解 明 は疑経典以一Eに中国仏教 の 実態 を示す資料で あ る 。

しか も敦煌文献の 中に は こ うした 資料が 新 た に豊富 に 兄出され 、 かっ その 中には浄土思想 に言及す

るもの も極め て 多 い
。 中国仏教 にお ける変相 、讃文研究の 重要性 を考 え るならば、善導の 業績は、

こ うした分野 か ら改 め て 評価 されるで あろ う92似上の 〈中国浄一lt三祖〉の 諸思想は、その 後の 宗学

に お い て念仏思想を中心 として精緻 に会通 されて い っ たが 、念仏以外の 行業の 何点か も認め られ た

わ けで ある 。

　最後に残された浄土第三流 、 慈愍三蔵慧 日 （680− 748年）に っ い て 言えば 、 今 日残 さ れた 資料 『往

生浄土集』巻土 （残存）か らみ る と、持戒 ・念仏 ・誦経 ・諸行 ・造像 ・写経 など を勧め てお り（
im

そ

れ故、諸行兼修 、 融合的浄土教 の祖と され て い る 。 中国浄土 教の 歴史は唐中期以 降、所謂天台系 ・

律系 弾 編 蛤 の 浄土教 と して紘 ・て い く． そ うした中で も数多 くの 浄土 教徒 が知 られ て い るが、
とくに 本稿 と関係 する 二 ・三 の 思想 を挙 1デれば ・法照 に よ る五 鯰 仏と諸盞飯 賑 明延 寿に よ 。 て

代表 され た諸 行兼修 （と くに それ まで には あ ま り認め られ な い 誦陀羅尼の 浄土思 想）蟹更 に は宗 暁
の 依用 した疑経 典 などが 留意 され よ う。

　以上、中国に お ける最 も代表的 な浄土教 家の 思想形態 をと く に 行 業論 を主 と して概 観 した 。 最
後 に なお補足 し窺 うべ き

一
、二 に つ い て 附 言 して お こ う。

　その 第一一
は 、 こ れ らの 代表 的浄土教家 が、中国浄土教 とい う大 きな分野 に お い て 、 如何 なる位置
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を占め る か とい う点で ある。中国浄土 教 その もの を荷 な っ た最高位の 人々 で あ っ た とい う点で は第

一位 に値す る こ と に は 異論ぱ な い に して も、こ と庶 民仏教 、大衆 の 願 い に よ っ て 現 われた浄土教関

係疑経典の 分野 か ら評価 した 場合に は 、 ま た そ の 立場 も自ずか ら異なる こ と を知 らねばならない 。 疑

経典 を引証 した思想家た ちで も述 べ た よ うに 、こ れ らの 人 々 も ま た その 時代を代表す る諸高僧 、 知

識 人で あ っ た 。 誰れで もで きる小豆念仏を説 き、七才の 童 にまで慕 われた道紳です ら、自己の 修道

生活 は厳 し か っ た と伝 えられて い るlis：1

それで ぱ 、こ う した諸高僧 とは異 な り 、

一般の 世俗 社会で 行

われ て い た浄上教は何で あ っ た ろ うか 。 こ の 場合、われわ れが知 る こ との で きる資料 として 諸往生

伝 の 、とりわけ在俗信者 の 行状 が挙げ られ るで あろ う。 しか しなが ら、こ うした庶民 ・大衆の 浄土

教 をこ こ で取上 げる ゆ と りはな い 、、先学 の 研究に 従 うと轡やは り念仏思想 （称名 ・観念）が中心 で

あ りなが ら善導の 〈五正 行〉に 相応す る言孺涌、観察（観法 ）、礼拝、讃歎供養、更に は懺悔、講経 、

写経 、造像 、 画 像などが 指摘されて い る 。 そ の 行業は い ず れ も代表的 浄⊥教家の 説 か れ た 諸思想に

認め られ る こ とで は同 じで あ っ て も、文 盲の 老女 、 殺猟 者など庶民 に よ っ て 信仰 さ れ た 浄土教で あ

っ たと い う点で は、疑経 典信仰 と共通の地盤で あ る こ とに留意す べ きで ある 。 第
．
二 は、敦煌浄

一1二教

の 歴史 を知 る こ と も重 要な分野 で あ る 。 浄土教関係疑経典資料と して 、 敦煌文献はす べ て の 点で 不

可欠の 条件 で ある こ とを再説 した が、こ の 場合、或 る程度 敦煌浄十教 の 大要を知 っ て お か ねばな ら

ない で あ ろ臥 ， しか しな が ら、本稿の 疑経典に お い て もそうで ある よ うに膨大な敦煌資料 はなお調

査 、整理 の 段階で あ り、その す べ て が なし終 えな けれ ば納得す る理解はで きな い で あろ う。 敦煌浄

土教 を総合的に取扱 っ た研究 は未 だ認 め られ ない ようで あ る ． こ こ で は、敦煌浄 ヒ教研究を意図す

る場合の 諸資料並 び に浄土思想 に関説 した従来の 研究 か ら
〔18】

数例 を挙 げる に と どめて他 目 に期 した

い 、，そ こ で 考え られ る諸資料で あ るが、第 1 に は中国浄土教 がそ うで ある よ うに、浄土教 関係経論

と り わ け く浄土三 部経〉の 写経状況 を調 べ ねばな らなV  こ の 中、「無 ．量寿経』「阿弥陀経」に っ い

て はす で に研究が 認め られ る し、本稿で も 目録 か ら知 られた 〈浄土 三部経〉の補正 は指摘 した99覧
2 に ぱ浄．上教典籍の 研究 が あ る 。

こ の 点に つ い て は 、法照 の 研究 をは じめ そ の 多 くは考察 されて い

る塑第 3 には敦煌写経の 跋文 ・奥書 に認め られ る浄土思想 が ある 。 た と えば、S4553 『大通 方広経』

（603年）、S2863 「観音経 』（684年）の 跋文 に は託生 西方無 量 寿国 （阿弥陀仏 国）が 願わ れ て い る望
1｝

こ の こ とより、浄土思想の 説 かれ な い 経典の 写経 を通 した願生思想 を知 る こ とがで きる望第 4 に は

前 に も述 べ た願文 ・讃文 に認 め られ る浄土 思 想 が ある 。 その 数例 は後 に 論 及 しよ う。

tlm
そ しで 第 5

に浄 f二教関係疑経典の 解明 も含まれよ う 体 稿 はこ の 点では 中国浄土教研 究の 極め て狭 い
一分野 に

す ぎない ）。 こ うし た 諸 資料 の 検索 、考証 を終 えて の ちに 、中国仏教 に お ける敦煌関係 の 諸事項

（た とえば訳経僧 、社会事情 ）を勘案 して 、は じめて敦煌浄 十教 の 全貌が知 られ る こ とにな ろ う。

そ して そ の すべ て が中国に 由来す る と い う点で は 、新た な中国浄土教 、 庶 民仏教 として の 浄 十教 を

示 す こ と に なる 。 その 数例 を知 っ ただ けで も、532年 「無 量 寿経 』
一

百部 の 写経 か ら、七世紀の 往

生願 文、八 肚紀 の 曇鸞 『讃阿 弥陀仏偈』の写本、善導の写経 、讃文 、 西方浄土変、唐中期の 法照 の 活

躍 、十 世紀 の 浄土 思想 な ど長 くに渉 っ て浄土 教が信奉 された歴 史 を認め る こ とがで き る 。

　 以上、中国浄土教の 思想形態 を概観 し 、 併 せ て
一、二 の 点 に つ い て 注意 し た 。

　浄十思想に 言及す る極め て 多数の 漢訳経 論 に お い て は 多種 多様 な思 想形想 を認め る こ とがで きた

が 、中国浄土教 に 及ぼ し た影響 と なる とや は り 〈浄土三 部経〉の 教説で あ り、と りわ け善導 に 代表

され る 『観無量寿経』の 影響が 知 られ た で あろ う 。 ま た 中国浄土教 の 諸思想 を通 して 、わ れわれは
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“
阿弥陀仏へ の 念仏 に よ る往生 “ の 教 えを中心概念 と して認め えたが 、そればか りで な く、 様 々 な

行業に よ っ て浄土信仰 が なされ た こ とも知 っ た 。 総 じて言 え る こ とは、日本浄土教 と異 なり、専修

　に浄 十教 に帰依 を した人々 か ら諸行兼修 の
．
つ として実践 した人々 、ただ単 に教理 に寄与 した高僧

 

か ら在俗無名の往生人 まで 、実 に 多種 多様 な浄土教徒が知 られ る の で ある。即 ち、中国浄土教の 特

徴は思想的 に も実践 的に もその ．多様性 に あ っ た と言 えるで あろ う。 それ で は 、中国撰述浄土教関係

疑経典の 思想形態 は、以上 の 浄上 教関係経論並 びに中国浄土教の 諸思想 と対比 して 、如何なる形態

を有 し、何が強調 され て い た で あ ろうか。かつ 疑経 典独 自の 浄土思想は 何で あ っ た ろ うか 。

〔1） あ く まで も中匡1浄土 教 の 思想形態概観で あ る か ら、各浄土 教家の 中心 思 想 が何で あり、それ が 他 の 思 想 と ど う係

　　わ っ て い るか な ど と い うこ と まで は 配 慮 しな い
。

一
般的 に は、教 判論、仏身論、浄七論、衆生 論、往生論、信心論、

　 念 仏論 な どが r・想 され る が、後 に 具 体 的 に指摘する よ うに （pp ．119、124）、疑経 典の 浄土思 想 に は 高邁な教説 が 説か れ

　 て い るわ けで ぱ な い し、精緻 な教理 を背景 と して 創作 された もの は少 ない 。こ の 点で も極 く表面 的 に 思 想形 態 を窺え

　 ば足 りるで あ ろ う。疑経 典創作 の 背景 に は、素 朴な阿弥陀 仏信 仰 と願 生思想が あっ た とい う前提で 、こ こ で は と く

　 に その た め の 行 業 を中心 に み て い こ う．

〔21 道端良秀 「支 那浄七教 の 時代区分 と そ の 地 理 的 考察」（『大谷学報』第16巻 第 2 号 ）、同 「中国の 浄土教 と玄中寺』

　 pp ．7− 14、前 月 「問 題 の 所在」（pp ．97− 98）参照。
C3） ＜資料 篇 ＞pp ．102、104。む し ろ、盧山流 の 浄土 教 に つ い て は、その 遺風を継 い で 唐代 末期 よ り明確 な形 を と り、

　宋代以 降 に 発展 し た蓮宗の 人 々 が重 要 で あ ろ。そ こ で の 諸思 想 に っ い て 、一々 取 hげ る ゆ と りは な い
。 小 笠原宣秀

　　「中国近 世浄 土教史 の 研 究 』参照 。

（4） 三 祖 の 伝 記 に つ い て は 、 野 ti俊静 『中国浄上 三祖伝』参照 。

cl5〕 、こ と え ば、藤原凌雪 r念 仏思 想 の 研究』pp ．17〔｝− 184、山 本仏 骨 『道 綽 教 学の 研究』pp 、　376− 409 。

｛6｝ L1体 教 授、前掲 書、　PP ．376− 380 。

｛71　〈資 イ斗篇＞PP ・102、　105、　本号 第 二三章第二 節PP ．93− 9．　5、，
〔81 大内文 雄 1

一
安楽集 に引用 され た 所謂疑偽 経 典一一

特 に
．
唯 無 三昧 経 ・浄 度 菩薩辛1 につ い て

．一
」（「大谷学報』第53巻

　第 2 号 ）、同 「安楽 集所 引 疑偽 経 典の 研究」（「印仏 研』第23巻第 2 岩
』
）な ど。

〔9匠 の 顕 著 な例 と し
．
（ 「＋彳t・1’．　s’　1．　1 の 布施 ・

孝順敬長 弓ヒ詣 な ど が挙脇 れ る．また 謹 綽の 世俗社会へ の 教化 は

　す で に 迦才 （『浄 土論』Jc　／E47 ・83中、98中）に よ ．
っ て 高 く評 ！rlliされ て L ・ る c 拙稿 「中国浄土教 にお け る社会意 識」

　 （「日本仏教常会年報 』第 35号 ）参照。
〔10｝ 『観 無 量 寿仏経 疏 』巻四 （大正37 ・272上 中）

　　　鮪 一柢 一
’ft一正 行 ・二 雛 行・言ll儲 薄 依 御 経 行 行者是 名疏 ． 賭 是也。一噂 言蒲甬此観経弥 陀経

　　　無量寿経 等、一
心 専注 思 想観察

「
「意念彼 国二 報荘厳 、 若礼即

一・心 専礼彼仏、若 口 称即
．一

心専称彼 仏、若讃歎 供 養

　　　
即一心 卑讃歎供 養、是名為正。又就 此 正 中、復有二 種 、一

者
一一

心 専 念弥 陀 名号、行住坐 臥不問時節久近 、念 念

　　　｛9捨者、是 名正 定 之業、順 彼仏 願 故 。 昔依福 甬等、即名為助 業 。

　　な お ・源
』1嬢 r善 導 教 学の 研 究 」〔NP，49年版）PP ．179− 208 参照。

α1唐 轍 学 蘭 ・ て・i＄・t孝擱 係驟 靴 騁 形態 鋪 で よ くs目応 す る鯉 と して ls．　 t一しろ 〈艤 分〉に 説 かれ

る思 想 描 る ・ た と えば 欟 念法門』「観 仏 三呶 」 で の 手械 念踊 糸罷、「五 種増上繊 一
巻且 こ の 部 分 に は 異 論

　
が あ る 。 望 月信 亨 『中 国浄 土 教理 史』p．184）での 十往生 経 、浄度二昧経 、淮務三 昧経の 疑 経 典をも引証 しなが ら示
す造 像 ・称揚礼播 華鱶 ・［1珂髄 ど幽

．
業 と その 艦 と し て 艇 年、滅罪 護 念 鰓 想 （大正47．23中、24

一
ド＿

　 25下、28中なと
t
）。

〔12構 導の こ う した諦 に
’
・）・v て は ・削 ・教 ・ 隔 す る百酸 楓 瀬 蜘 総合的 徽 の t妾。 、は じ め て 位 置 づ け ら れ

　る もの で あ ろ う。前 註 で の 問題 を 含め て 伽
一iに 期 した い 。

　　
な お・浄土 思想 に 誡 す 鐓 燉 剖 諦 墨文・願文 讃 文 な ど） ・ つ い て は く麟 篇〉，．1・1− 1。2、本聯 四 章

　第四節第三 項 p．126参照 。

〔13｝ 大正85 ’1237下一124・中・1242．1・中訟 お、黼 「舗 三轗 日 ・ 関す る 二、三 の 腿 」 （「印佩 F備 17飜 2
　号 ）参 照 。
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t14〕 塚本善隆 『唐 中期 の 浄 十教』

〔15｝ 『智覚禅師 自行録』（卍続 2 ・ユ6 ・1 ｝

〔16） 『続高僧伝』巻 二 〇 （大正50・593
一
ト
ー594E ）

〔17〕 小笠 原宣秀 仲 国浄⊥ 教家の 研究』pp，99以 下、と く にpp ．142− 153、

（18｝ た と え ば、塚本善降 「敦煌仏教 史概 説」ll西域 文 化 研 究 』第
一・、「塚 本 善隆著作集』第 こ巻：1、牧LU諦亮 「中国仏

教 に 鮒 る疑経 研究序説」 〔陳 方 学報』京飜 35蹴 小 笠原宜秀 「中世吐酵 浄 撒 の 信 仰 形 態」（麟 黠 東洋

　文 化論 集 』）そ の 他 『西域 文 化研 究］所収の 関係論 文 な ど。

Il19 　藤閏宏 達 『原始浄．牙：思 想 の 研 究 j　pp ，85．一一96、井 ノ ロ 泰淳 「敦 煌 本 『阿弥陀経』につ い て 亅（『宗 教研 究 』第177号 ）、

　小 笠 原 宣 秀 「仏説 阿 ll尓陀経解説」 （丁西域 虻化研究』第
・
）など 。

　 第
一章 第 二 節 P，　g3参照。

  　塚本善隆 「唐中期 の 浄一ヒ教』、佐藤哲英 1法 照 和 尚 念 仏 讃」（『西域 文 化研 究』第　
一．六 ｝、その 他 『西域文化研 究」

　第
一．

所収の 諸諭考 〔pp ．89− 107、204− 2C｝7）な ど。

（21｝　L．　Giles　： Descriptive　CaTalogue　of 　the 　Chinese　Manuscripts 　from　Tunhuang 　in　 the 　British

　N｛useum ，　 N 。 ，3151，醗 17A 〔PP 。85，161），「敦腿 誣1．総 目索引』PP ・168，204，牧 田博士・前掲論文・PP ・373−

　 374。

（22｝ （浄ゴ
』
経 典〉以 外の 景蚤典 〔「法 華経 』「金剛舷若｛a3，』『浬槃経 1 な ど 〕の 読誦、写経 に よ る往生 人 は よ くみ ら れ る 現

　象で あ る 。 小笠 原 宣 秀 1中国浄 ⊥ 教 家の 研究』pp ．145− ／46参照。

｛23〕 第四節第 「．項 参照。

  　こ こ で は 論 及で きな か ・
・た が、『観 無 量 寿経』の 詫釈 で 知 られ る浄 影 寺慧遠、天 台 大師 智 顎、嘉祥 ノく師吉 蔵 な ど 各

　宗 の 大 ・賭 が浄 土 教 の 組 、醸 践家 で あ っ た か とい うと 異論 が あ ろ う・r続剖 曽伝捲 八 ・＋
一・＋ 七 ｛1k正 50　’

　4S9下一492 「卜、513下一514下 、564−L− 「
J68 上 ｝、鎌 田 茂推 「浄影寺慧遠 の 思 想」 〔『中国 f！、教思想史』）、佐藤哲英『天

　 台 大師 の 研究 』PI），64− 66、555以 下、望 月信 ？ 『中国浄 十 教理 史』pp ．89− 126な ど 参照。

第三 節　疑経典の 思想形態概観

　前節 まで に お い て 、浄土 教 の 分野で 問題 に す べ き浄土教 関係経論並 びに中国浄土教 にお け る思想

形態 につ い て概略理 解 したが 、本節で は疑経研究の 分野 に 創 する思 想形態 につ い て 大略知 っ て お こ

う。

　と こ ろが 、こ の 問題 に 関 して は必ず しも長 い 歴 史の 中で研究 さ れ て い た わ けで は な い 。 疑経典 を

取扱 っ た記録 と しては、古く 「道安録」 か ら 冂本浄 L教の 経典疏鈔 月録 に至 るまで 、その 時々 の撰

述意図 を異 に しなが らも続い て い るが、こ れ らは あ くまで も目録 と して の 評価で あり、疑経典 その

も の の思想 につ い て 考究 した研究 と なる と望 月信亨博士 な ど の 近代以 降に な る 。 こ こ で は、先 に倣

つ て すで に指摘 した疑経研究の 中か ら1i）と くに思想形態 を論及 した一、二 を紹介 し 、 併せ て 浄土思

想の 認め られ る疑経典 を添記 する こ とに よ り 、 疑経典の 思想形態概観 と しよ う。

　そこ で 、まず望月信 亨博士 によ る
一

連 の 疑経典 に 関する研 究論文 か ら思 想に関す る論考を本稿で

取扱 う諸資料 を添 記 して 取上 げると碆
1

　道儒二 教 との 調和……須弥四域経 、須弥像図山経、浄度 三昧経、薬師瑠璃経 、続命経。

　 時の 王 者等 の 批判

　僧俗の 戒儀……善信摩祝経

　新 奇の 説を仏説 に借 り、自己の 所信 を鼓吹

　 如来 蔵の 教義……占察経 、大仏頂首楞厳経

弥陀関擬 偽経 一 訐 皇帝功徳尊経 藻 師蘇 光経 髄 願 ＋方削 ・往生経 預 弥四域経汁 往
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　　　　　　　　　　生 阿弥陀仏国経、阿弥陀仏覚諸大衆観身経

　 観音関係の経……観 世音三昧経 、高王観世音経

　 弥勒関係の経

　 地蔵関係の経……地蔵菩薩経

　 閻羅土関係の 偽経 ……浄度三昧経

　 閻羅王思想 と地蔵信仰の 結合……預修十王生七経

　 仏 名経……仏 名経三 卜巻、大通方広経

　 善悪因果関係 の 経
．

　 世界成立関係……須弥四域経 、須弥像図 山経

　 未来記関係

　 ト占関係……占察経

　 呪 術関係

など
3 ：

が指摘 されて い る 。
こ うした 内容並 びに 創作意 図を知 る と、われわれは 、一方で は 高度 な仏

教教理 を主 とした もの か ら、俗信 ・迷信 に由来 した様 々 な思想形態を認め る こ とがで き、疑経典 を

通 して 、仏教教理の影響だけで な く、 従来の漢訳真経 に は認め られ ない 思想、或 い はそれ を要請 し

た社会背景に 気づ くで あ ろう。

　 こ うした従来の 疑経研究 をふ まえ なが ら、敦煌文献の 発見に よ っ て新た に知 られ た （常に 仏教 の

．k流 か らは排斥されて い た ）疑経典 を総合的 に取 扱 い 、民衆仏教の 本質、社会の 実態の 解明 を意図

された牧田諦亮博士の 研究で は 、と くに 「疑経撰述の 意義」
〔4，i

に つ い て 何点か論及 され て い る 。

（1） 主権者の 意 に副わ ん と した もの

  　主権者の 施政 を批判 した もの

（3） 中国の 伝統思想 との 調和 や優劣を考慮 した もの……須弥四域経 、須弥像図山経

（4＞ 特定の 教義 、 信仰 を鼓吹 した もの ……仏名経 、大通方広経 、地蔵菩薩経 、閻羅王経 、観 世音三

　昧経 、 救苦観世音経

（5） 現存 した特定の個人の 名を標 した もの ……高王観世音経

  　療病迎福 などの た め の 単 なる迷信 に類 す るもの

　と分類 し、その典型的 疑経 典 に っ い て論証 され るS5）もとよ り疑経典 に よ っ て は単純 に
一思想 の み

を強調 しただ け には とどまらず、前の分類で再出され た例で 知 られるよ うに 諸思想の 数種 を包括 し

た形態もあ るわけで 、こ の範疇に限 っ て 制 限 さる べ きで は ない が、以 一ヒの 論考を通 して疑経典 の 諸

思想の 大略 を知る こ とがで きるで あろ う。

　それで は、こ の ような総合的分析の 中に お い て 、浄土教 関係疑経典 はどの 範疇に類す る もの が多

い で あ ろ うか 。 こ こ で そ の
一

、二 に つ い て 知 っ て お こ う。 望 月博士の 指摘 した弥陀関係疑経典 を論

外としても、なお教義 ・信仰に属する疑経典 に多く認め られる点 がある 。 こ れ は何 らか の 他の 思 想 と併

信の 形で信仰 された こ とを意味する。若 しその他の思想が走来 の 漢訳真経で は認 め られ な い 形態で あ っ

た ら、ど うで あろ うか 。 それ を浄土教関係疑経 典の 独 自の 思想形態と見做す こ とは後に 立証 される

で あ ろ うS61次 に両研 究 に共通 して い る点 と して 、時の 主権 者に 関す る疑経典 に浄土 思 想は認 め られ

ない 点が ある。そ の 代 表的経典 と して 仁王 経 、梵網経 な ど を知 っ て い るが、そ こ に は浄土 思想 ぱ認

め られ ない 。浄土思 想の 内容 が こ うした経典 の 思 想に 援引で きない 性格の もの と考 え られよ う。 そ
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れ とは逆 に 両研究で は、伝統思想 との 調和 を指摘 して い る。とくに 、道教の 増寿説、或 い は俗信 と

して の 護符的意義の 疑経 典に認 め られ る こ とを知 れ ば、浄土教の 庶民性、大衆性 に 気づ くで あろ う。

また 、わ れ われは 、 増寿 ・護符的 効用 か ら浄土 教 の 主仏 、 無量寿 ・阿弥陀の 名称 が関係す る こ と を

後に知 るで あ ろ うc

　創作意図 を異 に し 、 思 想形態 を異 にす る 多くの疑経典の 中で 、浄土思想は その意 に適 っ た形で援

用 され改変 され た と思 わ れ るが 、 その 具 体的形態に つ い て は次節で 考究 しよ う 。

1：11　〈資 粒卜篇 ＞　pp ．1／1− 113

C2｝ 望月信 亨 f仏 教経 典成 、更史論 』pp．339− 359。

　　た だ し、噂士 の 論及 は 諸思想を明 瞭 に 分類 して 列記 さ れ た の で は なく、疑偽経 論 の 総 説の 中で 指 摘 され た もの で

　あ る。従 っ て、こ 二 で は取意抄出の 形をと っ た 。 該 当 す る 疑 経 典 は本稿 で 取 扱 うも の に 限 っ た 。 なお （資 料篇 〔pp ．

　ll2）冫で は、日本撰述浄土 教関 係疑経 典 も含 め た が 、こ こ で は 省い た 。

［31） その 他 、各章 に お い て 考究 さ れた 疑経典 と して は （望月博士、前掲書1、

　　道 教 及 び俗信関係の 疑偽斈呈一・・浄度三昧経、1’往生経、薬師瑠璃絳、大潅頂経 （pp ．404− 424　．）

　　如来蔵并 に 密教 関 係の 疑 偽経……占察経、大仏頂首楞厳経 、千臂千鉢 曼殊 室 利経 （pp ．485−−509、519− 531 ）

　 が詳述 され て い る 。

［4 ］ 牧田 諦 亮 r中国 μ、教 に お け る 疑 経 研 究 序 説 」 五 、疑 経 撰述 の 意義 （『東方 学 報 』京都　第35冊 pp ．366− 387）。

　博十 は それ ぞ れ の 事例 と して iri！経 か を挙 げ、具 体rr勺に 撰述 の 背景と その 流 伝を考 証 さ れ る が、こ こ で は浄 十 思 想 に

　言及す る当該経典の み 挙 げ た っ

　　な お、〈資料篇〉疑経 研 究 の 紹介 （p ．112）で 1よ 、矢 吹 慶 輝 博十 の 業績 を指摘 し た が 、思 想 そ の も の に 論 及 し た個

所砂 な い た め に、こ こ で ；よ省略す る ． と く に 溺 ・思 想 に 関 す る 言謎 は r鳴沙余 韻 解 説 』（　li．　 PP ．116− 118）が あ

　 る。

151 その 他の 木稿の 思想 に 関係 す る 論 及 と して は、道 綽の 引証 疑経典 〔前掲論 文、pp．344−一一345）、護符的 な 意義……

　勧 善経 、新菩薩経 〔p ．387）、道教の 増寿益算
一 一浄 度 ； 昧経 、続命経 （pp ．　388

− 389）な ど が あ る 。

il　6） 第四 節第三 項 pp 、122− 123。

第四節　浄土教関係疑経典の 思想形態

　　第
一

項　 く
一

覧表〉よ りみた全体的特徴

　前節 まで に お い て 、われ われ は浄土 教関係漢訳経 論、中国浄土教 、そ して 疑経典に認め られる思

想形態 の 大要 を理解 した，， それで は 、こ うした様 々 な思想形態 を背景と して 、浄土教関係疑経典は

こ れ らの 思想 と どの よ うに係 わ り、また独 自の 思想 と しては 何が 表わ れ て い る の で あ ろ うか。本研

究に お い て、諸資料の 検索と考証が第一の 意図である とした ら、第二 の 意図、思想形態の 諸様相に

っ い て 考察 を進め て い こ う。

　そ こ で 、 まず最初 に な さ ね ば な らな い 、と い うよ りは浄土 教関係疑経典の す べ て を漠然 と前に し

て い る と き、諸資料 自体が 自ら示 唆 し て くれ る全体的待徴の 何点 か に っ い て 論及 しょ う。

　まず、こ の 〈
一

覧表〉を疑経研 究 全般の 、ヒ場 か ら鳥瞰す る と き、第
…

に は浄 1：思想 に 言及する疑

経典の 極 め て 多い こ とが実感 と して 感 じられ る。現 存疑経典 の 実 数 が ど の く らい で あ る の か 、その

お お よ そ も知 られず！1〕ま た 本稿で の 浄土教 関係疑経典 の み ならず 、比較的 多い と思わ れ る観音関係、

弥勒 関係疑経典 な どの 総数 も寡聞 に し て 聞 い て い な い の で！
2）
その 割合を計 る 目安は ない 。 試み に 、

本稿 で も多大 な裨益を うけ た 牧 田諦亮 博士の 敦煌出土 疑経典の 索引に よ る と 152経 が挙 げられ、そ

の 中浄十 教 に 関係す る の は 33経 で あるS3｝更 に 本稿で新 た に 取 扱 っ た もの は 25経で あ る か ら、数 部の

重複 を差 引い て も極 め て 多 い こ とが判明する u 藤 田宏達博士 〈
一一覧表〉 に よ る浄 十思想に 言及す る
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漢訳経論の 場合、大乗の 経論お よ そ1350部中の 290部 、 約 5 分の 1強に なるか ら　！4）それに較 べ て も

割合で は 疑経 典 の 方が は る か に浄土思 想 に 言及 して い る こ と に なる 。 こ れ をもっ て して も如 何に浄

　．ヒ思想 に 言及す る疑経 典が 多い か知 られるで あろ う。 古人の
こ

諸教の 讃ず る と こ ろ、多く弥陀に 在

りt5）の 言葉は疑経典に お い て も生きて い る。 しか も疑経典で ある が ゆえに、中国の時代社会に浄土

教が 如何に 浸透 して い たか が諒解 されよ う。

　 と こ ろで 、 こ れ らの 疑経典 に認め られる浄一L思想の 比重 を、経典の 構成上 か らみ る と、浄土思想

を主要 として創作 された疑経典が極め て 少 ない と い う第二 の 特徴が指摘 され る 。 本稿で指摘 した浄

土思想 を主要と した疑経典は六 部で あるが、阿弥陀仏国へ の 十往生法 を中心 に構成 され て い る 『山

海慧菩薩経』『十往 生経』 の 広略二 木は ま さ し くこ の 範疇 に値 い す る に して も、『阿弥陀仏説呪』 2 本

に つ い て は真偽が定め難 い し、「念仏超 脱輪廻捷径経』「極楽願文』は願文、讃文の 範疇に属 し、 経典

とい い 難 い 。 した が っ て 、 6 部 の うち4 部は い ずれ も厳密な意味で経典として扱 うには問題があり、そ

うす る と残 り僅 か 2 部、それ も同種の 異本 と い うこ とに な る 。 こ の 点 を口本撰述浄土 教関係疑経典

に比較す る と 、 その 特徴は一
層顕著 になる 。 本稿で は、日本撰述 と見做 され る疑経典 と して 14部 〔6｝

を摘出した が
、 その 中、 5 部は浄土思 想 を中心 に 構成 された 疑経 典で ある。 即 ち、14分の 5の 比率

で あるの に対 して 、 中国撰述 として取扱 っ た 疑経典の 総数は55部で ある か ら、その 比率は殆ん ど無

い と い っ て もよ い で あろ う。 また 、こ の 特徴 を逆 に解せ ば、一部 に 浄土思想 の 認め られ る疑経 典 が

圧倒的 に 多い とい うこ と に なる 。 そ して こ の 点か ら言え る こ とは、中国仏教 全体の 中で浄土教 ぱ疑

経典をそれだけで創作する程の 力は なか っ た が 、しか し浄土 信仰その もの は社会に お い て幅広 く信奉

され て い た こ とを意味す るで あろ う。

　 こ の ように浄⊥ 思想を主要 とした疑経典 が極 め て 少 ない と い う特徴 に関連 して 、 第三 に指摘 され

る点と して は、所謂 く浄上三部経〉の 影響 が弱 い と い う特徴 が挙 げられる 。 日本撰述浄土 教関係疑
経 典 をみ る と き、われわれ は経題 、仮託 された 訳者 、 その 思想内容の い ず れか らみ て も、 〈浄土三部
経〉を抜きに して は成 り立ちえな1 ・強烈 な影黝 鎔 剔 ・知 る ・ とカ・

’
で きるが！・・

幗 鰹 典 喉 して

は、浄土思想を主要 と して構成 された唯
一・

の 〈卜往生経〉に っ い て も 〈浄土三 部経〉の 影響か ら創
作 され た もの で は な く諭 し狆 国耻 教の 多様性 1・相応す る 儲 行往生 （樋 の 曲 去D 嘱
す る疑麒 で あ る ・ ま た・その他の 疑糸腆 をみ て も、fonhft は経 題か らも、 数少な 、板 託 された

訳者に つ い て も全 く ＜浄土三 部経〉の 痕跡を読み と る こ とはで きな い
。 しか し 、 こ の こ とは中国撰

述疑経 典 に 〈浄土三 部経〉の 影響が全 くない と い うの で は な い
。 後に指摘す る ように

c8）
中国 に お い

て も 『無量寿経』『阿弥陀経』の 明らか な転用 の 何例 か を認め る こ と がで きるが 、 日本撰述疑経典に

与 えた励 て大 きい く浄土三 部経〉の 影黝 、 更 に 広 信 えば、日本浄土 教 にお 1ナる 〈浄土三部経〉
の 比重に較べ て、中国に お い て は極め て 少 ない と い う点 に一一

っ の 特徴 を認める こ とがで きるで あろう。

全体的 特徴 と して 気づ 備 四 と して は 、菩薩と縁 りの ある経題 が 多い 点で あ る ． 試み に そ うし た

題名を挙げ て み る と、

観舘 薩関係 ：観 Lt9三 昧経 滴 王観 世音経 激 苦観賠 経 清 頸観 自繕 薩邨 它羅尼経 金剛

　頂経諭伽観 自在如来修行法 、観 世音不空羂索王 心神呪 。

その 他の菩薩 ：凵晦 儲 薩経漕 鷺 薩説証 明経 繕 醗 、地館 醗 漕 嬉 薩彳t願王品 、

　普 賢菩薩行願王経、曼殊室 利千臂千鉢大教王経 、 弥勒 所 問経 。

な どを挙 げる こ とが で き る 。 更 に 内容的に関係す る仏 ・菩薩な ど として は、
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八 大菩薩〜潅頂百結神王護身呪経、善王皇帝尊経

二菩薩〜続命経 、須弥四域経 、須弥像図山経、 f二 遊経 。

普広菩薩 〜随願往生経

薬師瑠璃光仏〜潅頂抜除過罪生死得度経

諸仏諸菩薩〜 〈仏名経類〉

その 他〜大仏頂如来首楞厳経、大聖毘沙門天王経、大仏項如来頂髻 臼蓋陀羅尼経、惟 務三昧経 （閣

　　　　羅王）、 閻羅王授記経 。

が重要な役割で登場す る 。

　こ れらの 経名並 びに 内容を通 して 知 られ る こ とは、疑経典 に認め られ る浄＋思想は菩薩信仰 と非

常 に密接 に係わ っ て 説か れて い た とい う点で あ る。 もとよ り こ の 特徴は疑経典独 自の もの と い うわ

けで はな く、漢訳経論 にお い て も認め られ るが ！
9）

しか し全体的比率 からみると疑経典の 方が菩 薩信

仰と結びっ い て認められる傾向の 多い こ とは納得で きるで あろう。 また 、 浄土思想 に限 らず、疑経典

全体の 特徴 と して も観音関係、弥勒 関係、地蔵関係 、 閻羅王 関係、仏名疑経典の 多い こ とは知 られ

て い る が   更 に そ うした菩薩信仰に は浄土思想が密接 な係 わ りを有す る こ とが 全体的特徴 と して認

め られる 。 こ の 点と
一

部 に浄土思想の 認め られ る疑経典が 多い 上述 の 特徴 を勘案すれば、融合的性

格 を有す る こ とが予想 され る 。 そ して 、
こ れ ら菩薩信仰 と結びつ い た浄土 思想の

一
々 を調 べ る と、

そ こ には 従来の 漢訳経 論 、 中国浄土教 には認 め られ な い 疑経典独 自の 様相が指摘される 。 こ の 点に

つ い ては第三 項で更に論及 しよう。

　 〈
…

覧表〉よ りみ た全体的 待徴 と して 、表面的に み ただ けで も以上の 点に 気づ くが
、

こ れ を少 し

詳 しく仏 名 ・仏 国上 名などの 関係用語 につ い て 考えて み ると 、 仏 名と国土 名を比較 して極楽（安楽）

などの 国土 名が極めて少な く、仏名、それ も 「阿弥陀」「無量寿j の 名称が圧倒 的に多 い とい う第五 の

特徴 が指摘 され る。こ の 特徴に 関す る要因 として は何点か が考 えられ るが 、 こ こ で は巨視的に とら

えた場合の 二 、三 を挙げよ う。 まず第一の 常識 的理 解と し て 、阿弥陀仏信仰に較べ て、その 仏の 現在

する極楽往生信仰が同等の 力で浸透 して い なか っ た 点が 挙 げられよ うSll）
　L か しながら 、

こ の 傾 向も

疑経典独 自の 形態 とい うの で は な い 。 前 に考察 した浄土 教関係漢訳経論、或 い は藤 田博士 〈一覧表〉

に よ るその他の経論 をみて も
（lx
国土 名が少 な い か ら、こ の 特徴 は浄土 教関係経論の 全体的特徴 と考

え るべ き で あ ろ うが、と くに疑経典の 方が こ の 傾向が強 い の で ある 。 浄 十二に言及す る疑経典は 十四

経 （西方の 語、欠本経 も含む）、浄土の みを記述す る疑経典に 至 っ て は 「潅頂百結神王護身呪 経』「西

方往生」、『地蔵菩薩経』「極楽」 など極め て 少 ない 。 従 っ て 第
一一

の 要因 と して 全体的に 阿弥陀仏 信仰

が強 く、極楽浄土 信仰 が極 めて弱か っ たこ とが予測 され る 。 第二 に 、仏名、それ も 「阿弥陀仏」「無

量寿仏」の 用 語が圧倒 的に 多 い とい う理由に つ い て は、検索の 際の 査定に 問題が あ る 。 浄土教の 主

仏、阿弥陀仏 の 原語は Amit五yus （無量寿）、　AmitEbha （無量 光〉の 二 つ で あ り、漢 訳 され る場合は

音訳語 と して の 阿弥陀、意訳 語 と して σ）無量寿、無量 光で ある とい うこ とを知 っ て い る鯉しか し、

実際 に 阿 弥陀仏 名を記述す る諸経論 を調べ て み ると 、 疑経典 に限 らず、無量光で 査定 さ れ た 阿弥陀

仏 の 資料が極 め て 少な い 。 即 ち、今 日知 られて い る藤 田博士 〈一覧表〉、並 びに 本稿で査定 し た疑

経 典 〈
一

覧表〉 をみ ると 「阿弥陀」「無量寿」の 語が圧倒 的 に 多い わ けで ある 。
こ の 最も大 き な理 由

と し て は 、無量光仏 が阿弥陀 仏 を明確 に示 すこ とを立証す る決め手が な い こ とが挙げ られ よ う。わ

れ われ は、無量光の 原語と して Amit 互bha （厚od −dpag　med ）で あ る こ と を知 っ て い て も、漢訳経論
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の 場合にその 梵蔵本がなければ原語を確認す るこ とはで きない し、無量光 と訳 された仏名を認め て

も、 そ の 原語 が全 く別 な可能性 を有す る か らで あ る望従 っ て 漢訳経 論 に認め られ る無量光仏の こ と

ご とくが 阿弥陀仏を示すとは規定で きない の で ある95それ に 対 して 、阿弥陀 ・無量寿と漢訳 された場

合 、 極めて 少な い 例外 を除 い て 押浄土教の 主仏 を示す こ とは誤 りが ない で あろ う。 訳語 に関 して は

イ ン ド浄土教の研究に と っ て 重要で あるが、中国浄土教 の基礎的資料と して 考えれ ば、また 別な配

慮が必要となる 。 中国仏教徒 に と っ て は、その原語 を知 っ て 阿弥陀仏信仰 を抱 い たの で は なく、 そ

の 原語とは 係わりな く阿弥陀 ・無量 寿 ・無量光 とい う仏 名が 説かれれば 、 浄土思想と見做 し た こ と

が充分 に 考え られ る の で あ り、こ うした諸例 に つ い て はすで に 考究 した と お りで ある即以上 の よ う

に 「無量光」の 用例 が少ない 理 由と して 検索の 際の 査定 に難点があ る こ と が 考え られ るわけで ある 。

全体的特徴の 第四 と して 指摘した仏 名、それ も 「阿弥陀」「無量寿」の 用語が 多く、「無量光」、「極楽」

な どの 国土 名が極めて 少な い 点にっ い て 、 第
…

に 阿弥陀仏信仰の優位性 、第二 に訳語の 問題 を取上

げた 。 更に第三の 要因 と して は、中国人の 思惟方法と して 「阿弥陀」「無量寿」の 言葉 が好 んで 用 い

られた と い う点 を挙げなければならない で あろ う。 と くに疑経典 に お い て はその 創作者 たちに と っ

て最 も好んだ言葉が用 い られ るわ けで あ るか ら、中国人の 思惟 方法 には考慮す べ きで ある。 こ の場

合、中国人 にと っ て 全 く意味 を持た ない 呪術 力な力を持 っ 「阿弥陀」
tls
、或 い は代表的中国思想の

一

つ で あ る神仙思想の 長生不死 と相応す る 嘸 量寿」の 言葉 が、おそらく非常に 好まれた とい うこ と

は容易に 予想 され るで あ ろ う。 われ わ れは中国思想全体の 特徴と して 、こ うし た傾向の あ る こ とを

す で に諸論 考を通 して教 え られて い る鯉

　以土 、中国撰述浄土 教関係疑経典の 全体的特徴の 諸点に つ い て 考察 した 。 こ の よ うな特徴 が若 し

妥当で あるなら、われ われは それが中国浄土 教 、 更 に は中国思想の 全体的傾向 と実に よ く相応 して

い る こ と に 気づ くで あろ う。 まず 、 浄 ll思想に 言 及す る疑経典 が極め て 多い に も拘わ らず、浄土思

想を主要と して 構成され た疑経典は殆んど なく、一部分 に認め られ る疑経典の 圧倒 的に 多い 点と、

〈浄 圭三部経〉の 影響が 日本撰述疑経典 に 較べ て 極めて 少 ない とい う特徴 は、中国浄土 教の 比 重が

中国仏教全 体の 中で は、それ を巾心 と した疑経典がで きる程際 立っ た もの で は な か っ た 。 し か し 、

阿弥陀仏信仰 そ の もの は社会に お い て非常 に幅広 く信奉さ れて い た 。 次 に 、阿弥陀仏信仰が極楽往

生 信仰 へ と結 びつ かず、「阿弥陀」 「無量寿」の 用語の 多い と い う点は現実的傾向の 強 い 、呪術 的 、

不死 を願 う巾国思想 と相応す る こ とが考 え られた。 こ れ らの 諸点 は漢訳真経 に も共通 して い たが 、

と くに疑経 典 に顕著で あっ た こ とは、お そ らくそ の 創作者た ちは教理 的 に 、或 い は意図的 に作 り上

げた の で は なく、社会的要請、大衆の 側 に 立 っ た素朴な願望 と して 現 われ た もの と して 忘れ て はな

らない で あろう。 こ れ ら全 体的特徴の 何点か に っ い て は 、 更 に 具体的思 想形態 を論及す る こ と によ

り．立証 され るで あ ろ う。

〔1） 従来の 疑 経 研究 に お い て 、経 録 の 部 数 に は 論 及 して も、現 存 疑 経 典 の 総 数 を 指摘 し た もの は認 め られ ない よ うで あ

　る。小 野 玄妙 『仏 教経 典 総 論』（『仏 書解 言見大辞 典 』巻十 二、pp．468− 469 ）に は 103経 を挙げるが、今 凵では は るか に多 く

　基 準 に な り難い 。

〔2｝ 望 月信亨 『仏 教 経 典成立史論』（pp ．352− 355 ＞で は 、弥 陀 関 係 9 経、観 音 関 係 11経 、弥勒関 係 11経など を挙げる

　が、凵 本撰 述も含 む 代 表 的 疑経典 で 目安 に な らな い 。
（31 牧 田諦亮 「中国仏 教 に お け る 疑 経 研 究 序 説」 （「東方学報』京都　第35冊）〔本論文中の 疑 経 索引〕。

　　た だ し、同一経 典 を名称 に よ っ て 再出 （た と え ば、潅 項経、潅頂抜 除過 罪 生死 得度経 、薬 師 瑠璃 光 経、十方 随 願

往 生経 ・緲 轣 な ど域 い は繍 （た と え ば汰 乗起黼 、武后 登 極 讖 疏 な ど ）も含 ま れ る か ら渓 魏 娯 なる 。
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　 本稿で の 疑経 典 も同様 に 数 えた。

（4〕 藤 田宏達 1原始浄土 思 想の 研究』 pp ．136一ユ61、と くに p ．138。

〔5）　 『止観輔行弘決』巻
一
： 湛然 （大正46・182下）。

〔6｝　＜資料篇＞ pp ．141
− 145、木 号 第

一
章 第一

節 pp ．79− 80。な お、目本撰 述浄土 教 関係 疑経典 の 思想形態 に つ い て

　は 別 に 考察 した 。 「日本撰述浄⊥ 教 関 係 疑 経 典 の 諸思 想」（古田 紹欽編 『日 本 仏教 σ）社 会 的 機 能 に 関 す る基 礎 的研 究 』）。

〔7） た と えば、経題 と して 『九 「顕主生 陀 羅 尼 経』『無量寿如来至 真等i［，／覚経』〔〈無量寿経五 存七 欠〉の 第三 欠本経 の題

　名 ）『四十 八 願阿弥陀経』、仮託 さ れ た訳 者 と して は東 晋法力、曹魏東僧鎧、宋元 嘉中畳 良耶舎 な ど、思 想形態 と し

　て は く九品 思想〉〈十二 光仏〉〈法蔵菩薩〉『阿弥 陀仏 根 本秘 密神呪 経』（「阿 弥陀 経 』全 文 挿入 ） な ど。

〔8）　第二三亅頁 pp ．／21− 1220
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

〔g） た と え ば ぐ無 量 寿経〉の 対告衆 は 阿難 か ら弥勒 に 代 っ て い る （SukhE・vatFvyEha ，　 e⊂L　 par 　A．　Ashikaga ，

　p．　130、2P．7ff。『無量 寿経」大正 12・278上以 ド、　『大阿弥陀経』大正 12・307下 以下、『平等覚経』大正12 ・289

　中以 ド、『無 量寿如 来会』大正11q 〔〕0 上以下、『無量寿荘厳経』大［】ヨ2 ・325 中以 下。た だ し、この 個所 は構成 lt問

　題 が あ る 。 藤 田博士 、前掲 書、pp173
− 175）。

　　ま た、藤 田博士 く．．・覧表：〉 の 経名をみ る と 『抜陂菩薩経』 以下 「菩薩」の 語 を用 い る経典 は 5〔〕部程 で あ る u

〔10）　望月博 f’：、前 掲 書、pp．352
− 355。

（11｝ こ こ で 浄土 思想を阿弥陀仏信仰と極楽浄土 信仰 の 二つ に 分 け る こ と に は異 論 も あ ろ う。わ れ わ れ が
一

般 的 に 理 解

　す る概念は 阿弥陀仏 と極 楽 とぽ 分離 され る もの で は なく、
こ

か し こ 〔極 楽〕に、ア ミ ターユ ス と 名づ け る 如 来、応

　供、正等覚者 が、い ま住 し、と ど ま り、時を過 ご し、そ して 法 を説 い て お られ る （ta しra 　amitayur 　 nama 　tath
一

　乱gato
’
rhan 　sarnyaksambuddha 　etarhi 　 ti

：“lati 　 dhriyate　yapayati 　dharman　ca　desayati ．Suhhav ∂ttv ＿

　y勲 α 『梵蔵和英合檗浄土 二 部経』p．196、9e．3 − 5。「阿弥陀経』羅f十訳、大正12・346 下 。『称讃浄土 仏摂受 経 』

　玄奘 訳、大止 12・348下。その 他S漉 々伽 α ’τv 顕 加 をd．par 　A ．　Ashikaga．　 p．26、4ゑ 1：3− 15、　（無量 寿経〉大正11 ・

　95下、同 12・270上、321 ド、な お、“藤 旧宏達 『梵 文和訳無量 寿経 ・阿 弥陀経』 pp．81、158、206参照）
”
の 文で 代表

　 さ れ る よ う に 不離 の 形 で 考 えて い る か らで あ る 。 従 っ て 、別 な 表現 をす れ ば阿弥陀仏信仰 が あり、その 浄 土 と して

　 の 極楽思想が 附随 し て い る とい うべ きか も 知 れ な い ．こ の 表現 で は極楽浄土 信仰 は 当然 の こ と なが ら少 ない 傾 向 に

　 ある ヱ とは 納得で き る ． い ずれ にせ よ、仏 とその 浄 土 は分離 で きな い も の で あ る 。 し か し、こ こ で 強 い て 二 つ に 分

　 けて 解釈す る の は、阿 弥陀仏 信 仰 が極楽思想 と結びつ か な い 事例 、単 に 独 自に 説か れ る だ け で な く、阿 弥陀 仏 信仰

　 に よ る 極 楽往生 以 外 の 果 報、或 い は 他 の 仏、菩薩信 仰 に よ る極楽往生信仰 の 事例 を認め るた め で あ り、こ の 場合 に

　 は 分け た 方が 理解を容易に す るか らで あ る。こ の こ と は第二 ・三項で 納得す る で あ ろう。

（IM　第
一

節（pp．98
−一・101）で 扱 っ た 具体 的 記述をみ れ ば浄 十 に 関す る教説の 少 ない こ とは納得で きよ う。

　　 藤田博
．t： 〈一覧表〉で は 仏国土 名の 頻出 数 は 不明 で あ る が 、 29．　0部の う ち、仏 名 と 仏国土 名 記載 142部、仏 名の

　 み 109部、仏国＋ 名の み 39部で あ る 。 よ っ て 仏国 土 名 記載 の 少な い こ とが 知 られ よ う。

〔13〕 し か し、そ れ以 外の 訳 語例 が 全 く ない わ け で は ない 。藤田宏達 『原始浄土 思 想の 研究』 pp．287− 306、 拙稿 「菩

　 捷流支訳 『fム名経 』 の 構成 に つ い て 」 〔『印 仏研 』 第 24巻 第 1 号）。

〔14）仏名に は 光II月で 表わ され る こ とが 多 く、その 中に は 無 量光 と訳 し うる 原語 も あ る。た と えば、　Amitaprabha ，

　 Ami しaprabl1 五sa ，　Asam 互ptaprabha ，　Sukh5vai．加 y勧 a，（色d　par 　A ．　Ashikaga，　p．27、ゑ215− 16、　p，47、　e ．4
，

　 p．61、ゑ 13） な ど所謂 ぐ無 量 寿経 ＞ y二 光 仏の 異 称を含 む 仏 名で あ る が 、若 しこ れ らの 仏 名が別 な個 所 に 出て い た

　 と した ら、「無量光」 と訳 す可 能性 もあ る。 『無量寿荘厳経』で はAmitaprabha （Sukh．p ．61、42．13）を 「無 量 光」（大正

　 12 ・325
．．
ド） と 言尺す。

〔15｝ そ の 顕 著 な例 と して 数 千の 仏 名を列記 す る （仏 名経〉 が 挙げられ るで あ ろ う。

〔16｝ た と えば、『無量寿宗要経』の 主仏 はAparimit 毒 us ！無 量 寿 〉で あ り、

　865 中、Tibet 本 ：hod−dpag　 med 、異 本 二無 量 光 な ど ）は 菩薩 を 指 す。

an 　〈資 料 篇＞ PP ．　110
− 118、本 号 第二 章PP ・敬 86・

〔凶 　た と え ば 「弥 陀」 の 用語 は 原 語 か ら考 え れ ば 全 く逆の 意 味 に な る。

『陀 隣尼 鉢経』 の 「阿弥 陀」（大 正21・

債 料篇） PP．115
− 117参照。

〔lg） た と え ば、津 田 左右 吉 『シ ナ 仏 教 の 研 究 』 pp ．53以 下 、中村元 『東洋 人 の 瀏 隹方法』選集第 二 巻、pp ．124以 下、な

　ど。更 に 塚本 善 隆博士 は造像銘 の 調査 よ り、「無量寿 か ら阿弥陀へ 」の 変 遷を論証 さ れた （「竜 門 石 窟に 現 れ た る北

　魏仏教 」『塚 本善隆著作 集』 第二 巻 、と くに pp ．436以 下〕。
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　　第二 項　各疑経典の 諸思想

　前項に お い て 中国撰述浄土教 関係疑経典の 全体的特徴 にっ い て 理 解 した が、それで はこ れ らの 資

料 に認め られ た浄土思想は具体的に 何で あ り、その中で もと くに強調 されて い た 思想 は何で あろ う

か 。 或い は疑経典 に お い て初 めて認め られ る独 自の 浄土思想は何で あろ うか 。 本項で は、まずその

一一々
にっ い て取上 げ、それ か ら導 かれ た諸問題 に っ い て 考察 して み よ う。

　そ こ で まず各疑経典の 具体的記述内容で あ る が 、細 か な当該 文 章に っ い て は す で に 〈資料篇

（PP・　119− 141）〉に お い て 指摘 した の で 列挙す る要はない で あろ う。む しろ 、こ こ で は具体的思想形

態 を容易に知 るため に、かっ て経典 を中心 と して 取上 げた 諸資料を今一度思想形態を中心 として再

構成 し、その 取 意 を示す こ とに し ょ うS1｝

〈阿弥陀仏信仰 と往生信仰〉

　卜往生法〜往生仏国

正 念観 仏 ・見 仏〜仏現前

見仏士荘厳

信是経、念 仏 〜二 ｝
・
五菩薩擁護

仏 説呪 〜
往生

仏讃、南無極楽、南無 阿 弥陀仏、発願頌

仏 前敬 礼、極楽願文

如 西方無量寿国

願 生阿 弥陀仏 国者、憶念七 H 、菩薩来迎

読誦〜現世安吉、将来往生 無 量 寿国

観阿弥陀仏〜願 生無 量寿仏国

陀羅尼神呪……南無阿 弥陀 仏

無量寿仏観 世音、拯済 有縁

託生無量寿

敬 礼阿 弥陀仏、稽首阿弥陀 仏

　『無 量寿経』仏 ・
菩薩

往生無量 寿

六 方三 十八 仏……無 量寿如 来

至心願生阿 弥陀仏 国

受 持言蔟1甬、奉持修行〜定 生極楽

念阿弥陀仏国

楽生西方国

無量光、十二 如 来、超 日月 光〜教 我 念仏三 昧

憶 仏 念仏〜必 定見仏

摂念仏人帰 於浄土

弥β它、　阿 弖尓陀婆耳匡、　無量寿fム
勤誦 経、無 量 寿国、得生彼国

発普賢願、見阿 弥陀

命終時、観 弥陀、遊極楽

極 楽 殊 麗、生蓮華中、親 於 弥 陀

修入 妙 観 理 趣 浄土 門

西方 無 量 寿 1凵：界
観極楽浄 土 、弥陀 法 身浄 土 、阿 弥陀観自在王 如

来法身聖惟浄 t 観

受 持読誦 解 説、恭敬供養、往 生極楽 界阿弥 陀 仏国

南無阿 弥 陀如 来、
阿 弥 陀 仏往 生浄 土真言、庵阿 弥陀婆耶、南

1　 十 往 生経

　 山海慧菩薩経

　 阿 弥 陀 仏 説 呪、無 量 寿仏説往生浄土 呪

　 念仏超脱輪廻 捷 径 経

　 極楽 願 文

｝抜騰 ・死得度・

　 護身命経

　 観 仏

｝
・・菩薩説証 ・・

｝
大 通 方 広 経

門嬲藷互窃耄攤黙経）

｝・・ 大 …

渉・首・厳・

　 救 苦 観 世 音経

｝
　 大方広仏 華厳 経 普賢菩薩行騏 モ品

　 普賢菩薩 行 願 王経

大 乗 瑜 伽金 剛性 海 曼珠室 利千臂 丁
一
鉢

大 教 ：E経

　 観 世 音 不空羂索王 心 神咒功徳法 門名不空成

　 就 法

｝北 方大覲 沙 門天王経
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　　　無 F可弓尓貯ピ穂遮耳B
　　　敬礼阿弥陀如 来、命終極 楽国

　　　欲生 阿 弥陀仏 囘者、憶念昼 夜 七 日

　　　八 菩薩来迎 、到西 方 阿弥陀 仏国

　 　 　無 量 寿 国 易 往 易 取

　　　fF仏形像、得生 無 量寿国

　　　阿 弥 陀 仏 功徳 利 益、卜念 、往 生安 楽国 土

　　　※ 專意誦 念、得 生 彼 仏浄国

　　　※ 念 F可弥陀 仏、往生 浄一1．．

　　　※ 念 仏 持 戒、往 生 浄土

阿 弥 陀 仏 信仰

　　　讃歎 阿 弥陀刹

　　　專 念読 誦 〔是 ）経〜見 内 方 無 量 寿国

　　　ネL無量 ラ旨，U、

　　　當念 弥陀

　　　 「無 量 寿経』仏 ・尊著

　　　南無弥陀仏

　　　言甬辻ヒ　
・fムニ 菩薩名　ぼ可弓尓FY皀fム・観丗：苜

：
菩薩 ・丿く勢

　　　至菩薩 ｝ 者、離 生死苦、永 不 入地 獄、

　　　如1阿弓尓」蛇∫仏無量寿国

　　　「亘念 阿 弓尓陀イム〜見 仏

　　　念阿弥陀仏

　　　 fピ無蛭辷寿｛！s

　　　丁質冬L観 臼 ／「三廾三女冂牙ヒ　（貝卩弓尓IS
’
E｝

　　　阿 密慄 覩、無量光

　　　南 無 阿 弥 陀仏

　　　讃歎阿弥陀仏、即 向 西 方

　　　阿弥陀仏遣 ：菩薩……譖天 人民稽首阿弥陀仏

　　　弥 陀 仏 先我 四 劫 得 道

　　　 ※ 受持斎戒 ・善神護念

往 生 f言倒］

　　　菩薩来迎、往生 西方

　　　 現 居 安楽 1】…1、
　　　 〔地蔵菩薩）造像、写経 、 念 名〜往生 極楽

　　　当生梅楽

　　　 持 戒念 仏 功徳 生 第三 炎天

　 　 　 牛 西 方

泰

大仏頂如 来頂髻 R蓋陀羅尼 神咒 経

ト　 善
一
i三皇帝尊 経

　 　 目連 所 問経

　　優
・
‡真モf乍でム形 f象楽呈

　 　 6尓WJ戸斤問S，1．

　　 占察 経

　 　 十 工 生
．
ヒ経

　　守護国 界経

｝

｝

随 願往 生 1・方浄 土 経

観 世 音一三昧経

救疾経

太 r−St

仏名経 二 十巻

高王観 世音経

続命経

三 厨経

勧 善 経、新 菩薩経

青頸観自在菩薩心 陀羅尼経

金剛頂経 瑜伽観 自在土 如 来修行法

相好経

善信磨祝経

須 弥 四域 経、須弥像図山経、十二 遊経

空行三昧経

浄度 三 昧経

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 百結神王護身呪 経

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 究意 大 悲経 巻 二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 地 蔵菩薩経

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 消寅 除横潅頂延 命真言経

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 惟 務 三 味 経

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 舎 利 弗 生 西方 経 、生 西方斎 経

　以上 が、疑経 典 に認め られ る 浄土思想の 具体的な諸形態の 略 出で あ る 。 そこ で 、こ れ ら様 々 な思

想形態 をよ り容易 に 知 るため に 、浄土 教関係経論の例 に倣 っ て 、その 用例 に 限 っ て ま とめ て み る と、

　○ 阿弥陀仏へ の 念仏 、正 念 、観仏、南無仏、憶仏、専念、誦 仏 （菩薩 ）名 、 常念、十念 など に よ

　　 る往生 、得益

　○ 阿弥陀仏 へ の 十往生行、兄仏、観察 、讃嘆、敬礼、受 持修行、発願 、恭敬 供養、造像持戒、写

　　経 、頂礼 な ど に よる往 生、得 益

　 ○真 言、陀羅尼 を説 く阿弥陀仏
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　 ○ 真言、陀羅尼中に 表われ る阿弥陀仏

　 〇 四仏 、五 仏、化仏、諸仏中の 阿弥陀仏

　 ○ 阿弥陀仏、（観音勢至）菩 薩の来迎、擁護、拯済

　 O 見 （観 ）極楽、南無極楽

　 ○ 譬 え と して の 西方阿弥陀仏国

などに なる。そ して 、こ れ らの 記述 をみ ると き 、 われ わ れは 実に 明快 に 何点か の 思想的特徴を認め

る こ とが で き る で あ ろ う。

　以 ドの 考察に お い て は 、まず前節 まで に理解 した従来の 見 解、とくに浄 土教関係経論並 びに中国

浄土 教の 思想形態 と相応 させ ながら 、 そ こ に認め られた 様々 な思想形態と共通す る諸点 に 考究 し、

それ らと全 く性格 を異 に す る思 想形態、或 い は明 らか な転用 の 形態、即 ち疑経典独 自の 浄土思想 に

つ い て は次項で 論及す る こ と に した い 。

　 そ こ で 、 まず第
一

に 、こ れら各疑経典の具体的思想形態 を列記 して み て 、全体的 に強 く感 じた 印

象と して は、阿弥陀仏に対す る念仏、或 い はそれに 類す る信仰が極め て 多 い と い う点が 指摘 され る。

上 に まとめ た第一
の 項 目が それに当 るが、更に陀羅尼 な ど に 現わ れ る阿 弥陀仏はみな言癪甬されるか

ら、それ を加昧す ると阿弥陀仏 へ の 念仏思 想が最 も 多い とい う印象 を受 け る 。 そ こで 、 それ を納得

きせ るため に 、前の ま とめで は用例だ け に 限 っ た 念仏 に 類す る記述の
一

々 を煩を嫌 わず列記 してみ

よ う！
2〕

　念阿 弥陀仏〜 7 、南無阿弥多婆夜 〔耶〕〜 3 、南無阿弥陀仏 〜11、讃嘆 阿弥陀仏〜 3 、憶念昼夜

　
一一　2 、観阿弥陀仏、念弥陀、〈仏名経〉の 阿弥陀 ・無量 寿 ・無量光仏 、 誦 阿弥陀仏、憶仏念仏

など、実 に50個所 を超え て 認め られ る 。 更に 記述の 中で は、た とえば 『救疾経』「日 々 礼無量寿仏」、

　『勧善経』「新菩薩経』の 「毎 日念阿弥陀仏
一

　T一口」の 経文、或 い は 『太子 讃』『相好経』 に附加 され

た 「弥陀和」「三 称南無阿弥陀仏」の 唱和
〔31

などの 具体的数量 を知る と、われ われは浄土思想に 関す

る 様々 な形態の 中で も念仏 が最 も強調 さ れて い た こ とを認め るで あろ う。 更 に 、
こ の 念仏の 強調 を

支持す る傍証 と して 、 わ れ われは 今一度浄土思想 と見做 され た真経、疑経典の 内容 に 注意す べ きで

あ る 。 すで に論証 した ごと く屮具体的に は浄土 思想に 言及 して い な い に もか か わ らず、中国浄土 教

典籍 に しば しば 引 証 され 、浄土 思 想と解釈 され 見做 された真経 ・疑経典 の 特徴は い ずれ も念仏思

想 に大 きな比重 が か か っ て い た 。 こ の よ うな諸事例 を知る と き、われわれ は庶民信仰の 表わ れ とし

て創作された浄土 教関係疑経典の 思想的特徴 として 、第一
に 念仏思想が強調 され 、 それ が その まま

中国浄土教の 最 も主要な中心 思想 とよ く合致 して い る点 を指摘で きるで あろ う。

　それで は、中国撰述浄土教関係疑経典の 思想形態に お い て 、 大 きな特徴は念仏思想だ け で あ っ た

ろ うか 。 矛盾 した 云い 方だが、念仏思想が強調 され て い るの とほぼ同 じ位 にまた様々 な行業に よ る

救済 も認め られ る の で ある 。 第二 の 特徴 と し て 諸 行思想 を指摘 しよ う。

そ の 第一
例 と し て挙げ られ る の は ・浄±思 想 を主要 と して黻 された唯一

の 〈＋往生経〉の 彳僕
が挙げ られ る 。 その ト種の 実蹼 を示 す と！5）

　
一

者、観身正念、常懐歓喜、以 飲 食衣服、施仏 及僧 、往 生阿弥陀仏国 。

　二 者、正念以甘妙 良薬、施一病比丘 及一
切 、 往生 阿弥陀仏国 。

　三者、正念 不害
一

生命、慈悲於一
切 、 往生 阿弥陀仏国 。

　四者 、正念 従師所受戒、浄慧修梵行 、常懐歓喜、 往 生阿弥陀仏国 。
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　五 者 、 正念孝順於父 母 、 敬奉於師長 、 不起僑曼心、往生阿弥陀仏 国。

　六者、正念往詣於僧坊、恭敬於塔寺、間澳 解 ．．．・義、往 生阿弥陀仏国。

　七 者、正念一
日
一夜中受持八 斎戒、不破一、往生 阿弥陀仏国。

　八者 、 正念若能 斎月斎 日中遠離於房舎 、 常詣於善師 、 往生阿弥陀仏 国。

　九者、正念常能持浄戒、勧修於禅 定、護法不悪 ［ 、若能如是、往 生阿弥陀仏国 。

　十者 、 正念若於無．上道 、 不 起誹謗心、精進恃浄戒 、 復教無智者流布是経法、教 化無量衆生、如是

　諸人等悉皆得往生阿弥陀仏国。

こ の 教説を読む とき、われ われは 「施仏及僧」（布施）、 「不害
一生命」（不殺 生）、 「孝順於父母、敬奉

於師長」（W：福）、 「往詣於僧坊」、「八 斎戒」、「遠離於房舎」 な どの 用 語が出家者で な く、明 らか に世

俗信者の 毎 日 の 実践 を示 して い るこ とに 気づ く。 お そらく本経撰述の 背景 に は、出家者が世俗 教化

を意図 した か、在俗者側 の 要請が あ っ た こ とを窺わせ る。浄土思想 を主要と した唯
一

の 疑経典の 中心

思想 が 「正念……往 生」 と あ っ て も、 Illi俗社会で の 在俗者の 実践 を説 い て い る こ とは浄土教の 大衆

性 と して 評価す べ きで あ る。 ま た
、 その 全 文を引証 し た道綽の 見解 も同様 で あ る 。 更 に そ の 他の 事

例 と して 、

　受 持読誦 （無量大慈教経）

　誦経 （救苦観 世音経 ）

　受持読誦 解説、供養恭敬 （観 10：音 不空羂索王心 神咒 功徳法 門）

　敬礼イ∠、 （大仏項如来頂髻 臼蓋陀羅尼神呪 経）

　作仏形像 （優 填王作仏形像経）

　十念 （弥勒所問経 ）

　念仏持戒 （守護国 界経、惟 務三 昧経）

　讃嘆 （随願往生経、善信磨祝経 ）

　受持斎戒 （浄度三昧経）、

　造像 、 写経 、 念 〔地蔵 菩薩〕名 （地蔵菩薩経）

な どがあ る 。
こ れ ら の 諸例 はた しか に念仏思 想も多か っ たが 、また様々 な行業 に よ っ て 、往 生 な り

得益 が願わ れた社会で の 状況 を映 し出 して い る 。 それで はこ うした 特徴 が疑経典独 自の浄上思想か

と い うとそ うで は ない 。 すで に 考察 した よ うに、浄 il教 関係経論或 い は中国浄土 教の 代表的思想形

態の 中に も認め られた こ とは第
一

、 ：節 に お い て知 られたで あろ う。 そ して こ れ らの様々 な実践 は、

中国浄 十教の 多様性 と い う特徴 と よ く相応す るも の で あ っ た 。

　こ こ に お い て 、 すで に 所 々 で漠然 と想定 して い た浄土 教の 中心概念
lt
阿弥陀仏へ の 念 仏な ど の 行

業に よ る極楽往 生 の 教 え こ の 中、阿弥陀仏 ・諸行思想が 疑経典 に お い て も顕著 に 認 め られ た こ と に

なる 。 しか し なが ら、前項で 論及 し た 如 く極楽浄土 ・往 生思想に 関 しては少 しく事情は異な っ て い た 。

　そ こ で 、前項で 考察 した特徴 の 第五 、仏名 と仏国至名の 問題 を今一度具体的諸例 に 照 らして 検討

す る 必要 が 生 じ る 。 前項 に お い て は、仏国土名が極め て 少 なく、 仏 名それ も 「阿弥陀」「無 量寿」の

語が圧倒的 に 多い 要因 と して 、第 1 に極楽浄 土信仰 に 対す る阿 弥陀仏 信仰の 優位性 、 第 2 に検索の

際の 訳語 の 開題 、第 3 に中国人の 思惟 方法の三点 に論及 した 。 就中、訳語の 問題 は検索 に 関す る こ

とで 差 当 り こ こ で は除外 して よ い で あ ろ う 。 そ れで は、残 り二 つ の 要因が具 体的 記述 に 照 らして、よ

り妥 当性 を確保 で きるで あろ うか 。
こ ・で 第三 の 特徴 と して、仏名と仏国土 名 に つ い て 論及 しよう。
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　まず、具体的経 文を通 して 知 られ る第一
は

、 仏国一L名の 記述 が極め て少 ない 理由が 全 く極楽浄土

信 仰 が稀薄なの で は なく、本来 「極楽」 と書 い て しか る べ きとこ ろが 「阿弥陀仏国」「無量 寿仏国」

と い う表現 で 記 さ れ て い る こ とで あ る 。
こ の 点は前項 の 中国人の 思惟 方法に妥当する 。 その 諸例 を

挙げる と、まず広略二 本の 〈十往生経〉で は、

　　　　　 「十往 生経1
宣 説 西方 極楽 世 界……一

切衆生往 生 極楽世 界 之法

〔十往生法〕往生阿弥陀 仏国

彼 阿弥 陀仏国 有 何妙楽勝事、一
切衆生皆 願往 生 彼

正念観阿弥陀仏国

即 見β可弓尓F它仏 同 寸二

若有衆 生深信是経念阿弥陀 仏 願往 生者 彼極楽 世界

阿弥陀仏……

悉皆往生阿 弥陀 仏 国

「LI」海慧菩薩経．』

往 牛 阿 弥 陀

彼 阿弥陀仏国有何楽、一切衆生 皆願生 彼

正 念 観 阿 弥 陀国

即 見阿 弥陀 国

悉皆 往 牛1阿 弥陀国

などが認め られ る16）こ れ らの 用語をみる とき、われわれは その 前後の 経文 を知 らな くとも国土名と

して 「阿弥陀仏国」「阿 弥陀国」と書か れて い る こ と を容易に 知 る で あ ろ う。 更 に 同様の 用例 を挙 げ

れ ば、

1欝覗蠶 鸞 騾：灘 獵 難 灘
諸仏

響 牒酵 蠶 鰈 ：鞴 灘 纛 謙
一 救

翻 軅欝 鵜 鸞 甚鸞
… 一 北方一 ・・天王緻

などで ある。 こ れ らの 用法 をみ れ ば 、 本来 「極楽」 とあ っ て しかる べ き とこ ろが 「阿弥陀仏国」「無

量寿仏国」或 い は 代 名詞 な どで 省略 さ れて い る こ とが判 る 。 こ れに よ ると、極楽浄土 思想が ない の

で は な く、浄 ±二の k 仏名で 表わされて い る例が圧倒的に 多い ので ある 。 こ の 点は 「阿弥陀 ・無量寿」

の 言葉 を好んだ 中国人の 思惟方法 とま さ し く
一

致す る 。 と こ ろで、こ の 用例 か ら導か れ る二 っ の

問題 に つ い て も 、 われ われは注意す べ きで あ ろう。 その 第 1 は、仏名と して 「無量光」の 用例が訳

語の 査定の難点か ら極 めて 少な い こ とに 加 えて、 〈無量光仏土〉に類す る国土名は全 く認 め られ な

い 点で あ る！
7〕

われわれは こ の 点 か ら、中国人に と っ で 阿弥陀仏名に関 しては 「阿弥陀 ・無量寿」の

二 っ だ け、「無量光」 に っ い ては 全 く考えて い なか っ た とい い き っ て よい で あろ う。 第 2 に
、 それで

は国土 名が 〈仏 名t＞で 表わされ て い る こ とに よ っ て 、極楽浄土思想 が顕著 に 強調され て い る と認

めて よ い か と い う点が ある。 その 場合、前項 の 第 1の 要因、極楽浄土思 想の 稀薄性 と い う指摘 とは

抵触す る 。 こ の 点 に つ い て は、なお前項の 要因 を支持す べ きで あろ う。 た し か に 具 体的記述 を取上

げ る こ と に よ っ て 、 極 楽浄土 思想の 比重 は大 き くは な っ た が、それ で も その 稀薄性は指摘で きると

思 われ る 。 そ の 事例 は次 に考察 しよ う。 以 上 〈仏 国土 名〉の 用法 に っ い て 、二 っ の 点 に注意 した 。

と こ ろで、浄土 に 関 して阿弥陀仏 名で 表わ されて い る用例 が疑経典独 自の 傾向か とい うとそ うで は

な い
。 印度撰述漢 訳経論 をみ て も中国浄土 教典籍 にお い て も同様の 記述 が認め られ る か らで あ るS8）

し か しなが ら、こ の 傾向 が疑経典 に お い て は、と くに顕著で あ っ た こ とは中国人 の 思 准方法 か らも
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指摘で きるで あ ろ う。

　仏名と仏国⊥ 名に 関す る具体的記述 を通 して 知 られ る 第二 の 特徴は、す で に前項 で触 れた阿弥陀

仏信仰が極楽往 生信仰 に 直接結び つ い て い な い と い う点で あ る 。 こ の 点は 前項で の 第 1 、 3 の 要因

と妥 当す る 。 た とえば、

　西方無量寿仏弟子大慈観 世音 、 此大菩薩与 閻浮順地抵済有縁 （「普 賢菩薩説証 明経』）

　有能誦比一仏二 菩薩名 〔阿弥陀仏観世 盲菩薩得大勢至菩薩〕者 、 離生死苫永不 入地獄 （「続命経』）

　持戒念仏功徳生第三炎天 （『惟務三昧経』）19）

　爾時人民 多生苦悩、於是 阿弥陀仏遣二 菩薩……、一 切諸天人民尽共稽首阿弥陀仏 （「須弥四域経』）

などの 経文 は 、阿弥陀仏へ の 念仏 、持戒な ど によ っ て、昔 を離れ、他方の 天 へ の 往生 を説 い て い る 。

少 なくとも極楽浄土 へ の 往生 は明 記 して い ない 。 更 に 「護身命経』『救疾経』『消実除横潅頂延 命真言

経』な どの 経題だけ か ら判断して も、こ れらが創作 され る背景 と して 長 寿 ・救苦の 加護、功徳、滅

罪 などの 現実に お け る直接的な御利益 を期待す るもの で あ り、往 生思想が認め られ て もあ くまで も

第二 次的 な色彩が強 い の で あ る 。 また、往生思想で は な く 、 見仏、観仏国で終 っ て い る諸例 もそれ

を立証す るで あ ろ う。

　※二十
：fi一菩薩擁護 （〈十往生経〉）

　専念読誦す る こ と七 日 、

……
、 行入 を して西方無量寿国 を見せ しめ る （『觀世 醇三昧経』押

　恒念阿弥陀仏、至
一一

年必得 見仏 （『二 厨経 』）

　憶仏念仏、現前当来必定見仏 （『大仏頂如来 首樗 厳経』）

　発普賢此行願、……、是人速 見阿弥陀 （「大方広仏華厳経普 賢菩薩行願王品』、『普 賢菩薩行願王

　経』

　※受持斎戒、善神護念 （『浄度三 味経』）

などの 経文は、い ずれ も様々 な行業によ っ て現世の 功徳 を最大の 目的 と し、長寿得益が強調 されて

い る 。 よ しん ば往牛が 説かれて い て も少 しく前後を読 めば現 LWで の 長寿、滅罪 、得 益に は るか に 比重

の 大 きい こ とが知 られ るで あ ろ う。
こ れ らの 諸事例 は、 い ず れも中国人に と っ て 阿弥陀仏信仰がそ

の ま ま往生思想に つ なが る もの で は なく．それ が現 実の 生活で の 延 命、得益 と い っ た直接的 な御利

益 を願 っ た こ とを示 しで い る。そ して、こ の 特徴 は疑経典全 体に お い て も顕著 な傾向と して指摘 さ

れ る点で もあ っ た！
iv
従っ て 、阿 弥陀仏信仰 と往生思想 とは、今の わ れ われ が 自明 の 理 と して い るよ

うな不離の 形で結 びっ い て い る の で はな く、全 く別個の 信仰 と考え て い た こ と が指摘で きよ う。 し

か し、こ の 点も疑経典独自の 思想で はない
。 漢訳経 論に も中国浄 セ教に お い て も極め て 重要な個所

に 説かれ て い るP！m こ こ で は中国 人 に よ っ て 著わ され た疑経典 に 顕著で あ る こ と が容認 され れ ばよ い

わ け で あ る。

　 以上 、仏 名が多 く、仏国土 名が少 ない と い う特徴か ら考えられ る
一
、二 の 用例 を考察 した 。 それ

ら要約す る と、第 1 に わ れ わ れが浄土教 の 中心概念 と して漠然 と
“

阿弥陀 仏 に 対する念仏などの 諸

行 に よ る 極楽浄土 へ の 往生 の 教 え “ と考 えて い るが、実際 に は阿弥陀仏信仰 とそ の 果と して の 極楽

往生思 想 とは分 け られ ると い う点 、第 2 に極楽 と い う用語 よ り、阿弥陀仏国、無量寿仏国 とい う用

語が好 まれ た 点、第 3 に 阿弥陀仏 信仰 に よ り来世の 問題 よ りも現 実的利益 など を期待 した 点、そ し

て こ れ ら の 諸点 は前項 で 論述 した 二 つ の 要因 と妥 当す る点が 論証で きた と思 わ れ る。

　具体的思想形態 か ら知 られた大 きな特徴 は以 上の 三点で あ る が、更 に細 か な点と して は、わ れわ
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　れ が浄土 教関係疑経典 の 当該文章を再読 して受 ける印象と して、所謂哲学的思弁的 な教説が殆ん ど見

受 け られな い 点 がある。それ に値する経 典 と して は『大乗瑜伽金剛性海曼殊室利千臂千鉢大教王経』

　の 「妙観理趣浄土門1「阿弥陀観自在王 如来法 身聖性浄 土観」の 記述で あろ うが蟹それ以外は非常に 素

朴 な浄土思想が説かれ て い る 。 しか し漢訳経論に説か れる浄土思想も、後の 教判 を考慮 しない で読

　むな らば 、 おお むね難解な記述 は少な い か ら疑経典の 特徴 とは云 え ない が、疑経典 によ っ て は高度

　な教理 で 構成 されて い る もの もあり （た と えば 『仁王般若経』『梵網経』 など）、そ こに も浄土思想は

認め られな い 。 浄土教は 高度 な教理 として 受容 されたので は なく、易 し い 教 えと して庶民 に 信仰 さ

　れた こ とも指摘で きよ う。

　　以 上 、具体 的浄 土思想 を通 して 、第
一

に念仏思想 の 強調、第二 に 諸行思想の 特徴、第三 に 仏 名と

仏国土名の 問題 に っ い て 論述 した。その 要結 はそれ ぞれ の 最後に指摘 した の で再説す る必要はな い

で あ ろ う。 ただわ れわれがこ こ で も銘記 しなければ ならない の は 、 経典 に認め られる同 じ浄土思想

で あ っ て も、真経 が印度か らの 思想を中国人 に と っ て 意に沿 うように漢訳 され教判され た の に 対 し

て 、疑経典は その 時代その 社会に密着 した実態を積極的 に語 っ て い る と い う点で あ ろう。

（1） 以下の 記述 に っ い て は、取 意略 出の 故 に お そ ら く難点 も あ る で あ ろ う。厳密 に は 分 類で きない に して も、一
応 の

　 基 準 と して 〈阿 弥 陀仏 信仰 と往生信仰〉の 二 思 想を説 い た もの 、〈阿弥陀 仏信仰〉を中心 と した もの 、〈往 生 信仰〉 の

　　み が 説 かれて い る もの、とい う順序で 取挙 げた 。 疑経 典 に よ っ て は、全文 が浄土 思想の もの 、数 個所 に 浄土 思想の 認

　　め られ る もの 、極 く一部の み の もの 、と経 典 全体 で の 浄土 思 想の 占め る比 重 が 異なるの で あ り、頻出度を勘案す るた

　 め 異 な る思 想 は再出 した。しか し、同 ．・
の 思 想 （た と え ば 『仏名経』の 阿 弥 陀仏、無 量寿仏）は その 頻出度 まで は

　 示 さ ない 。 また取意を示 す こ と に よ る誤りを少 なくす るため に、内容的 に は 同 じ意 味 （た と え ば、念 ・南 無 な ど ）

　 で も一々 取挙 げた。 2個 所 以 上 に 浄 ＋思想が認 め られ、その 中の 1個所で も阿弥陀仏 信仰 と往生 信仰 が認 め られ れ

　 ば、他 の 個所 が 〈阿 弥 陀仏信仰〉、（往生信仰〉 の みで あ っ て も 〈阿弥陀信仰 と往生信仰〉 に 入 れ た 。

　　　なお、極楽浄土の 語 の 代 りに 、阿弥陀 仏国、無 量 寿仏 国で 表 わ さ れ て い る場 合、「往 生」 の 語 が あ れ ば く阿 弥陀仏

　 信仰 と往生 信 仰〉、「見」
・
「念」 の 語 で あ れ ば 〈阿 弥陀仏信仰〉 の 範疇 に 収め た。こ の 点 に 関 して は、後 に 論 及す る。

〔2） 所謂 〈宗学〉の 立場 で は、念仏に っ い て もn 称 か ら観相
・
実相まで の 種 々 な 解釈 が 要求 さ れ る が （た と えば、『諸

　 家念仏集』 〔『浄土 宗 全 書』巻十五〕藤 原凌雪 『念 仏 思 想 の 研究』など）、疑 経 典 に 限 っ て は そこ まで の 必 要 は な い で

　 あ ろ う。

（3） 念 仏 の 唱和 は 讃文の読 誦 に は よ くみ られ る こ とで あ る。た と え ば 「浄 土五会念仏誦 経 観行儀』（大正85・1244中以

　下）、塚 本善 隆 「唐中期 の 浄 t 教』pp ．193以 下参照 。

〔4｝　〈資 料篇＞pp．104、　 ll8− 119、139− 141、／45。
（5〕 「

−1’往 生 経 』（卍 続 1 ・87・4）に よ る・r＋徹 齣 研 究」（r三 徽 鰤 究所年報』 第 3 号、　 PP．3。3− 3。4惨 照。
｛6）　 Z こ で 臆 すべ きは 現 存 r＋往 生 経』 で 3f斷 麟 」 の 朧 が 認 め られ るの に 対 して rl晦 籍 藤 』 に は

全 くな い とい う点で 劾 ・しか 撮 後 の 1固Pfiti　 〈＝ ＋鰭 薩〉と して 働 て 重要 媚 想 で あ る 沖 国浄檄 暇 。

て い え ば 鞍 樂剿 『彳主生礼讃』欟 念法剛 釈計 群脇 』檪 邦文類』 な 猷 耡 購 に 引証 され るカ・
・
，い ずれ も「

＋往 生 経』 の 引文 で あ り なが ら 「驟 」 の 言吾は 認 め られ な・
． ・ の ・ と紳 国ギ争土 撚 に 齟 さ厩 r＋ 往 生経』

槻 伺 卜往 土嚠 ・ 至 るまで ・ 鵬 か の 酸 が さ れた ・ と を示 して ・ 60 〈恠 生経肱 略二 本の 研究と して佐
鰍 順 吠 競 昇 「隘 蝿 の 研 究」（r三 鰍 化研 噺 年 報』 第 ・号 ）が 詳細 で あ る が、・ の 指鶴 忍め ら娵 、、。
細 か で は あ る 耀 想的 に 重 魏 そ a・他 の 差 黙 認 め ら れ検 討の 余地 が あ る．他 凵に 期 し た い 。

〔7｝ 鑼 の 駘 も励 て 少な ・ が・無 賄 けで は ない ・「撫 胱 ・肚 」（r鱸 瀞 平等覚椡 支黝 謙 大正 12 ．
288下・た だ し・梵本 で は 藻 して… タ ・プ ・バ の 前 ・ 行 ・ て 〔、… E 。。・pE 。 v 。 m 　A。 、、。p ，abh 。、y 。、　S，、kh．
pa 「 A ・Ashik ・・・ … 47・・ e・　 4 ユ ・ ・灘 諸本に は 鰍 「於ネ轢 峅 鰥 光 fA±」（r顕無 辺 仏土 功 徳経 弦 奘
訳 汰 正1°’59’

−
F・た だ し鉢 で 1よ 「阿 弥 陀 鯏 」で あ る ． 「鞣 経』襯 躑 鑼 訳 大正9 ．589下、釵 難 ll’e訳

　 大 正 10 ・241上）。

〔8） た と えば・〈糧 寿経 三 輩往生〉 ・・は 「盤 阿弥陀姻 」．（r婀 弓尓陀 経 』大 正 12 ・31・上 ‘ F、その 樋 め 移 い ）i
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J20 柴　　田 泰

　 「往生無量清浄 仏国」 （『無量清浄平等覚経』大正12・291下一293中、その 他 「阿弥陀仏国」も含め て 、282下、283

　中、284ド、289中下な ど）。 た だ し、梵本 〔op ．　cit．．pp ．42、4．9ff）で は
こ

か の 仏国 土 に 〔tasmin 　buddha褥 etre 〕こ

　で 前 記 の 訳 に は な らな い 試後 期 無量 寿経 〉 は い ず れ も 「彼 国」「其 国」「極 楽 1 と 言尺す 伏 正 ll ・97下一98上、「司12

　 ・272中下、323中下〕ロ

　　漢訳経論の 用例 に っ い て ：ま第
一

節 〔pp ．98
− 101）参照 、

　以 Lの 漢 訳 経 論 の 場 合、訳 出者が 原本 を その と お り訳 し た の で は な い 、翻 訳上 の 変容 は 注 意す べ きで あ る （中村 元

　 ！東洋 人の 思
．1焦方 法』 第

．一
：巻、pp ．4 − 10、　 etc ．参照）。こ の 点は 本稿 の 研 究分野を超 え る か ら触 れ ない 。 た だ し、

　浄
哂
ヒ教 関 係漢訳 経 論 に 限 一

フて 云 えば、本稿で もその すべ て を依拠 した藤 田 博士 〈一一・覧表〉に つ い て注意せ ね ば なら

　な い 点 が あ る 。 当該 〈一一覧表 〉 で ぽ、仏 名 ・仏 十 名 の 査定 の 際 」阿 弥 陀 仏 国」「無量寿fム国」 とあ る記述 は 仏 名の 項

　に 収め られ てい る 〔矢吹 慶輝博士 「漢訳浄 廾：経 論 表」 で は ⊥ 名に 「無 量 寿国」の 欄が あ る v しか し 「阿 弥陀 国」 は

　な い 。『阿 弥 陀 仏 の 研 究 』pp ．450以 下1。こ の 〈一一覧表 〉 だ け で 判 断す る場 合、わ れ われ は 単純 に 仏名と して 認 め られ

　て い る と解 釈 しやす い が 、実際 に は 仏 名十で あ 6 ，，藤 1『博 士 の 研究は、初め に 指 摘 した 如 く、イ ン ド浄 土 教の 原始

　形態 を究 明 した もの で あ り、漢訳資料 ［＃thン ス ク リ ッ ト本、チ ベ ッ ト訳 に 較べ て 比重 が弱 い わ けで あ るか ら良い に

　して も、若 し漢 訳経 論 の 浄土 思想を主題 に 研 究す る な ら ば、中国的 訳語 の 変容 も 含め た 多少 異 な っ た 分折が 必 要 で

　 あ ろ う。本稿 の 疑経 典 〈
一

覧表〉で 仏 名 ・fム国一L 名 ・関 係 用 語 を一項 目 に 含め た の も こ の 理 由 に よ る。

　　中国浄 土教 典 籍の 用例 と して は、「弥陀浄国」「無 量寿国」「弥陀浄刹」「阿 弥 陀浄国」（『安楽集』大正47・4 上、6中、

　 9 ド、18下、19　lt、2U中；，未 だ 精査 して い な い が 「浄 十論 註』『観経疏1 な ど に は、経典の 引文の 外で は あまり認め

　られ ない よ うで あ る 。 後の 課 題 とす る o．

（9） 本経 に は阿 弥 陀
・極楽の 語 は 無い が、『安楽集』「観念 法 門」など に 引証 され た浄 七 思想 と見做 され た古佚経で あ る。

　牧田 諦 亮 「中圏仏 教 に お け る疑 経研 究 序 説 」pp．343
− 345参照。

qO｝ 本経の 原本、京都博物館蔵守屋 本末 見。牧田 博十、前掲論文p，381 に依 っ た c 敦煌 写経 に は 当該 個 所 は 欠 い て い る

1：11） 牧 田博士、前掲論文pp ．386− 3880

〔12） その 顕著 な例 と し て 、『観無 量 寿 経 』　（下 品 ヒ・中 ・．「生 者〉「称仏 名故 、除五 〔八1十億劫 生死之罪」（大 正12 ・345

　 ド
ー346F｝、そ れ を引証す る 『観念法 門」1滅罪増 L縁〉〔大 正 47 ・24 ド

ー25上、そ の 他 （護念 得 長 命増 h縁、見仏 増 上

　縁 〔同 ・25E − 27．ヒ〕〉も同 様で ある ｝が挙げられ よ う。

（13〕 望 月 信亨 『仏教経典成 立 史論』pp ．519− 531。

第三項　疑経典独自の浄土 思想

　前項 まで に お い て、疑経典 に 認め られ る浄 h思想の諸形態 に つ い て、全体的特徴並びに 具 体的記

述か ら知 られ た特徴 に っ い て 論述 した 。 こ れ らの 諸点は従来の 浄 ヒ教関係経 論、或 い は中国浄土教

の 思想の 中に も認め られ る もの で あ っ た が、と くに疑経典 で ある がゆ え に時代社会の 背景 を知 る特

徴 と して考慮すべ き こ とを注意 した。それ で は浄 ヒ教関係疑経 典に認 め られ る 、 疑経 典 ゆ え の 他

の 真経 に も従来 の 中国浄土教 に も認 め られ な い 独自の 思想形態は何で あろ う か。本項 で は思 想形態

を究明 す る最後の 課題 に っ い て考察 し、本研究の
一応 の区切りと しよ う。

　そこ で 浄土教関係疑経典の 独 自の 思想形態 を探究す る前に 、それ を証明す る条件 と して の
一・、二

の 規定 を考慮 し よ う 。 その 第一は 真経 に は認 め られ ない 思想で ある こ と、或 い は 認め られ る と し た

ら明 らか に そ の転用が納得 され る こ とが 要求 され よ う。 こ の場 合、第一節で概 観 した浄上教関係経

論の 思 想形態 が参考 に な る の で あろ う． 第二 には中国浄 ．ヒ教の 思想形態 に 認め られ な い もの で な け

れ ば な らな い 。 中国浄士教 の 特徴 は第二節 で辿 っ た よ うに念仏 が中心 で あ っ て も、それ以外の 実 に

多種多様 な様相を示 して い た。 しか もなお ， 疑経典の独 自の思想は こ の 条件 に 合致 して い なければ

な らな い
． 本章の 考察の 経過 に 従 えば第三 に疑経 典全体 との 関係 を考 える必要が ある 。 しか しなが

ら 、浄 土教関 係疑経典は あ く まで も疑経典全体 の 中で の 一分野 に す ぎな い の で あ り ，
こ の 点で は疑
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経典全体の 撰述意義、思想形態 に抵触 しな い 。む しろ、第三節で学ん だ様々 な性格 、 それ 自体が疑

経典独 自の 形態と して 重要な の で あ り、 それ を考慮 して検討 して い くべ きで あろ う。 以上 が本項 で

取扱 う資料の 条件で ある 。 と こ ろで こ うした条件に合致する思想 が果 して兄出せ るで あろうか。す

で に 知 られ た ように 、浄土教関係経論並 びに中国浄二L教の 思想形態を概観 した だ けで も、その 多様

性 は充分す ぎるほ ど認 められた。そ こ には われ われ が考え られ る限 りの す ぺ て の 浄土思想 が網羅 さ

れて い ると い っ て も過言で は ない 。こ こ で再 び今迄 の 論述の 経過 を辿 りなが ら独 自の思想形態 に つ

い て探求 して い こ う 。

　疑経典独自 の 浄 ヒ思想 として第
一

に挙 げ られる点 は （浄土 三部経〉の 明 らか な影響、転用が ある。

本章第
一

、二節 に おい て、浄土 思想に言及 する経 論は極 め て 多 い けれ ど も浄土思想 を主要 と して構

成 された代表的 経 典は く浄土三 部経〉で あり、中国浄土教 に お い て も く浄土 三部経〉と い う規定 は

なか っ たがや は り道紳 ・善導で重視 された往生経典 く浄土三 部経〉の 比重 が大 き い こ とを知 っ た 。 し

か しまた く浄土三部経〉の 影響を日本浄土教の 如 くに過大評 価 して い けな い こ と も本節第
一

項 で注

意 した。こ れ まで の く浄土三 部経〉に対 する以上の 評 価を知 るとき、それで は具体的 に疑経典に は

どの 程度の 影響が あ っ た の か をまず考察 する必 要が あろ う。

　その 第
一

例 と して は 「無量寿経」『阿弥陀経」の 諸仏をそっ くり転用 した 〈仏名経類〉の何経か が挙

げ られ よ う。 本稿 で取 挙 げた 三 部の 仏 名経 にっ い て みた だ けで も 『大通 方広経 』『仏名経』三 十巻

の 中に は 『無量 寿経』康僧鎧訳の 比丘 ・菩薩 ・過去五 十三仏 ・十二 光仏 ・卜三仏 が全 く同
一一

の 訳 語

で列記 されて い る し、「現在 ．
ト方千五 百仏 名並雑 仏同号』所引の 「阿弥陀讃

一
切諸仏所持之 法経」 の

三十八仏は、問題があるに して も 「阿弥 陀経」羅什訳 く六方段〉の 諸仏に 相応す る何 らか の 経典の 明

らか な転用で あ る こ とは少 し く考察 した とお りで あ る屮更 に 〈資料篇〉で は
一

経 と して挙 げなか っ

た が、『卜方 で五百仏名経」失訳、「不思議功徳諸仏所護念経』失訳に は 『阿弥陀経」羅什訳の 諸仏 が

明 らかに転用され て い ると
2］

こ れ らの 諸例 は列記の 順序
・
訳語 まで

一
致す るか ら 『無量 寿経」『阿弥 陀

経』 の 転用で あり、それだ け こ の 二 経が 〈無量寿経×阿弥陀経〉諸異本の 中で もHlに流布 されて い

た こ とを物 語 っ て い ると
3
似 上の 諸仏の転用 は固有名詞だけ に容易 に気づ くが、第二例 として く浄土

三部経〉の教説に相応 する思想形態 を抽出 して み よう。

『十往生経』「
．
卜往生法」

『念仏超脱輪廻捷径経』四 十 八 願度衆生、九品 咸登彼岸
『潅頂抜除過罪生死 得 度 経』『善王皇帝尊経』憶 念昼 夜若一日二 日……七 日

『護身命経 』如 上 輩者

『大仏 頂 如来首 楞厳経』有仏出 世名無 量 光、十二 婦 来相継
一

劫、其 最後身超 日 月光

「観 無 量 寿 経 』
〔4）

　〈世福〉〈中品中生者〉

『無量 寿経』『観無 量寿経』

「F可弥＄它経』

「無量 寿経 』

「無 量 寿経 』

などが挙 げられる 。 こ れ らの 諸思想 は諸仏名の よ うに全 く同 じ訳語 と い うわけで は ない か ら、或 い

は
一

部 に牽強 を怖れ る が 、一
応 ぐ浄土 三 部経〉の 影響 と考 えて よ い で あろ う。以 との 諸 例 は 日本撰

述浄土 教関係疑経典 に較べ るな らば極めて僅少で ある が、 しか し中国撰述疑 経典 に全 く認め られ な

い わ けで は ない 。〈浄 七三部経 〉の 影響 に 関す る第三 点 と しては 、 む しろこ う した細か な諸例 よ り、

具体的例証 を示 しえない けれ ど、全体 的状況 で判断 され る念仏 思想 に与 えた影響が重 要で あろ う。

すで に 考察 した記述 を総 合して 推定 される こ とだ が、代表的大乗経典 には浄土教の 中心概念 で ある
こ

阿弥陀仏 へ の 念仏に よ る往 生 “ の 説示 は稀薄 で あ っ た 。 中国浄 t 教の 大勢 と して は念仏思想 が主

流 で あ っ た 。 他方、疑経典 に認め られ る 浄土 思想の うちで最 も顕著 な形態は 阿弥陀仏 へ の 念仏 で あ
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っ た 。 こ うした全体的状況判断 に 誤 りが ない とするな ら、それ ぞれ立場 を異 にす る分野 か ら必然的

に 帰納 される経典は 〈浄土三 部経〉と い うこ とに なるで あろ う。 敦煌文献に認 め られ る写経状況15［

疑経典成 立 と共通の社会を語 る在俗 往生人の 伝記
161

も 〈浄土 三部経〉受容を肯定する傍証 となるで

あろ う，，

　第二 に指摘される点 と して、真経 に お い て は全 く説かれず、また中国浄土教に お い て も従来論及

されな い 、或 る場合に はむ しろ対立関係 に あ っ た菩薩信仰 に よる浄上思想 が ある 。 すで に第
一項の

全体的特徴で 論及 し た如 く、浄土 思想の 認め られ る疑経典 に は他の 仏、菩薩信仰 が 多か っ たが、こ

の こ とは浄土教 が主体 なの で は なく、他の 仏 ・菩薩が中心 の 思想の 中で浄 ヒ思想 も併せ て信仰 きれ

た融合的浄．．ヒ教 の性 格 を示 して い る 。
こ の 場合、われわれ は 中国人 の 思惟 方法 と して折衷融合的傾

向 があ り 、 中国仏教 もその埓外 では なか っ た こ と；
7協 けて も慈愍三蔵慧口 を祖とす る中国浄 ヒ第三

流の 歴史 が唐中期以降に 現 われ 、 宋代 に 入 っ て は浄 11教徒 とい えば天台系 ・律系 ・禅宗に属 して兼

修 された融合的浄土 教で あ っ た こ とを銘記すべ きで ある，，

　その 第
一例 と して 1地蔵菩薩経』 に認 め られ る次の経文が挙 げられよ う。

　若有善男子善女人、造地蔵菩薩像、写地蔵菩薩経、及念地 蔵菩薩名、此人定得往生西方極楽世界 。

　若有人、造地蔵菩薩像、………、此 人定得往生西方極楽 世界 。 此入 捨命之 日、地蔵菩薩親 自来迎 tt

　−．一・般 に 、弥勒当来 まで の 無仏時代 に 衆生 を済度する、とくに地獄 の 衆生 を救済す る ことで信仰 さ

れ た地蔵 菩薩は、『大方広十輪経』八巻失訳、『大乗大集地蔵十輪経』 卜巻 玄奘訳、『地蔵菩薩本願経』

二巻実叉難 陀訳、そ して 『占察経』（疑経典） などに説 かれ て い るが、い ずれ も浄土思想は認め られ

ない 。 また、中国に おける地蔵信仰の 歴史 は、塚本善隆博士 の 研究 によ れば、隋 ・初唐か ら起 こ っ て

い る が
、 玄奘 ・実叉 難陀訳 が出て か ら盛 ん に な り、造像銘 は則天武后代 （650〜704年〉に増加 し

て い るLSト しか し、中国浄 ヒ教典籍には浄 ll思想 と解釈 され た 『占察経』の 引証 は あっ て も、真経か

らの 重要な引証 は ない よ うで ある ε
91

それ に対 して 、本経 は地蔵菩薩が地獄 に きて、造像 ・写経 ・念

地蔵菩薩名の極楽往生を説 く。 明 らか に 疑経典独 自の浄土 思想 で ある c 更 に 留意す べ き点 と しては 、

こ こ で は極楽が地獄 と対比的 に説か れ る点で あ る 。 仏 教の 常識か ら い えば 、極楽浄土は六道輪廻 を

超脱 した宗教的絶対的 な悟 り の楽 七で なければ ならな い が、地獄 で の惨状を強調 する こ と に よ っ て

対比的 に極楽浄 ヒが欣求 され るこ と に な る 。

一般庶民 に と っ て は極め て説得力の 強 い 形態で ある。

第 2 に、地蔵菩薩がとくに地獄の 衆生を教化する こ とか ら閻羅王思想と結びっ き、更に は閻羅モ思想が

浄土思想と融合 書
一
る可 能性が生 じる点で ある。 地蔵信仰と『十王経 1の関係 にっ い て はすで に塚本善隆博

士 が考証 されたが   わ れ わ れ は浄土 思 想の 認め られ な い 、唐中期以降 に 成 、乞し唐末頃 か ら流行 し

た 『閻羅王授 記経』が浄土 教徒に よ っ て念仏 を入 れ て読誦 さ れ た理 由の
一

つ をこ れ で 知 るで あろ う。

　菩薩信仰 と融 合 した疑経典独 自の浄土思想 を示す 第二 例 として は 『続命経』に認め られる弥陀 ・

弥勒信仰が挙 げられよ うc すで に矢吹慶輝博士 によ っ て考証 され て い る が ！
11］

　dS経 に は、

　西方阿弥陀仏観世音菩薩得大勢至 大菩薩、有能誦比
一

仏 二 菩薩名者、離 生死苦永不入地獄………

　　（F願 を説 く）

　 総願当来値弥勒、連辟相持入化城 。

と阿弥 陀信仰 と弥勒信仰が説か れ て い る ． 前例 に倣 。 て、まず経典 か ら調 べ る と所謂 ぐ弥勒六 音匡響

に は浄土 思想 は認め られない ＝，中国に お け る弥勒信仰の 歴 史は、阿弥 陀信仰 と同 じ浄 ヒ教 の 問題 と

　し て種々 論述 されて い る が、魏晋南北朝時代 には両者は 混同され て い た が、や がて仏教教学 が盛 ん
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　になるに つ れてその優劣が論議 され対立関係 に なり、後に阿弥 陀信仰 が大勢 を占めるように なっ た  

従 っ て、われ われが造像銘 に み える初期 の 混同 を除 い て、仏教典籍 か ら知 る両信仰は絶 えず その 優

劣難易、即 ち対立関係に あ っ た 。 しか しなが ら、本経で説 く経文に は阿弥陀仏信仰 と弥勒信仰が並

存 して い る 。 続命を経題 とする本経 は現世で の 長寿 を願 う疑経典
一

般の 特徴 を有 して い る が
、 更 に

また融合的浄土思想 と して 従来知 られ ない 中国浄土教の 隠され た様相を示 して い る。

　 以上の 二 経 は、他の 菩薩信 仰との 融合的浄土 教 を示す明 らか な事例で ある。その他真経 には浄土

思想の 認 め られな い 経典と しては 『北方大聖眦沙 門天王経』（S．5560）があ る 。 眦沙 門天 （Vaiξravala
，

多聞天）を題名 とす る経典 に は不空訳の 『北方毘沙門天 王隨軍護法儀軌』『北方毘沙門天王 隨軍護法

真言』『毘沙門儀軌』『北 方毘沙 門多聞宝蔵天王神妙陀羅尼別行儀軌』 が あるが、い ずれに も浄土思 想

は認 め られ な い 。 本経 で の 浄土思想は 念仏 （南無阿弥 陀如来補処観音菩薩大勢至菩薩） と阿弥 陀

仏往生浄土真言で あ り、その 形態は い ずれ も密教経典 に は説かれ る もの であるか ら疑経典独自の 浄

土思想で は ない が！141砒沙門天信仰 を主体に した経典の 中に認 め られる浄土思想 どい う点で は独自の

形態で ある 。

　 以上、浄土思想が他の 菩薩（仏、諸天 など）の 信仰の 中で認 め られ る全体的特徴か ら、とくに従来の

経典、浄土教に は認 められな い 疑経典独 自の 思想形態に つ い て論究 した 。 お そらく疑経典撰述者 、

或 い は その信奉者た ちは教理 的 に判釈す る こ となく、 その 時代 その社会で最 も信仰 された仏 ・
菩薩

た ちを何 ら対立 させ る こ とな しに 混合さ せ 融合 させ、独 自の信仰形態を産み出 した の で あろ う。 そし

て こ の 特徴 は、中国人 の すべ て を融合する思惟方法、浄土 教の 融合的浄土教 へ と移 っ てい っ た歴史

と もまさに一
致 す る点で は 当然の 現象で あ っ た とい えよ う。

　疑経典独 自の浄土 思想 と して 第三 に指摘 され る点は、厳密に は経典 と して取扱 うに は注意 を要す

る願文、讃文の 経典化の 問題 で あるLIS

　こ れに該 当する経典 を挙 げる と、まず浄土 思想 を主要 として構成 された 『念仏超脱輸廻捷径経」
が あ る 。 その 内容が 『竜舒浄土文』王 日休撰、増広 部分 か らの 讃文 ・発願頌で構成 され て い る こ と

は 〈資料篇〉で指摘 した916】
従っ て本経 は讃文 ・頌 が経典化 した こ とに なる 。 第二 に 『大方広仏華厳

経普賢行願王品』『普賢菩薩行願王経」は 『普賢菩薩行願讃』不空訳の 転用 で ある 。 こ れ も讃文が疑
経典 に な っ た こ とを示 して い る。第三 に太子讃経 と査定 した 『太 子讃』（S．2204）は 目録で は讃文 に

査定 されて い 騨 こ こ で は讃文が 経』靴 見做 された こ と に なる．第四 に r三厨樹 の 激 が 隲 者

経 ネ懺 儀』智昇撰に集録 されて い る．こ の こ とは歇 だ け が 別 に Lei
“
しば誦え られ て い た こ とを示

す 。 以上 の諸例か ら知 られる こ とは、まず願文、讃文 が経典 に なりうる と い う点で ある 。 こ れ は疑

経典成立の状況 を推定する
一

つ の 手掛 か りに なる
。 次 に、願文 ・

讃文は その ままで あ っ て も経典 と

見做 され うる とい う点で あ る。こ れは浄上教 に 関係す るすべ て の 真経、疑経 を研究対象とする われ
繍 に と ・ て原蚊 蕾 文 に認 め られ る痢 偲 想 綱 様 に研究 しなけnlS

’
な らな い こ と臆 味 して い

る・こ こ で それ 旛 証する二 ・三の 事例 を挙げよ う．まず第一
は細 1大臓 経＞ 1・収め られ る印

度撰述 儼 密に は問題が ある）三rel・cEk願 文 ・讃文 胎 まれ て い る点 で ある． こ れiよ潮 を要 しな
い で あろ う。 第二 には経録 に お い て真経は もとよ り疑経 典の 中に も認め られる点 で ある。「衆経要攬
法偈梱 讃偈 及七 仏 名字礼 鑼 」 な ど

1’s
の 髄 か ら予想 され る船 は お そらく偈文 ．

讃文で あろ
う・ 第三 に は棟 われも顳 と見做 す点で ある ． r太 子謝 の 査定が そ れ で ある． ・ れ らの 諸例 は、
第一

に 蠍 徒 が ee の 信仰 を赤裸 ・ 1・発亂 た 願 文 な り讃嘆文 力塒 を経 た後の 人 。 に よ 。 て麒
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と児做 され る可能性 を示 してい る 。 第二 に 、 と くに 疑経 典 に共通 す る点 と して、お そ ら く疑経典が

撰述 され る同 じ意図で願 文、讃 文が著 わ された の で あ り、同 じ時代 ・社会を背景と して生 れ た こ と

に注意す べ きで あ る，こ の 点で は中国浄土教の 実態 を知 る上での極 めて重要 な資料で ある 、、疑経典

と願文 ・讃文の 問題 に つ い て は、願 文 ・讃 文の 検索 を終 えた後に 別に再考す る こ とに しLl9：1
本稿では

その 亟要性 を指摘す る に とどめ る。

　疑経典独 自の 浄土思想 として第四に、原始仏教の領域に含め られ る浄．土思想がある。 すで に前章第二節

に お い て 、経録に は小乗経典 と査定 され た疑経典 の 中に浄
．
ヒ思想が認 め られ る こ とを論述した が、

原始仏教で は 浄土教は あり えない と い う今日 の 常識に 外れた思想形態 が見出せ る。

　その
一

例は 『太子讃』で あ る 。
太 予出家の 故事と して 伝 え られ る 〈四 門出遊〉の 中に 「北行兄真

僧 ∵
・…常念弥 陀転 法輪 。 救度世間人……

」 と現 われ る が 、当然の こ となが ら大乗仏教に な っ て登場

す る阿弥 陀仏がその 当時念ぜ られる筈は な い
。 その 二 例 と して F弥陀仏先我四 劫得道、維衛仏先我三

劫得道」（「空行三昧経 』）の佚 文がある 。 詳 しくは判 らない が、その 前後の 引証経典は 『普曜経∬自誓

E 昧経』『善 兄律』で釈尊成道の 年令に関 して述べ て い る．，従 っ て思想内容 も引証経典 も原始仏教に

属す もの で ある、、以上の 二例 は い ずれ も釈尊の 伝記 の 中で浄土 思想 に言及 した もの で ある 。 ただ当

該経典二部 は完木で は な く査定 に難点が ある か ら積極的 な主張 は で きない が、今 日浄 十思 想の 認め

られ る経論 290 部 は こ とごと く大乗仏教 に属 し、思 想的 に も原始仏教 に浄土 思想 が無 い とい うのが

定説
120：1

で あ るか ら、こ の 二 っ の 経文は極めて奇異 な感 じを与える c お そ らく疑経 典の 撰述者た ちに

と っ ては その 当時最 もよ く知 られ信仰 され た主要 な思想 を融合 して経典 を構成 した の で ある か ら、

大乗 ・小 乗の 区別 なく釈尊の 伝記 に 阿弥陀仏 を取 人 れたと思 われる、 こ の 点 は 第二 の 指摘、他仏 ・

菩薩信仰 に 浄土 思想 が融合 され た特徴もその 傍証に なろ う。 こ うした点 を総 合する と原始仏教的内

容 に 浄土思想が 認め られ る可能性は 肯定 して もよ い で あ ろ う。

　疑経典独自の浄 七思想 として四点 に っ い て取 1−1げ考察 した．、 こ こ で 最後にその 他細 か な一、二 に

っ い て指摘 し本項 を終 える こ とに しよ う。その
一

つ と しては真経か らの明 らか な転用の 諸例 で ある 。

た とえば 『大方広仏華厳経普賢菩薩行願王 品』『普賢菩薩行願王経』が 『普賢菩薩行願讃」不空訳 に倣

っ て で きた 疑経 典で あ る こ と は前 に述べ た 。 浄土 思想 に 限 っ て み れば不空訳 と殆ん ど同 じで ある。

第二 に は、
一

連 の 密教経 典に相応す る疑経典が ある。すで に望月信亨博士 に よ っ て論証 され て い る

　『大仏頂 如来首楞厳経』『大乗瑜伽金剛性海曼殊室利千臂千鉢大教王経』撃
1：
〈資料篇 （pp ．132− 133）〉で

少 しく考察 した 『青頸観 白在菩薩心 陀羅尼経」、敦煌写経か ら新 た に認め られた 『観世音不空羂索王

心神呪功徳法門名不空成就法』『北方大聖眦沙門天 丁．経」「大仏項如釆頂 髻白蓋 陀羅尼神呪経』などは

〈資料篇〉で類似の経文を示 したが い ずれ も密教経典 の 思 想で ある 。 従 っ て その成立 も
一

部 を除 い

て 不空 ・金剛智などの 密教経典訳 出以後 と い うこ とは前章で論及 した とお りで ある。ただ こ こ で 、

浄土思想 の認 め られ る こ れ ら密教系疑経典で注意せ ね ば な らな い こ とは 、それ以外の 疑経典 に較 べ

て決 して平易 な思想 では な い と い う点で ある tt それ まで の 比 較 的 短 い 経 典で 素朴 な浄土思想が認

め られ た の に 対 して 陀羅尼 を含め て極 め て難解 な文字 も用 い られ て い る。お そ ら く同 じ疑経典 とは

い っ て も実社会の 要請の 中か ら現 われた の で は な く、密教経典 をその まま転用 す る形で作 られ た に

違 い ない 。 通常、密教が宗教 と して の 働 きを帯び る の は空海に よ る 日本 に お い てで あっ て、中国 に

お い て は経典訳出 に特色 が あり教理 的 に は大成 しなか っ た とされて い る が塑こ うした疑経典 に 転 用

され写経 されて い る事実は社会で の 密教 信 奉者の存在 を明 らか に示 して い る 。 しか しなが ら、浄 土

」
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教 に限 っ て い えば、資料的 に は認め られ る けれ ど も、真経 に おける多数の密教経典と同 じよ うに単

に浄土思 想が認め られる に す ぎな い だ けで 、お そ らく密教系浄 圭教徒 は極 め て少 なか っ たce：）と云 え

る で あろ う。

　以 上、本研究の 最後の 課題 で ある疑経典独 白の 浄 ヒ思想 に つ い て論及 した 。 疑経典 が中国思想 、

仏教思想全体 を背景 と して 撰述 され、また疑経典 に認め られる浄土 思想 が浄土教関係経論並び に中

国浄土 教 を依 りど こ ろと して現 われて い る以 上、独 自の 思想形態 の事例 が少 ない の は当然 で あろ う

が 、 しか し、上述の数例は従来殆 ん ど知 られ て い ない 、場合によ っ て は対立関係に ある とされて い

た中国浄土教 の新 た な様相 を示 して くれた。われ わ れは 中国浄土教 に っ い て様々 な問題 を教 えられ

て い るが、疑経典の撰述者、或 い はそれを信奉した人 々 はおそらくそ うした教判も教理 も考慮する こ と

なく、時に応 じ機 に即 した教 えを疑経典に託 した の で ある。その 意味で は、こ れ らの 事例 は極めて

僅 かで あるけれ ど も、全 く隠 された浄土教、社 会に即応 した浄土思 想 と して留意 しなければな らな

い で あろ う。

〔1｝　＜資料篇 ＞pp．124− 128、 そ の 後 当該仏名 に つ い て は 別 に 論究 した。拙稿 「「阿弥 陀 経 」六 方諸仏 の 異 名」（『印仏

　 研 』第23巻第 2 号）。

121
　『十方千五百仏 名経 』大 正14 ・312中

一318土、＜資 料箭 ＞ pp．127、129
。 『不思議功徳諸仏所 護 念経』大正14 ・360

　 下、363中、364 ヒ、藤 田宏達 『原始浄土 思 想 の 研究』pp ．220− 221。
c
’
3） 本稿 は あ くまで も浄土 思想 に 限 っ た 論 述 で あ り、仏

・
菩薩も く浄土三 部経〉 に 限 定 したが、他 の 経典 に つ い て も、

　 た と えば r現在 卜方 T・五 百 仏 名並雑 仏 同 号 』 に は 『薬王薬上経』五十 三仏 、「決 定毘尼経」三 卜五 仏、『称揚諸仏 功徳

　経1と中国 社 会に最 も流 行 した （仏 名経 類〉の 諸 仏 名力蝦 め られて い る し、『仏 名経』三 十巻 に は 「法 華経 』羅什訳などの諸

　仏 も転用 されて い る。 疑経典と しての〈仏 名経 〉は著 名 な諸経論グ）仏 ・菩薩を転用 して 構成 さ れた の で あ る。また、〈仏 名

　経類 〉に つ い て は、こ う した く仏 名 疑 経 〉 の 研 究 の 外 に 、真経 の 〈仏 名経 類〉 に も多仏思想 に 係 わ る重 要 な問 題 が

　 あ る。そ の
一・端 は発表 した が なお 検討中で あ る 〔拙稿 「菩薩流支訳 『仏 名 経 』の 構成 に つ い て 」「印仏研 』第 24巻 第

　 1　；コi ）。

剛 　「十往生 法 」 の 経 文 は 前項 （pp ．115−116 ）、『無量寿経』「〈世 福〉「孝養父 母、奉事師長、慈心 不殺」、〈中品中生者〉「若有

　衆 生、若一月一一夜 〔受〕 八 戒斎∵
・…、威儀不 缺1伏 正12・341 ド、345中）． 世俗社会で の 行業 と して 相 応 す る の で 挙

　げた。な お、大 南竜昇 「十往生 阿弥陀 仏国経 に おける十往生法の 成立につ い て 」〔r三康文化研 究所 年報 』 第 3号 〉 で

　は、浬槃経、浄 十経 典、弥 勒経 典 、十住 毘婆沙論、智度論、梵網経 か らの 相応文を列挙 し、一
経 典 か ら十法すべ て

　 に 合致 しない こ とよ り、極め て 多様 な性 格 をもっ 実践徳 目と結 論 す る／t
cl5）　『敦煌遺書総目索引』〔pp ．419、434）　に よ れ ば 1「阿 弥陀経』 は 140部程 認 め られ る （就中、ス タ ィ ン 本 は46部 で

　あ る。 井 ノ ロ 泰淳 厂敦煌本 『阿弥陀経 』 に っ い て 」『宗教研究 』第 177 号）。 『無 量寿経』「観無量 寿経 』は そう多くは

　 ない 。

〔6） 往 生伝 に は （浄土 三部経 〉の 影響が 顕著で ある。小 笠 原宣 秀 『中国浄上 教家 の 研究 』pp ．142− 143、146− 148参
　 照 e

（7） 中村元 「東洋人 の 思惟 方 法 』第二 巻pp ．212− 232。

〔8〕 塚 本善隆 「竜門石窟 に現 わ れ た る北魏仏教」（『塚 本善 隆著作集』第二 巻pp．436F↓下。なお、同 「引 路菩薩信仰 と

　地獄
一
卜王 信 仰」『塚本善隆著作集』 第

一
ヒ巻 pp．374− 375参 照）。

（9） こ の こ とは、〈地蔵経典〉が全 く引証 さ れ て い な い と い うの で は な い
。 た と えば 『釈浄土 群 疑 論』巻

一ヒ （大正 47・
73中） に 認 め られ る が 具 体 的 内容は 不 明 で あ る。
〔10） 塚本善 隆 「引路菩薩信仰 と地獄 十王信仰」（『塚 本善 隆著作集』 第 七 巻 pp ．374− 375）。
〔11｝矢吹慶輝 『三 階教 の 研究』p．　657、同 『鳴沙 余韻 解 説 』 H．pp ．269− 272。
〔121　r弥勒下 生経 』（竺法 護訳 ）『弥勒 下 生 成 仏 経』（羅什訳｝「弥勒下生 成 仏 経』（義浄訳 ）r弥勒 大 成 仏経』（羅什訳〉「弥勒来

　時経 」佚 訳 ）『弥 勒上 生 椡 〔沮 渠京声 訳）。

〔13｝ 松本文 三 郎 「弥勒浄 土論』、塚本善隆 「竜門 石 窟 に現 わ れ たる北魏仏 教」（『塚 本 善 隆 著作集』第 二 巻 pp ．436以下、）
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藤堂恭俊 r無量寿経論註の 研究』PP ．9− 19、源弘之 噺 羅浄 ＋孝  特色 」〔 噺 羅仏教研 究』） な ど．

〔141浄十 恩 想 に 言 及す る 密教経典 は 135部、その 1†1 に も陀羅尼 で説 か れ る 浄上 思 想 は極 め て 多い （pp ．10U− ／C）ユ）。

　当該 文 が何 か ら転用 した か 未 だ認 め て い な い 。

（115］ 願 文 ・讃文 と疑経典 の 検討 は思 想形態 を論 ずる 本章 に は 妥当 しない 問題 で ある が、他 に 収め るべ き章節 が ない の

　 で こ こ で 扱 うこ とに した、

［16〕　＜資料篇＞pp ．12（）− 121．　な お 『竜舒浄上文』 に つ い て は 小笠 原宣 秀 「宋 代 の 居士 王 LI休 と 浄 土 教 」 〔『麟輅馨仏

　 教思想史論集．」） 参照。

Ill
・nt　 債 1忌：1篇＞ p ．123−−IZ4、　矢吹 慶 輝 『鳴 沙 余 韻．11 、pp ．285− 286、『 pp．226

− 227、　 Giles−Manuscripts．

　p．236、：「敦煌遺書総 目索引 lp．153、金岡照 光編 r敦煌出土 文学文献分類目録FT・t解説』p ．62。

〔18）　 『ll」匸三 蔵 記 集 ！巻 五 （大正55 ・39中〕、賦 周 録」巻
一五 〔大正55・474ヒ〉、・／ま た僧祐 が 疑 撰 と した 「仏 法有六 義

　第
一応 知．一巷、六 通無 礙 六 根 浄業 義門

一
巻 」 〔『出 二蔵言己剿 　巻五、大正55 ・39中） は、『歴代三宝紀』巻 十

一、費

　長 房 撰で は経 と し
一
（ い る ！「仏法 有六 義第

・
応 知経 港 、六 通無礙六 根浄 業義 門経

一
巻 」 大正49 ・96上 〕。

（19〕 浄一1：思 想 に 需及 す る敦煌 文書 に 二 で は 仏教経律論疏 を除 く願文 ・讃文 ・講経文 ・変文など を意味する｝ の 重 要

　性 に つ い て ぱ す で に 関 説 したが 〔（資料篇 ＞pp ．101− 102、本号 pp ．81、103
− 1U4｝、こ こ で 検 索 しおえた ス タイ ン本の 資

　 料を挙 げて お く．．

　　 〔大正蔵 第八 十五 巻所収〕

　　　梁朝伝 大1：頌金剛経字 〔／ 「
．
D 、『浄 上 五 会 念仏 誦 経 観行儀」卷中

・F、持斎念 仏
．
懺悔 礼 文 （1267中一1268中

　　　※ 原 本S2443 とあ る （、
　S　2143．］、道安法 師念 1ム讃（1268ド）、南天竺国菩提達摩禅師観門 〔1270下 ）、大乗四 斎 日

　　　 口299 ド
・− 1300上 ）、雛 蔵 菩 薩 1・斎 日　（13〔♪0上

’
h ．大 目乾 連 冥 間 救母変文并 図 ！l313中）u

　 その 他 ；

　　S522 消撒 念往生 発 轍 、　 S　1807西ノ静 土讃、　 S2565Vers ・ 1 、S256駄 悲 啓 請 ・S257晒 方浄土 言賛擬・S25

　　83Verso　1 、　 S2945 浄一L楽讃、　 S3427 願 文擬、　 S　4．175毎 目逐 H念fム名擬、　 S4378Verso 　l 、大悲啓請、　 S4443 維

　　摩讃 Verso　1地 蔵菩薩経 十 斎 日、　 S　4474西 方讃文、　 S4732 請四 力仏文 擬 、　 S　5551斎 Li行事擬、　 S5892地蔵菩薩経

　　1．斎 ヒi、S6／09大剰 争i、讃、S66311 。 ．帰鰊 去讃、 3・遊 五 台諏 （な樋 名 は 暾 煌遺書 総 ｝目索 引」参照・

　　 ただ し
一

致 し ない の もあ る）．．

（20｝ 藤田 博＋、前掲 書、PP ．222以 下。

嬢II 望 月信亨 『fム教経 典成．、匿史 1淪』pp ．493
−．509、519− 531。

に2ト 松長 有慶 『密教 の 歴 史∫pp ．131− 154、188− 192p

〔231・拙稿 「中国 に お け る密教 系 浄
．1二思想 」f 「印仏研 ⊥第19巻第 2 号）。

要 　　結

　以上、本章で は浄士教関係疑経典の 思想形態 に っ い て論述 した 。

　は じめ に、疑経典 に認め られ る浄土思 想の 解明 を誤 まらしめ ない ため に、浄土 教関係経論、中国

浄土教、そ し て 疑経 典全体の 思想形 態に っ い て概要 を理解 した 。 就 中、浄土 教関係漢訳経論 に っ い

て は、今 日最 も権威 あ る典拠 と し て は藤 田宏達博士 に よ る 「浄 土思想 に言及す る 〈
一
覧表〉」で あ

るが、こ れは あ くまで も イ ン ドに お け る原始浄土思想の 資料で あ り、中国浄 il教研究 の 立場 で は漢

訳 と して の 変容 、 思 想形態 そ の もの まで 考慮 し なけ れば な らな い こ とを注 意 し、 中国仏教 に大 き な

影響 を与 えた代表的 大乗経論の 浄土思想、次 に 多様 な思 想形態 を説 く何 点か の 経 典か らそ の 具体的

内容 を窺 っ た 。 漢訳経論 を主 と し た総合的成果 は未だ 『阿弥陀仏説林』 に依 っ て い る 。 こ こ で比較

的紙数 を割 い た の もこ うし た 今後の課題 を考慮 し た た めで ある 。 その 結 果 、 浄 土教関係経論 に お い

て は第
一

に代 表的大乗経典 に は浄上 教 の 中心概 念 とされ る
ミ

阿弥陀仏 へ の 念仏 など に よる極楽往生

の 教 え 、 は明確 に 説 か れ な い こ と、第二 に その 他 の 経典 に は 多種 多様 な浄土 思想は認 め られ るが密
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教経典に 多く、従 っ て比較的後 に表 われた こ とを認 め、こ の 両者か ら帰納 され る中国浄土教 に お け

る主要な経典 と してはや は り 〈浄土 三 部経 〉で あ る こ とを理 解 した 。 中国浄土 教 の 思想形態 に っ い

て は、便宜的 に 〈中国浄土三流〉の 特徴 を辿 り、とくに 本稿 に関係す る事項 に注 意 した。 と りわ け

依拠する と こ ろ の極 め て 大 きい 敦煌文献 に 関 して は残 された課題 を含め た何点か を指摘 した 。 疑経

典全体の 思想形態に つ い て は従来 の 研究か ら一、二 を取土 げ、以 っ て 全体的性格 を学ん だ 。 以上 、

従来の 浄土 教研究並びに疑経研究の 大要 を背景 として 、浄土 教関係疑経典 の 思想形態を考究 した が、

まず第一項で は、〈
一

覧表〉よ り知 られ る全体的特徴と して は 、第
一

に真経以上に疑経典 に は浄⊥思

想が認め られ るが、しか し浄⊥思想 を主要 と しで構成 された疑経典は極 め て少 な く、 従 っ て 日本浄

土教の よ うに く浄土 三部経〉の 影響 に 大 き くない こ とを知 っ た 。 第二 に浄土 思想の 認 め られ る疑経

典に は菩薩信仰 を主 とした もの が多 く、第一
の 点 を勘案す る とお そ らく融合 的性格 を有す る こ と を

予想 した 。 第三 に関係用語 か ら知 られ る点 と して、国土 名が少 なく、仏名、そ れ も 「阿弥陀 ・無量

寿」の 多 い こ とか ら 、 阿弥陀仏信仰の優 位性 、訳語の 問題 、そ して 中国人 の 思惟方法 に っ い て論 及

した 。 こ うした 全体的特徴 をふ まえて 、第二 項で は、具体的 な思 想内容 を取上 げたが 、 そ の結果、

第一
に念仏思想、第二 に諸行思想 を指摘 し、い ずれ も中国浄土 教の特徴 と相応す る こ とを知 っ た。

しか しなが ら、浄土 名にっ い て は、 1．仏名で 現わ され て い る点、 2．現実的利益の 特徴 を認 め、

中国人の 思考方法 か ら現 われた こ とを指摘 した 。 第三項で は、疑経典独 自の 浄土思 想として 、 まず

く浄土二部経〉の 影響 を挙 げ、更に 従来の 中国浄土 教で は知 られ て い ない 融合的浄土 教 、 願文 ・讃

文 との 関係、原始仏 教の 領域 に認 められ る浄土思想 な どに っ い て論及 した。

　以上の 論考で 知 られ た諸点 を一
言で 述 べ る と、浄土 教関係疑経典の 思想形態 は中国思想 、 中国浄

土教の 影響 を顕著 に うけな が らも、なお その 時 ・所に即応 した独 自の思 想が説 かれ て い た と言える

で あろ う。

結 論

　問題 の 所在で指摘 した ご とく、本稿 の意図 した課題 は 二 っ で あっ た 。 第
一

は浄土思想 に 言及す る

広義の 疑経 典は如 何程 あるか 、 第二 はそこ に説か れ る思想形態は何 か と い う点で ある 。

　論述の 経過 と要 旨を述べ る と、第一
の 意図を問題 とした前号 〈資料篇〉に お い て は、まず 〈浄土

教関係疑経典〉の 用語 に つ い て規定 し、本研究 を遂行す るた め の 関係資料 と従来 の 諸研究 にっ い て

取上 げた 。 本研究 に関係す る従来の 研究分野 と して は 漁 土経典 を中心 とす る浄土教研究 と中国撰述

経論 を軋 ’ とす る響 研究の 二 つ 力書劾 澗 者を総合した形で帰納 された資料 〈浄土 教関係経典〉
と して 、 日 従 来指摘 さ れ て い る真経 、⊂⊃　中国以 降 に浄土思想と解訳 された経典 、 ⊂〉 イ ン ド

撰述の 疑わ しい 経典、が考 え られた 。 就中 、 本研究の 資料と して⊂∋を中心 と しながら口 に該 当す る

経 典に つ い て も指摘 し・
一一一kl ・つ い て 諸先覚の 研究 に依拠 しつ っ 考言正した の が浄土 教関係麗 典 の

分類で ある ・ その 結果凝 融 と い っ て も、明 らかな偽経 ・真偽 耘 羊の雛 典 ・浄土鰓 に 関 して
は附加 ’撤 の 腆 講 成上 か らみ る と翫 思 想 を主 要 と した軅 典、一

部分 に 射 腮 の 認 め ら
れ 礙 腆 ’古佚経 ・経録 か ら予想 され る 疑麒 、 更 に は浄 土教 に依用 され た鰹 典 ＿ 族 に様
様な経 典 が知 られ た。

第こ の 綱 狆 心 と した本号 〈研 究篇〉・ お
・

・て ・よ、 まず 〈資鞴 〉で耀 した言者酬 の 鯉 を
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行 い
、 出典別特徴並び に それ に 附 随 した 二 、二 の 問題 に論及 した。更 に様 々 な性格 を有する諸資料

の 取 扱い を考え、そ の結 果、中国撰述浄」：教関係疑経典 に限定 して後 の 考察 を意図す る こ とに した 。

そこ で こ れらの 諸資料 か ら知 られ る成立 ・写経年代で あ るが、その理解 を誤 らしめない ために疑経

典全体の傾向 を経録 と従来の 諸研究 か ら知 り、そ うした流れ の 中で の 浄土教 関係疑経 典の 歴史 を位

置づ けた 。 それ ぞれ性格も典拠 も異 な っ た諸資料 を通 して辿 る歴史 は、最初期の 「道安録」の 時代

か ら十世紀 に 及んで い るが、大 きく初唐代 まで の グル ープと唐 中期以降とに分 け られ、前者は従来

の 中国仏教資料 に 多く、後者は近年知 られ た敦煌写経 が中心 で あ るの を知 っ た。その際、疑経典は

或る時代或 る社会の 要請の もとで大衆 と密着 した形で現 われ る こ と、また その 受 容者の態度な どに

も留意す べ き こ と を二 、三 の 立場 を問題 に して 知 られた で あろう。 思想形態 に っ い て は本研究の 大

きな課題 と して細 か な内容 まで穿鑿 し て 考究 した が、そ の 要点は前の要結 に お い て まとめ た通 りで

ある 。 そ こ で は従来知 られ て い た 中国浄土 教の 特徴 が よ り 明 らか に指摘 され ただけ で な く、新 た な

様相 も認め られたで あ ろう。

　以上 が本研 究の 経過 と要旨で あるが、最後 に諸般の 理 由で本稿で論及 で きな か っ た 二
、

三 の 点 を

今後の課題 として取上 げ、本研究をひ と まず終 える こ と と した い 。 その 第
一

は 、 当初今凵披見 し う

る関係資料の検索を意図 した わけで ある が、なお調 査す べ き諸資料の存す る こ と、また本稿で取扱

っ た諸資料で も禾だ不 明 な部分の有す る点で ある 。 就中、敦煌北京 本 （東洋文庫影印）に つ い て は

検索中で あるが、こ れ らの 諸点 に っ い て は今後 も研鑚 を続 けて新た な解明 を意図 した い
。 第二 は、

各疑経典の 中国社会に お け る受容、変遷 に っ い て 総合的 に論及で きなか っ た点で あ る 。 すで に 重要

な何経 か に つ い て は 諸論考 が認 め られ るが、なお取上 げる べ き疑経 典 が残 されて い る 。 それを依用

し信奉 した人 々 を通 して 有余曲折 した経過を辿 りなが ら今 日 に 伝 えられた疑経 典、と りわけ中国で

創作され、一方 は敦煌文献 に 、 他 方 は 日本 へ と異 な っ た方 向 に伝 え られ残 された資料の 比較検討

は当該経 典の 位置づ けを明 らか に す るだ けで な く、そ の 当時 の 社会の 様相 をよ り克明 に物語 っ て く

れ るで あろ う。 第二 に は 、 本研究 を基点 と して知 られ た関係分野の 諸問題 が挙げられ る。た とえば

漢訳経典 を主 と した浄土思 想の 研究は イ ン ド浄土教の 歴史 に関与す るだ けで な く、中国に お け る受

容の 問題 の基礎的資料となるで あろ う。 また 、疑経典 と共通の 基盤で 考 え られ る敦煌文書 を主 と し

た浄土思 想の総合的研究は本研 究 に対 して新 た な手掛 りを与 えて くれるで あ ろう 。 本稿に お ける幾

多の 難点 に っ い て は なお推敲 を続 け、新た な課題に つ い て も更に考究 に っ とめ る所存で あ る 。

〔後書〕本研究 は、浄土 経典研 究で は北海道大学教授藤 田宏達 博 Ir、疑経研 究で は京都 大学教授牧

田諦亮博士 の 研 究に その 多 くを依拠 して い る。とくに藤 田宏達 先生 には種 々御示教 をい ただ い た n

記 して謝 意を申 し上 げ る次 第で あ る，，
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